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　────それは、内臓をぶちまけた少女のヴィジョン。涙を流した彼女は助けてと手を伸ばす。本来ならば即そく死しのはずの傷を負ってなお、彼女は悲痛な声と叫びで最さい期ごに俺に縋すがったのだ。

　助からないと知っていた。誰より俺が、助ける術すべなどないことを理解していた。好きだと言われ、助けてと言われ、それでもなにもできない無力感と絶望は、今でも俺をがしがしと苛さいなむ。

　千万の惨むごたらしい死を未いまだ回想する。

　あの最悪の日から一ヵ月。矢や口ぐち未み耶やは俺の中で、幾いく度ども幾度も、あの最期を繰り返していた。




　その身体からだを上下に分断されて死んだことなどもちろん知るはずもなく、矢口未耶は俺の前で何枚もの書類と不毛なにらめっこを続けていた。「うー、がー、うー」檻おりの中の獣のように唸うなり続ける少女は、やはりあまりに無む邪じや気きに過ぎて。

「そう心配するなよ。ちょっとくらい段取り悪くたっていいじゃないか。たかが修学旅行だろ」

　未耶の、校則違反にならない程度に染められた髪は、その柔らかい質のせいもあってぺたんと頭に貼はりついている。頭を抱えながら唸るその姿は、どこかすねたコーギーを連想させた。

「たかがって言うなバカイツキー！　ねーホントにわかってる？　高校生活でも一回しかない大事なイベントだしー、ていうか修学旅行って名前のつく行事はもうこの先存在しないんだよ？　そんな貴重な体験をさー、グダグダにしたらダメだと思うんだよね絶対」

　俺たちは今、放課後まで居残って色々と打ち合わせ中。なんでそんなことをしているかなんて言うまでもなく、責任感でどろどろに煮固められた目の前の委員長様のご意向である。明日からの修学旅行を、未耶は絶対に成功させると意気込んでいる。

　成功もなにも、そもそも修学旅行なんて失敗するようなものじゃねえのである。なにしろ毎年やってる行事だから、教師のほうも完全に段取りが頭に入っていて、不測の事態なんてそうそう起こりようがない。未耶の意気込む姿は空回りしていると言ってもいいはずなのだが。

　──そんなコイツに付き合って作業している俺のセリフじゃないよな。つくづく。

「まずはー、一日目の全体行動ねー？　時間決められてるから、あらかじめバスの中でおススメポイント教えて、みんながちゃんと楽しめるよーにしたいのよねー、具体的には──────」

　そんな風に、クラスへの奉仕に頭を悩ませる幼おさな馴な染じみの顔のせいで。

　図書室で無む惨ざんに死亡した、生いけ贄にえの少女がフラッシュバックする。ふん、これで何度目だ。あの夜が無かったことになっている未耶と、明確に正確に記憶している俺の、これが断絶だ。頻ひん繁ぱんに浮かぶ、未耶の死んだあのシーン。

　始まりは、悪夢だった。

　三つ子の赤い月が誘いざなう、幻げん想そうと狂気の図書館。夢の中の死の施し設せつで俺が出会ったのは、全て俺の命に従うメイドと、傲ごう岸がん不ふ遜そんに脅きよう迫はくしてきた幼い女神。脅おどされ騙だまされ誑たぶらかされ、強引に任じられた『筆記官ライター』の職。それから、俺は『邪神秘法書ネクロノミコン』を封印するために奔ほん走そうし、その最悪の結末として未み耶やを永遠に喪失した──はずだった。

　それなのに、これまた傲岸な女神その二にも協力してもらったおかげで、未耶は生き返った。代だい償しようとして、ただでさえ重厚だった俺の責任はさらにさらに重くなる。もう失敗はできない。俺の口くち癖ぐせとなってしまったその言葉で、俺は俺を縛しばりつける。先の見えない綱つな渡わたりは、まだ続いているのだ。

　なあ、どうだろう未耶。

　お前は、一度死んだけれど、それが無かったことになって、良かったのか。聞けない問いは、胸の中でだけ繰り返されて、答えを得られないまま沈んでいく。

　結局、俺は死し想そう図書館、あの狂った施設の『筆記官ライター』として、今も覚めぬ悪夢を見続けている。最近は司書、リヴル・ブランシェの講義も本格化していて、例の女教師のスタイルで圧倒的物量の蔵書について解説してくれる。課題図書は現在一日一冊。夜の講義も、一晩で一冊をじっくりやるスタイルとなった。以前のように時間の制約がないが、かといって休み無しであることに変わりはない。結局疲れるのだ。

『邪神秘法書ネクロノミコン』を封印したことは、エレシュキガルが喜ぶほどの戦功だった。なにしろ、魔導書の中でも最強クラスの『邪神秘法書ネクロノミコン』が死想図書館に納まったことで、何冊かの逃げ出した死書が恐れをなし、戦わずして死想図書館に帰ってきたのである。この『筆記官ライター』と司書リヴルからは逃げられないと、早々に降伏の旗はたを揚げたのだ。こちらとしては不戦勝なので、結構ありがたい。

　もっとも、一いち概がいに喜べるわけではない。逆に言うならば、残っている本は強敵ばかり、『邪神秘法書ネクロノミコン』が封印されたとしても動じない大物ばかりである、と言うことができるのだから。実際に敵として立ちはだかるのはそんな連中なわけで、正直気が重くて仕方がない。

　まあ、今は、活動している死書もいないようだし、だから『リヴル先生と夜のドキドキ課外授業、はあと♪』を展開中と言うわけだ。ああ、なんて面倒くさい。

「ちょおっとー、聞いてるのかよイッキー？　続けるよ？」

　未耶が、いつか呼んだあだ名で俺を呼ぶ。お前は、一度使ったあだ名は二度と使わないのにな。

　それが、彼女を再生させるための二つ目の代償。記憶の剝はく奪だつ。言うなれば、彼女は自分が死んでないという記憶を守るために、辻つじ褄つまのあわない事項については全て忘れてしまっている。そう、俺に対して『もう好きではない』と告白したことも、それを撤てつ回かいして助けを求めたことも、全て。

　どうなのだろう。未耶はまだ俺を好きなのか、それとももう諦あきらめているのか。その見極めができない以上、俺も未耶との関係性をどうするべきか、悩んでいるのだ。取るべき距離を見誤れば、また未み耶やが狙ねらわれてしまうのだから。

　本来ならば、こうして未耶と二人きりで残っていることも良いことではないのだ。俺が『筆記官ライター』ということを知っている死書たちは、俺に近づくために未耶を利用することもある。死書が現実で暴れるためには、人間の協力が不可欠だからだ。催さい眠みんや得体のしれない術で、連中はどうにかして俺を排除しようとする。

　未耶や、いや、未耶だけじゃない。俺と近しい人間とは距離をおいたほうが、死書に狙われることもない。実際、『邪神秘法書ネクロノミコン』の事件の時は、未耶が狙われることを危き惧ぐした俺が、彼女を遠ざけた。

　けれど、ダメだった。結果的には、その行動が裏目に出て、彼女を死なせてしまったのである。完全に俺のせいで、だからこそ。

　あの事件から、約一ひと月つきが経過した。

　俺は、未耶との関係に悩み続けたまま、だらだらとした惰だ性せいで、十数年培つちかってきた立ち位置を維い持じしている。すなわち、仲の良い幼おさな馴な染じみ。

「とりゃあっ！」「ぐぉあ!?」

　至極シリアスなモノローグを邪じや魔まされた。ああちくしょう！　せっかく恰かつ好こうよく決めたのに！　悲劇の主人公を気取ってみたのにさあ！

　スクールバッグ（教科書辞書等満まん載さい）をフルスイングされたせいで、俺は椅い子すから床に投げ出され。

「この野郎！」撲ぼく殺さつ未み遂すいの犯罪者は、ふふん♪　みたいな顔つきで得意気だった。

「クロちゃんが悪いんだよーだ。全然聞いてくれないし？　あたしが一人で喋しやべってたらバカみたいでしょ！」

「ちゃんと聞いてるだろ」実は半分くらい聞き流していたが。

「聞くだけなら人形でも植物でもできるってーの！　会話ができるから人間なんだろー？」

「意見でも言えばいいのか？」お前のプランはほとんど完かん璧ぺきで口を挟はさむ隙すきなんてないんだけどな。

「違う違う。相づち打ってくれればいーの。うんうんって」

　それ意味あんのかよ。

　でもこいつがしたいのは相談でも意見交換でもなく、結局は明日からの修学旅行楽しみだねーという雑談なのである。失敗しようもない修学旅行に頭を悩ませるのはつまるところ単なる話題作りでしかない。その程度の話題作りにすらクラスのみんなのことを持ち出して心配する辺りが、未耶の委員長たる所以ゆえんである。

　俺だってそんなことは「居残りするぜ！」と未耶に言われた時からある程度察しがついていたのだが、でもだからって未耶の頼みを無下に断ることはしなかった。色々理由を並べてここにいることを正当化したけれど、結局のところさ。

　俺も楽しみなんだよ。明日からの修学旅行。

　行き先は京きよう都と。ありきたりと言えばそうだが、俺はまだ訪れたことがないので、自由行動の時にどこへ行こうかと考えるのも悪くない。

　ああ、きちんとガイドブックも用意したさ。なにか文句があるか。

「じゃあ、続けるよーん。とりあえず引率の先生だけど、ウチのクラスは高たか田だ先生がもうお年で修学旅行なんて無理だから、恋こい池いけ先生に変更に…………」

　天気予報では、明日から晴れ。

　ユズキへの土産みやげは一体なににしようかと、俺は未み耶やに相づちを打ちながら考えていた。おい、神様、間違っても気まぐれで雨になんてしてくれるなよ。居い丈たけ高だかな女神姉妹の顔を思い浮かべて、心中で告げる。聞き届けてくれるような連中じゃあ、ないけどな。




　電車で二十分。それが学校から俺の家まで大体の所要時間だ。

　もちろん未耶の家は俺の家の隣なので、同時に学校を出れば九割五分同じ道を辿たどることになる。駅から十分ぐらいの帰り道も一緒なわけだ。その間にどんなことを話したかなんて、一々覚えてはいないけどな。それでも、未耶と別々に帰るとなんか気持ち悪いから、明日忘れる会話で家までの十分間を過ごすのだ。

　日課というか、習慣というか。

「あたしたちがさー、高校受験した時のことって覚えてる？」

　だからこんな会話も、また無数の記憶に埋もれてしまうのかもしれない。

「なんだ急に。覚えてるよ。受けた高校がたまたま同じだっただろ」

「大おお噓うそ吐つくんじゃねー！　あたし安全圏けんの高校受けただけなのに、つっきーが意地になって同じ高校受けたんでしょうが。そんな、もう、ねえ？　あたしと離れ離れが嫌いやならそう言ってくれればいーのに、もー」

　くねくね。顔に手を当てて妙みようなダンスを踊おどる未耶。確かに事実はその通りなのだが、彼女の前で認めるのは若干癪しやくなものがある。彼女に負けたくないという意地で受験し、合格したのは間違いないんだけどよ。こいつだけ頭の良い高校に行くのは、なんか差を見せつけられたようで嫌なのだ。

「…………高校は、それで良かったけどさ。大学はどうするの、イツキ」

　そうか、回想を持ち出した理由はそれか。いつかの進路希望は適当に書いたしな。お節介な幼おさな馴な染じみパワー全開というわけなのである。大学は確かに、幼馴染に対する意地で決めるようなものではないから。

「お前はどうするんだ？」

「あたしは……んー、けっこー遠くの大学も受けるかもしんない。東京だけじゃなくて、関西のほうも。そっちでやりたいことっていうのも、やっぱりあるから」

「一人暮らし……か？」

「そうなんですよー。あー、もう、まず受けることおとーさんになんとかして了解をもらわなきゃ。ねー、イツキ、そこんとこなんとか言ってくれない？」

「ダメだ」

「なんでさー！」

「ユズキを遠くの大学になんてやれるか！」「誰がユズキちゃんの話してんのさ！　あたし！　あーたーし！」

　我が妹。大事な家族。黒くろ間まユズキ。可か愛わいい可愛い血けつ縁えんである。

　うむ。ユズキと離れ離れなんて耐えられないな。そう考えるとアレだな。俺は心情的におじさんの味方なわけで、迂う闊かつに未み耶やの進路に口は出せない──補足しておくが。未耶が遠くに行くことが嫌いやなわけではない、念のため。

　進路、か。

「あたしにばっか話させないでよー。なんかこういう、デリケートなとこ丸まる裸はだかにされてんの恥はずかしいじゃんか」

「ふん。勝手に言ったんだろ。いいよな決まってるやつは。俺なんかまだわかんねーよ。やりたいこと？　なんだそれ」ねえよそんなもの。

　未耶も俺の答えは予想していたようで、わずかの不満そうな溜ため息いきを返しただけだった。こいつは、どんな進路をとるかは知らないけれど、きっと指針となるものがあるのだろう。それが素直に羨うらやましい。

　例えば、俺にも得意なこととかあればいいんだが。勉学も運動も十人並みの俺にそんなものを期待されても困る。俺にできるのは高速筆記くらい。人が早口で話したことをそのまま書きとれる特技があるにはあるが、こんなもので進路決められねえし。役に立たねー。

　その点、未耶は成績優秀で、その中から自分の興味あることを見つけ出すことができたのだろう。好奇心の塊かたまりみたいな女だしな。やっぱりそういうところも、犬に似ている。

　自宅が見えてきた。先に別れるのは未耶。家は五メートルも離れていないというのに、それでもさよならと告げるのはどこか滑こつ稽けいで、でも言わないのも気持ち悪くて。その別れを告げる瞬しゆん間かんのわずかばかりの虚むなしさは。

　俺と未耶の、微び妙みように過ぎる距離に似ていて。

「おい」「ほえ？」

　ほえ、じゃねえ。なんでお前、自分の家を素通りしてやがる。

「今日はー、ユズキちゃんと約束があるのさ。おいガチャピン、今日の夕飯覚かく悟ごしとけよ！」

　なるほど、そういうことか。今日は半月に一度くらいはある、未耶の料理講習の日なのだろう。我が家の可愛いユズキ、その料理テクは日に日に上達しているのだが、ユズキは未耶がお手本だと言ってはばからない。

　料理だけならともかく、その他もろもろもユズキは未み耶やから影えい響きようを受けており、兄としては複雑なのである。未耶の良いところだけを要領よく吸収するユズキはもちろんとてもとても愛らしいのだが、ほら、な。未耶に、妹を取られたような気分になってしまうから。

「兄あに様さま、姉あね様さま、お帰りなさいです」

　ユズキが健けな気げに玄関を開けて出迎えてきてくれた。わーユズキちゃーん、とか言いながら未耶が妹に抱きついて頰ほおずりする。女ってのはどうしてこうスキンシップ過多なのかね。

「あーもー、なんでこんなに可か愛わいいかなあ！　くれ！　ユズキちゃんあたしにくれ！」

「誰がやるか！」

　ユズキは俺の最大最高の宝物だよ。そしてどさくさにまぎれてユズキの胸を触るな阿呆あほう。未耶の腕を軽く叩たたいて、小学生に対するセクハラを止めさせた。

「えー？　でもほら、ユズキちゃんだってあたしの妹になるほうがいいよねー？　こんな怖い顔の兄貴よりさー。私の妹になれば毎日イチゴ食べ放題だよ？」

「え、え、あの、えっと……」

　卑ひ怯きようなことに、未耶は買収手段に訴え始めた。ユズキがイチゴ大好物ということを知っての狼ろう藉ぜきである。くそ、我が家の箱入り娘になんてことを。

「えっと……私は、その……」

「うんうん」
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「兄様と一緒が良い……です」

　なあ、おい、聞いたか!?　兄様と一緒が良いだってよ！　こんな良い妹世界中探したっているもんか！　はっはー、ざまあみやがれ未み耶や！　ユズキはそんなものじゃ釣つられないんだよ！

　内心では渾こん身しんのガッツポーズを決めていたが、ユズキの前ではかっこいい兄でいたい俺はそんな興奮をおくびにも出さず、あくまで落ち着いた声で言う。

「お前の負けだ未耶。いつまでも玄関先でコントやってられないから早く入れ」

　はーい、とステレオで重なる二人の声。こういう光景を見ると、未耶の冗じよう談だんが冗談ではないのだと実感してしまう。妙みように素直なところも本当によく似ていて、実際のところ、ユズキは半分くらい未耶の妹のようなものだ。未耶がわざわざくれなんて言う必要はないのである。

　二人はキッチンまで来ると、早さつ速そくエプロン姿に着替えて（言うまでもないがエプロン姿のユズキもとても可か愛わいい）キッチンで料理の講習である。今回はなんと中華まんを生き地じから作るらしく、二人の手はすぐに粉まみれとなる。中華まんなんて家でできるものなのかと、ちょっと感心してしまった。そりゃ、まあ、構造的には簡単なのかもしれないけれど。

　我が家の台所は、結構高性能な電子レンジなどがあるハイテクシステムキッチンである。俺は料理しないのでよくわからないが、数年前に母親がユズキの成長に期待ーとかほざいて最新の設備を整えたらしい。ピザだって作れるらしいが、はて、窯かまもないのにどうやって焼くのだろうか。

　俺はというと、リビングで読書していた。我が家は対面式キッチンなので料理をしている二人の様子がよく見える。豪華なキッチンとは別で、リビングは普通のフローリング。床暖房も入っていない。我が母の事ながら、絶対に金の使い方のバランスが崩れていると思う。

　自分の部屋に行って読まないのはもちろん、ユズキが怪け我がでもしたらすぐに対応できるように、だ。未耶がいるから大丈夫だとは思うが、それでも小学生の妹が刃物をもつのだ。当然の心配だと思う。

　読んでいる本は、『歎たん異に抄しよう』である。修学旅行で京都に行くと言ったら、リヴルが気をきかせて仏教系の書物を選んでくれたのだ。ちなみに、明日から修学旅行のため、本日から死想図書館行きはなし。もちろん面倒な課題図書もないため、これは単に趣味で読んでいるものである。ま、普通に本屋で売ってるものだしな。

　ごくごく普通の書物でも、死想図書館に所蔵されていることがある。古い書物に限らず、小説や文学書は多くの改かい稿こうや抜け落ちた箇か所しよがあるそうで、原典とは異なることがほとんどなのだそうだ。ま、便利といえば便利なのだが、学校の図書館の利用頻ひん度どは少々落ちた。

「あー、そういやさーイツキ？」

　肉を生き地じで包んで、未耶が魔法のような手業で肉まんを完成させる。素早いそれは確かに職人芸で、ユズキは未耶の横できらきらと目を輝かせていた。

「修学旅行中、ユズキちゃんどーすんの？　一人？」

「いや、母親が休きゆう暇かをとったから」

「おー、おししょーさま！　そういや最近会ってないなー」

　まあ。

　母とユズキの二人きりというのは、確かに、まったく不安材料がないわけではないんだが。だって、ウチの母親は、うむ、あれだし。お師し匠しよう様だし。あの人はたまに早く家に帰ってきてリビングでくつろいでいるから油断ならねえのである。

「おししょーさま元気してる？」

「元気過ぎて困ってる。あの人が病気になったとこは見たことがねえし」

　ウチの母親が病気になったら一大事だ。多分その時には未み曾ぞ有うのパンデミックが発生していて、母親以外の人類は全員ウイルスにやられて死んでいるのだろう。もちろん冗じよう談だんだが、ないと言いきれない辺りがあの人の恐ろしさなのである。

　ユズキは俺と未み耶やの話を聞いているのかいないのか、未耶のように上手に肉まんを作ろうと悪あく戦せん苦く闘とうしていた。手が小さいから出来上がる肉まんがミニサイズになるのは仕方がないな。

「ユズキ、お土産みやげなにがいい？」

　やっぱ八やツ橋はし辺りが妥だ当とうかなと考えて聞いてみたのだが、料理に夢中なユズキから返答は得られなかった。俺も詳しいわけじゃないが、確かイチゴ味の八ツ橋とかあったんじゃないだろうか。

　旅行に行く前から、ユズキの喜ぶ顔が目に浮かんでしまった。まだ土産も買ってねえっつの。




　気付けば、俺は扉を開けている。

　ここに来るときは、いつもそうだ。俺は、図書館の重厚な扉を半分くらい開けた状態で、自分の存在を自覚する。こんな半はん端ぱな行動の最中で、俺は俺であることを思い出すのだ。

　それは恐いことでもある。こうして扉を開けているのなら、どうにかしてここまでやってきて、扉に手をかけた俺がいるはずなのだが、もちろんそんなものは一切記憶にない。そもそも、後ろを振り向いても図書館の一室であり、どうやってこの出口のない迷路にやってきたのか、それすらも不明。

　死想図書館。

　極の神が支配する、夢の中の本の城。

　ここでの異様に一々驚いていたらキリがないので、俺はもうそういう物なのだと割りきることにしている。ここにどうやって来たかなんて考えることも、もう随ずい分ぶん前に放棄したのだ。だって、もしかしたら、一番最初にいたのは『扉を開ける途中の俺』で、その前の『ここにきて扉に手をかけた俺』なんてものはないのかもしれないのだ。神秘に一々理屈をつけていたら、どんな宗教家だって疲つかれてしまうに違いない。

　だから、問題はそこじゃない。

「おい、リヴル！　リヴル、どこだ！」

　声を荒げて、俺は自分の従者を探す。

　明日（いや、もう今日か？　死想図書館に時計はない）から修学旅行。本の講義は休ませてくれと俺はリヴルに言ってあるし、それはもちろんあの白い本の端たん末まつも了解していたはずだ。だから、本来ならば死想図書館に呼ばれるはずもなく、何日ぶりかもわからない安楽に身を委ゆだねることができるはずだったのに。

　死想図書館は出口のないループ構造。一つの部屋は両側に扉を持ち、その間は山ほどの本ほん棚だなで埋め尽くされている。普段俺がいるのは部屋の端はしにあるデスクで、そこでリヴルの講習を受けたり紅茶を飲んだり、ソファで休むエレシュキガルの面倒を見ていたりする。というか本に埋め尽くされたこの図書館で、他にくつろげるようなスペースがない。

　だから、いるとすればデスクの辺りか。丁度俺がいる位置と反対側になる。壁かべのようにはだかる本棚のせいで奥は見えないが、よくよく目を凝こらせば本棚の陰から腕が伸びていた。チョコレートを連想させる綺き麗れいな褐かつ色しよくの肌。見覚えがあった。

「『邪神秘法書ネクロノミコン』か？」

　褐色の腕は軽く振って応答とする。一ヵ月前の敵であり、封印して図書館に所蔵された相手。その人差し指が本棚のさらに奥、デスクのある方向を指し示していた。

　腕に近づく。本棚の陰に、人間の姿をとった死書がいると思ったのだが──違った。『邪神秘法書ネクロノミコン』の背表紙から魔法のように彼女の腕が生えているのだ。いつもはうるさくまとわりついてくるベリーダンサーが、今日に限って大人しく本棚に収まっている。ふん、よほど人型になりたくないらしい。

　こりゃ、なにかあるな。

「気をつけろってことか？　サンキュ」

　無言の警けい告こくに対して、軽くお礼を言ったのに。邪じや神しんの死書はなにかに怯おびえるようにその腕を引っこめてしまった。こいつは、未み耶やを惨ざん殺さつした張本人でもあるのだが──あれから一ヵ月、こいつは叛はん意いなどを見せることもなく、たまにはリヴルに変わって魔導書の講習をしてくれたりする。

　まだ許すつもりなどない。ないが、少しくらい、対応を変えてもいいのかもしれないとは、思い始めていた。

　さて。異変が起こっているらしいというのは、『邪神秘法書ネクロノミコン』を見てもよくわかるし、実はさっきから、耳に痛い子供の泣き声が響ひびいていたりするのである。死想図書館に子供？　そんなの、たった一人しか心当たりがねえよ。

「イツキ様、お迎えにあがれず申し訳ございません」

　リヴル・ブランシェ。白い貌かおの従者。死想図書館の司書にして死書、幻想を形にする『真白き本』。純じゆん粋すいに使命を執行するだけの、意思のないヒトガタ。それが。

　何な故ぜか、ベッドに寝ていた。

　ていうか図書館にベッドがあった。デスクの隣にダブルベッドという光景も相当にバカバカしいが、とどめとばかりに枕まくらがハートマークなのは一体どんな嫌いやがらせなのだろう。リヴルはいつでも準備万ばん端たんですとばかりに薄手のネグリジェ姿で、気だるげにベッドに横たわっている。ほとんどシースルーのネグリジェのせいで、黒の下着が透けて見えていた。いつものメイド服じゃねえし。

「おい、夜よ伽とぎのつもりか、このメイド」

　口調が厳しくなってしまったのは、脱力したからだ。しかし従者の返答を聞く前に、ベッドのシーツを撥はねのけて紫むらさきの影が飛び出してきた。ああ、泣き声はやっぱりこいつか。

「イツキー！　イツキー！」

　タックルと見まがうような勢いで飛びついてきたその影。「がっ!?」下へ手たしたら後ろに倒れこみそうだったが、なんとか後ろに下げた足を支えにしてその小さい女神を受け止める。

　涙でぐしゃぐしゃになった顔で俺を見上げてくるのは。

　あらゆる極を司つかさどる、生と死の女神。仮かり初そめの名であると知りながらも、俺たちはエレシュキガルと呼んでいる。その呼び名に込めるのはわずかの崇すう敬けいと、かなりの畏い怖ふと。

　けれど、目を真っ赤に腫はらしたエレシュキガルは、着ているものこそ異国の装束だが、顔だけ見ればどこにでもいそうな、小さな十歳くらいの幼女である。
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「イツキー！　このバカ者！　どっ、どこに行っておったのじゃー！」

「どこ……って、お前そりゃ」

　俺の、現実の世界に。

「うっ、えぐっ……余がどれだけ寂さびしかったとっ、お、思ってっ！　もっ……あっ……バカー！」

「はあ？　おい、なあ、エレシュキガル、お前……」

　なんだ。話が通じない。というか脈絡がない。お前、間違っても寂しいだなんて言うやつじゃなかっただろう。少なくともこんな泣き顔で。

　戸惑ったままの俺に構わず、エレシュキガルは手を引いて「ここで！　一緒に寝るのじゃ！」なんてそれこそ子供みたいな主張をした。俺が呆ぼう然ぜんとしているとまた「寝ーるーのー！」ああもうわかったよ、うるせえな。

　結局、エレシュキガルに半ば連行されるような形で、俺はベッドに引き倒される。もちろん反対側には無表情のリヴル。全くいつも通りのその顔なのだが、心なしか憔しよう悴すいしているような気がしていた。ああ、こういう、ほんのわずかのリヴルの感情表現を、最近ようやく判断できるようになった。

　エレシュキガルは、丁度俺とリヴルの間にあるスペースにもぞもぞと入りこんでくる。泣き顔のままにへらと笑ってから、俺とリヴルの手を自分の胸の上に置く。薄い胸の上で、俺とリヴルの手が重なった。エレシュキガル本人は無意識にやってるのだろうが、幼女の胸を堂々と触るのもアレなので、俺はリヴルの手を間に挟はさんで障しよう壁へきとする。リヴルの手はやはり陶器に似て冷たく。

「リヴル……ええっと、この状況、なんなんだ？」

　なんで俺は、奴ど隷れいメイドと幼女女神。この二人と川の字になって寝なきゃいけないんだ。エレシュキガルはもう早さつ速そく目を閉じてしまっているし、的確な説明をしてくれるのはリヴルしかいない。エレシュキガルを起こさないように、小さな声で尋たずねた。

「はい、イツキ様。実は昨日から急激に、エレシュキガル様の容体が悪化してしまいまして」

　ベッド（しかも枕まくらはハートマーク）で、しかも囁ささやき声。声が届かないため顔を突き合わせなくてはいけない。リヴルのビスクドールを想起させる容よう貌ぼうがすぐそこにあって、ああ、だからなんなんだよこのシチュエーション！

　未み耶ややユズキに見られたら真剣に死にたくなるな。家族みたいと言われたら──やめよう。思考停止。そんなの考えなくていい事だ。

「容体悪化って……なんだよ、それ」

「一ヵ月前。イツキ様を『筆記官ライター』にするためイツキ様の精神に干かん渉しようし、また占いを活用した死書の捜そう索さく、図書館を襲しゆう撃げきした『無貌ナイアルラトホテツプ』の撃退など、様々なことがございました。お風か邪ぜを召していらしたエレシュキガル様には、少々厳しい作業であったかと思われます。エレシュキガル様も戦っていたのです。イツキ様」

「そんなことは……お前に言われなくてもわかってる。でもさ、違うだろ。あれから一ヵ月経たってるはずじゃないか。別にその間、悪くなったりしてなかったはずだろ？　なんでこんな、今更……」

　あの事件が終わった直後に悪化したっていうなら、まだわかる。エレシュキガルが無理をしたってことだ、俺が『筆記官ライター』になってから、エレシュキガルは色々と助けてくれていたのだ。

「『邪神秘法書ネクロノミコン』を封印してからは、エレシュキガルだって元気そうだったじゃないか」

「いいえ、逆です、イツキ様。諸もろ々もろの作業がようやく一段落し、『邪神秘法書ネクロノミコン』も片がついた。おそらくそのせいで、緊張が解けてしまったのだと愚ぐ考こうします。ずっと気を張り詰めて、イツキ様と私を見守ってくださっていたのです。そうして一ひと月つきが経ち、エレシュキガル様もようやくご安心なさって──故ゆえに、今までの無理の反動として、こうして一気に悪化したのだと思われます。エレシュキガル様もご自分の容体が悪いことでかなり弱気になられているようです。今日一日はずっと一緒に寝ていました。というか、手を離していただけませんでした」

　はぁ、はぁ、と苦しそうな吐息が、俺とリヴルの間から聞こえてくる。何かに縋すがるように俺とリヴルの手を摑つかんでいた。

　神の風か邪ぜ。人とは違う。それはこんな、ころころと様子が変わるエレシュキガルを見てもよくわかる。だが。

　人でも神でも、その辛つらさは変わるまい。

「ぅあ……姉上……っ」

　お前の姉は、いないみたいだぞ。エレシュキガルから伝わってくる熱は、確かに尋じん常じようなものではなくて。

「発熱、喉のどの痛み、頭痛。身体もだるくなっているようで、今まででも最悪の状態であるといえます。もちろんエレシュキガル様の受け持つ通常業務などこなせるはずもなく、死想図書館はおろか冥めい界かい全域の秩ちつ序じよも危あやぶまれています。イツキ様、事態は深刻であるといえます。このままエレシュキガル様の不調が長引けば、死想図書館の存続もままなりません。最悪の場合、図書館が崩ほう壊かいするか、あるいはそれ以上の混乱も起こりえます」

　神の揺ゆらぎ。それは、そこまでの大事ということか。

「っ。イシュタルは。アイツ黙だまって見ているだけか」

「イシュタル様は、エレシュキガル様の業務を全て肩代わりしておられます。元々のイシュタル様本来の分担もあわせ、現状、世界の秩序はイシュタル様の手に全て委ゆだねられていると言ってもいいでしょう。ですが、いかにイシュタル様とはいえこの負担は大きい。早急に対策を講ずる必要があります」

「そんなことどうでもいいんだよ。なんでアイツが、エレシュキガルの傍そばにいてやらないんだって聞いてるんだよ」

　神様だろうが、姉なんだろ。姉妹じゃないのかよ。

　だったら、エレシュキガルが弱気になっているっていうなら、誰よりも肉親が傍そばにいなくちゃいけないはずじゃないか。俺の手も、リヴルの手も、エレシュキガルが本当に求めているものとは違うはずだろう？

「私には、イシュタル様のお考えは計りかねます。ですが、イシュタル様が職務を放棄してしまえばそれこそ、世界の秩ちつ序じよは完全に崩ほう壊かいしてしまいます。そのような事態は、イツキ様も望むものではないと思われますが」

「…………ああ、そうだな。そうだろうさ。くそっ」

　エレシュキガルが泣き叫んで寂さびしかったと言うなんて、よっぽどのことだ。リヴルが、休業だったはずの俺を死想図書館に呼び出したのも、おそらくエレシュキガルが駄だ々だをこねたのだろう。こいつ、普段偉えらそうなくせにやってることはまるっきり子供じゃないか。

　この姉妹の関係は、俺には読み取りきれていない。一度しか会っていないが、姉はシベリアみたいな零れい下かの性格だし、妹は妹でそんな姉に遠慮していたようにも見えた。エレシュキガルが姉に反逆するなんて、どっかの死書が言っていたような気もするが、この様子を見る限り、そんなことは荒こう唐とう無む稽けいにも思えるが。

　どこかぎこちない姉妹。でも、いやだからこそ、ここでイシュタルがエレシュキガルの看病をしてくれていたらと、どうしても思ってしまう。

「じゃあ、わざわざ死想図書館まで来て、俺は保育の真ま似ね事ごとか？　まあ、ベッドでこうして寝てるくらいなら構わないがよ」

　どうせ、未み耶やもユズキも死想図書館に来るはずもない。

　──来ないよな？　来たらどうしよう。既すでに子持ちの一家の大黒柱として認識されてしまうんだろうか。やっぱり。リヴルも恰かつ好こうが恰好だし。

「いいえ、違いますイツキ様。我々の力で、エレシュキガル様の風か邪ぜを少しでも治ち療りようして、快方に向かわせたいと思います」

「どうやって。普通の風邪とは違うんだろう？」

　風邪薬を飲ませても効果があると思えないのだが、それともまさか伝う染つして治すとでも言うつもりか？　その場合呼び出された俺は、エレシュキガルの風邪を治すための生いけ贄にえとなってしまうわけだが。

「神の風邪は人には伝染りません。詳しよう細さいはここではなく、別の場所に。説明させるべき適任者がいるのですが…………お眠りに？」

　リヴルがエレシュキガルの様子を確かめる。さっきまで痛いほど摑つかまれていた手は、幼い女神が眠ってしまったことによってあっさり振りほどくことができた。

　まあ、偉そうなヤツではあるし、無理矢理こんなところで『筆記官ライター』になれと言われたのも、間違いないのだが。

　それでも、半人前な俺のために色々と手を尽くしてくれたのは知っているし──それよりなにより、エレシュキガルがいなければ、未み耶やは死んだままだった。未耶のことについては、俺の中でもどういう結末が正しかったのかまだ見えていないが。

　それでも、エレシュキガルが苦しんでいるなら、なにかしてやりたい。

　リヴルがするりと、無音のままベッドから抜け出した。仕方なく俺もあとに続く。その薄手のネグリジェ姿で、一体どこに行く気なのか。残したエレシュキガルが気がかりではあったが、まあすぐに戻ってくればいいだけの話だ。

「こちらです」

　部屋に二つしかない扉の内、デスクに近いほうの扉を開けるリヴル。声が囁ささやくほど小さいのは、エレシュキガルに配慮してのことか。扉の先には、基本的に同じような構造の部屋があるはずなのだが。

　扉を開けて踏みこんだ瞬しゆん間かん、世界の色が変へん貌ぼうしたのがよくわかった。場所が違うとか部屋が違うとか、そういう話ではもはやない。完全に、世界が違う。

　世界が、切り替わったのだ。




「これは…………」

　そこは、ビロードの絨じゆう毯たんが敷き詰められた食堂だった。もちろん死想図書館では有り得ない。そういえばエレシュキガルの自室もこんな感じだった。なんというか、テレビのチャンネルを変えるみたいな移動なのだ。上う手まく言えないけれど。

「空間の接続を切り替えました。ご紹介いたします。ここは『死し食しよくレストラン』です、イツキ様」

　隣のリヴルは、いつの間にやら見慣れたメイド服姿。ああ、お前の早着替えくらいじゃもう驚かないぞ。

「死食レストラン…ね。そのネーミングセンスはエレシュキガルか」

　死想図書館といい、どうもあいつは名付けが適当だな。

「死想図書館が狂気と退廃。夜の闇やみの叡えい智ちを司つかさどるのに対し、死食レストランは強欲と傲ごう慢まん。夕の宴うたげの熱狂を司るものです。世界に存在するあらゆる『死んだ食事』を蒐しゆう集しゆうし、必要ならば提供します。死想図書館と同じ死の施し設せつでございます」

　食堂。部屋の真ん中にはバカみたいにでっかいテーブルと、数十の椅い子すが並べられている。あちらこちらの窓からは夕の光が差し込んできていた。そうか、死想図書館は夜だけど、ここは夕方なのか。天窓もあるにはあるが、図書館にあった歪いびつな三つ子の月は当然、なくなっている。

　差し込む光の色彩は金色。黄色のような薄い光ではない。重厚な輝きをともなう鉱物のごとき光。正直、見た事のないような色。イカれた色彩感覚の錯さく綜そうは、ここでも続いているようだった。良い気分にはなれない。

「その……死の食事？　も逃げ出していたりするのか？」

「いいえ、イツキ様。『死食』は逃亡するようなものではありません。そもそも死書と違い、自らの意思をもたないものですから。また死書のように、確たる形で存在しているわけでもないのです。ここは来らい賓ひんの求めに応じて、レシピから『死食』を作成し、来賓に提供するだけの場所。ここでは『死食』は作るもの、生みだすものなのです」

　そうか。死想図書館のように、蔵書が反逆するなどということはないのか。ならば一安心、というところか。これで捕まえる対象が増えたらやっていられない。

　だが、それならそれで、この光景は不可解に思える。

　並べられた椅い子す、テーブルには、ふんだんに金銀の装飾がなされているし、部屋の隅すみには価値も意味もよくわからない壺つぼやら彫刻やら。壁かべにはどでかい額がく縁ぶちがあったりもする。ああ高そうだなという感想しか出てこない。

　それらの豪華な調度が、全てくすんでいなければな。

　金銀の燭しよく台だいは塗と装そうがぼろぼろで、テーブルのクロスもところどころ穴が開いてしまっている。空気もどこか埃ほこりっぽいし、カーペットや壁にも汚れが目立っていた。極めつけは正面にでかでかと飾られた額縁で、額があるのはいいんだが肝心の肖像画が嵌はめこまれていないのである。

　死想図書館と同じで、扉は二つ。俺たちが入ってきたものと、奥の隅にあるものだ。ただし、全ての扉が同じ規格である図書館と違い、レストランの二つの扉には明らかに差別化されていた。奥が小さく簡素な扉であるのに対し、俺たちが入ってきた扉は大おお仰ぎようなでかいもの。まあ、その装飾がどこかさびれているのは同じであるのだが。

「こんなところで食事をする気は……しねえな」

「これは『主賓客イーター』が不在のためでしょう。死食レストランの管理人は私と違い不ふ真ま面じ目めですので、もてなすべき自らの主がいなくては、施し設せつの管理にも手を抜くのです。エレシュキガル様から管理を一任された以上、主不在であろうと──いやだからこそ、より一層の職務遂すい行こうが必要だというのに」

「お前は仕事熱心だな」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　まあ別に期待してたわけじゃないけど、こいつを褒めても全く表情が変わらないんだよなあ。構わないけど。リヴルが飛び上がって叫きよう声せいをあげるところなんて、まあ、あまり見たくないし。

『主賓客イーター』、ね。名前の類似性を考えれば、『筆記官ライター』と同じ立場だということは容易に想像がついた。ふん、死想図書館と職制も同様、ということか。

「セットゥ。セットゥ・アルジャントリ。いるのでしょう、『七つの銀器』。イツキ様をお連れしました。礼を失した態度は看過できません。早々にご挨あい拶さつを。イツキ様に説明をしてください」

　エレシュキガルを治すため、詳しよう細さいを話すという。

　他に誰かいるのか。まあたった今、リヴルが管理人がいると言ったばかりだし。図書館にリヴルがいるように、ここにも従者がいるのだろう。ふん、こういう施設、あといくつあるのかね。今度エレシュキガルに聞いてみるか。

「挨あい拶さつ？　挨拶と言ったかな？」

　奥にある簡素な扉から、声。同時にそこが開かれて、背の高い男が入ってくる──なんだ、あの扉のおくは厨ちゆう房ぼうか？　かまどのようなものが見えたが。

「リヴル・ブランシェ。『筆記官ライター』を連れてくるという話だったが、姿が見受けられないではないか。リヴルと見知らぬ悪面相の男しかいない以上、これは果たして出迎えるべきか、と迷っていたのさ」

　男はどこか尊大な口調で入ってくる。燕えん尾び服ふくをぴしりと着た、瘦やせた男だった。後ろに撫なでつけた銀髪と、前時代的な片眼鏡モノクルが老人のような印象を醸かもし出しているが、年は若い。二十半ばくらいだろうか。直立不動のその体勢は、よく訓練された兵士の姿を連想させた。

　顔立ちは整っているが、眩まぶしく光を放つ銀色の髪が非現実ぶりを演出していた。リヴルとはまた違った意味で、幻想を連想させる男。

「無礼な。セットゥ、身の程をわきまえなさい。こちらに居おられる黒くろ間まイツキ様こそ、かの『邪神秘法書ネクロノミコン』を封印した偉い大だいな『筆記官ライター』ですよ」

　褒ほめられすぎて微び妙みように嬉うれしくない。おまけに、あの『邪神秘法書ネクロノミコン』との戦いで俺が失ったものはあまりに大きい。そうだ、結局未み耶やを守れなかった俺は、敗退者と言っても良いくらいだろう。

「なんと。それはそれは。大変失礼をいたしました、どうかなにとぞお許しくださいませ。地じ獄ごくの閻えん魔まもかくやと思われる凶眼の持ち主が、知性的で理性的たるべき『筆記官ライター』とはまさか思いもしませんで。どうかお許しくださいませ『筆記官ライター』」

「なあ、リヴル。こいつぶん殴ってもいいか」

「イツキ様のご随ずい意いに」

　許可が出たので、まずは睨にらみつける。セットゥはニヤニヤした表情を返すだけ。なんともムカつく従者である。ああ、俺の従者ではないのか？　なんにしても。

　俺の顔をからかっていいのは未耶だけなんだよ。

「ようし、てめえそこを動くなよ。命令だ」

「イエス、マイライター。くく」

　リヴルの口くち真ま似ねだとしたら随ずい分ぶん似ていない上にやっぱりムカつく。リヴルの許可もあることだし、遠慮などせずにこの燕尾服男の顔面へ一いち撃げきお見舞いしてやった。だが、軍人めいた動きをもつ執事は涼すずしい顔で首を振り向ける。くそ、かわしやがった。

　リヴルもそうだが、やはりこいつら動きが人間とは微妙に違う気がする。

「イツキ様。セットゥに敬意を求めることは無む駄だです。この無礼者はエレシュキガル様すら嘲ちよう笑しよういたします。この『七つの銀器』が忠誠を誓うは世界でただ一人、『主賓客イーター』のみです──イツキ様。この男、内心ではイツキ様をも愚ぐ弄ろうしております」

「その通りでございます。私はそこの『真白き本』のような、誰の命令をも聞くだけの奴ど隷れい人形ではなく、『主賓客イーター』のみに仕える真の従者。その証明のためにも、私の愚弄は私の主以外の全てに及ぶのでございます」

「肝心の『主賓客イーター』が不在のくせに。使う者なき食器など、どれほど高価な金属だろうと路ろ傍ぼうの石も同然です。エレシュキガル様が寛かん容だいな方だから良いようなものの、そうでなければすぐに銀片と変えられています。身の程を知りなさいセットゥ・アルジャントリ」

「ふはは、『筆記官ライター』がいなければ本としての機能も果たせぬ紙かみ屑くずが私に説教か。では問おうリヴル・ブランシェ。貴様、エレシュキガル様と『筆記官ライター』が同時に危機に陥おちいった時、一体どちらの助けとなるつもりだ？　両方、などという甘いことは言わないでくれよ」

「なっ」

「ほら、答えられない。即そく答とうできぬ貴様の忠誠は、つまりその程度ということだ。私ならば迷わぬ。逡しゆん巡じゆんするその一秒が無意味であり、不忠の証よ」

　燕えん尾び服ふくの男──セットゥといったか。彼が見下す視線でリヴルに問うたのは、ギリシャの学者を思わせるパラドクスだった。ふん、どちらを助けると答えても結局、主人を見捨てたことになり、従者失格だと糾きゆう弾だんするつもりか。セットゥは迷わずに自分の主、『主賓客イーター』を助けると断言することだろう。それが自分の奴隷としての在り方というつもりか。こいつにとって、エレシュキガルは主ではないのか。

　おいおいエレシュキガル、なんでこんな面めん倒どうくさいヤツ作ったんだよ。

「わ、私は…………私は、く、う、ううう…………」

　性格の悪い同どう僚りようにいじめられて、表情の乏とぼしいリヴルが泣きそうだった。いや、うん、普通に見ればわずかに眉まゆをひそめている程度なのだけど、それがこのメイドにとってはかなり顕けん著ちよな感情表現なのである。

　このままいじめを続行させてさめざめと泣くリヴルを見ても良かったのだけど（それもそれでとても興味があるんだが）、あまり性格の悪い主になるつもりもないので、そろそろ助け船を出すことにした。

「気にするなリヴル。その時はエレシュキガル優先だ。絶対にだ。いいな？」

「おやおや、『筆記官ライター』。貴殿はつまり、自らの従者に主人を見殺しにする汚名を授けるのですか？　いや恐れ入りましてございます。それが死想図書館の主ですか」

「アホかてめーは。俺がエレシュキガルを助けろと言ってんだ。この命令に従わないほうがよっぽど不義理じゃねえか。いいかリヴル、優先順位を間違えるなよ。俺よりエレシュキガルだ。わかるな」

　若干戸惑った声だったが、それでもイエスマイライターと答えたリヴルはさすが俺の奴ど隷れいである。ふん、こんな怪あやしげな片眼鏡モノクル男になにか言われた程度で揺ゆらぐ主従じゃねえっつーの。

　そもそも俺とエレシュキガルを等価に扱あつかっている時点で問題のある設問だ。エレシュキガルに変調があれば死想図書館の存続自体も危あやういわけで、ならばやはり優先すべきはあの生と死の女神だろう。図書館がないのに『筆記官ライター』だけが残っても仕方ない。

　そう、今のように。エレシュキガルの危機が、そのまま図書館の危機につながっている。

「ですが」

「くどい。いい加減にしろ。まだてめーの自己紹介も聞いてねえんだがよ」

「おやおや、これは大変失礼いたしました。私はセットゥ・アルジャントリ。『七つの銀器』──sept argenterieでございます。死食レストランの執事にして料理人。いかなる食事も自在に作り得る七種の銀食器でございます」

　銀食器、ねえ。リヴルが本ならこいつは食器ということか。やはりフランス語なのだろうか。リヴル・ブランシェよりはるかに呟つぶやきにくい、舌した触ざわりの悪い名前だと思った。

「イツキ様。このセットゥが作る食事に、エレシュキガル様の治ち療りように最適な薬やく膳ぜんがございます。死食とは死んだ食事。この世ならざる力をもつ食事となりますので」

「ふん、そうなのか？　それなら早くすれば」
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「いえ、今は『主賓客イーター』が久しく不在となるため、セットゥのみでは大したものも作れません──レシピがなければ」

　リヴルが補足するように付け足した。ふん、レシピね。見えてきたぞ。

「死んだ食事、どこにもない食事、その出典が要いるってことか」

「左様。死の施し設せつは全て相互に作用するものでございます。工房が作った品が、図書館の幻想を堅実化させ、図書館の本にある記述によって、料理や音楽が生まれるのです、『筆記官ライター』。主不在のくだらないほど忌いま々いましい現状でも、貴殿がきちんと死書を管理してさえいれば、『神酒ソーマ』も『不死果実アムブロシア』も自在でございます」

　一々癇かんに障さわる男である。だが、そんなことを糾きゆう弾だんしていられない。リヴルの話によれば、こいつが、唯ゆい一いつ、現状最悪なエレシュキガルを回復させることができるのだから。

「だったら、急げよ。今こうしている間もエレシュキガルが苦しんでんだろうが。悠ゆう々ゆうと構えている暇ひまがあるのかよ。さっさと神に効く薬を作ればいいだろうが。どの本がいるんだ？　ギリシャ神話も北ほく欧おう神話も日本神話も色々取り揃そろえてるぜ」

　リヴルが小さく頷うなずく。こと本、死書に関しては彼女の右に出る者はいないから。

「ふん、私としても手をこまねいて見ているつもりはありませぬ。さすがに風か邪ぜを根こん治じさせる薬までは用意できませぬが、症状を抑おさえるものは可能でございます。ですが『筆記官ライター』、『神酒ソーマ』や『不死果実アムブロシア』といった神の食事は、エレシュキガル様が日常的に摂せつ取しゆしておられるものでございます。これらの食事は確かに人間には薬効を示しますが、逆に常にこれらを食べている神格には効き目が薄い。これで効果があるならば、そもそも風邪などひきませぬ」

「神に神の食事を与えても意味がないってことか……？」

「『筆記官ライター』が病やまいとなった時に、わざわざ薬として、いつも食べている味み噌そ汁しるや白米を処方せぬでしょう？　同じ事でございます」

　慇いん懃ぎん無礼な執事は、例えも一々腹が立った。言葉遣いとかはリヴルそっくりなんだが、やっぱりどこか俺をバカにしている感じがあるんだよなぁ。ま、今更こいつの真意などはどうでもいいが。

「逆に、エレシュキガル様が普段口になさらぬようなものでしたら、薬効が十分認められます。薬とは体内に対する異物であり、飲み慣れている薬では耐たい性せいが形成されている可能性がありますからな。聞いたところ、エレシュキガル様は日本文化に疎うとく、特に緑茶などは飲んだことがないとのこと。ならばそれを利用しない手はありますまい」

「緑茶？　んなもん俺の家でも用意できるが」

　湯ゆ吞のみと急きゆう須すと茶葉があれば十分だろう。レシピもなにもない、と俺は考えたのだが、セットゥはわかりやすく侮ぶ蔑べつの視線を向けてきてくれた。

「なにを馬ば鹿かな事を。神が口に含むのですから、普通の人間が飲む茶ともまた異なるものです。欲しいのは『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』。かの禅ぜん師じ、栄えい西さいの著した書物。茶に関する諸もろ々もろが書かれた、日本の茶文化の皮切りとなった書物。またの名を茶ちや桑そう経きよう。これを元にすれば、エレシュキガル様に効果のある緑茶を淹いれることが可能となります」

　侮ぶ蔑べつ込みの言葉に顔をしかめながらも、それでも納なつ得とくができてしまった。この得体のしれないレストランで、得体のしれない本を元に、得体のしれない男が作る緑茶だ。その効能は俺が知っている緑茶とは違うものなのだろう。

　この場においては、結局、言葉がどれだけ同じでも、それが示すものまで同じとは限らないのだ。エレシュキガルの風か邪ぜが、たとえ言葉や症状が同じでも、俺の知っている風邪とは違うように。

「イツキ様。セットゥが言うなら確かです。信頼はできませんが、こと食事についての知識に手を抜く男ではありません」

「……ふうん。なあ、リヴル。解説頼めるか？」

「イエス、マイライター。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』は日本臨りん済さい宗しゆうの祖である栄えい西さいの手による書物です。具体的な成立年代は諸説あり一定していません。その内容は、上巻では主に茶の種類や製法、人体への効能など。下巻は桑くわの効用と用法が書かれており、セットゥが欲しているのは上巻です。また、死書として死想図書館に収められている『喫茶養生記』は原典です。原典のみに見受けられる記述として、茶を用いての薬効を得るための記述も見受けられます。宋そうに渡った栄西が練れん丹たん術じゆつなどからヒントを受けてそのようなことを記したと考えられます。しかし、暗号的な文書で書かれていたために、後世まで残らなかったようですね」

「……話聞いてると、その栄西って坊さんが魔術師かなにかだったように聞こえるんだが」

　栄西、という名前くらいは教科書で見たこともある。まあ授業中に本を読んでいるような不ふ真ま面じ目めな俺なんで、鎌倉時代の坊さんということくらいしか記憶にないが。

「おおよそ間違いではありません。禅ぜん思想は密教や陰おん陽みよう道どうと並び、日本でも魔術色の濃いものです。修行によって自らの力を覚かく醒せいさせるという点では、ゾロアスターと並べ論ろんじることも可能かもしれません。特徴的なのは、禅思想でいう『悟さとり』、つまり目標とされるべき到達点が虚無、無我の境地であり、そこにいたる道筋が非常に非論理的なことです。方法論は違えど、ゾロアスターやカバラに通じる『神になるための行い』であり、正しく魔術的です。特に臨済宗の宗祖ともなり、宋で多くを学んだ栄西が、大陸を通じ各地の魔術のエッセンスを取り込んだとしてもおかしくはありません。

　イツキ様、重要なのは『喫茶養生記』の原典に、そうした錬れん金きん術じゆつ、練丹術に通じる秘薬の製法が記載されていることです。エレシュキガル様を復調させるためにも『喫茶養生記』は間違いなく必須なのです。一部が暗号で書かれていた『喫茶養生記』は、その完かん璧ぺきな状態のまま、死想図書館に保存されております」

「じゃあ、早くそれをもって……って、おい」

　待て。そんなことでいいなら、とっくにリヴルがやっている。深刻な顔をして俺を連れてきた必要が、さっぱりないじゃないか。ああ、くそ、気付くのが遅いだろうが俺。リヴルが言いつけを破ってわざわざ俺を呼んだのには、それなりの理由があるはずで。

「ですが、イツキ様。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』は現在、逃亡しております」

　やっぱりか！　そうだよな。そうでもなきゃ俺が呼ばれた理由がわからない。長々と色々説明したのは、全部このための布石であって。

「くそ、つまりまた一から探し出して、『喫茶養生記』を封印しなきゃいけないってのか！」

「イエス、マイライター」

　つまり、この二人は俺にこう言っているのだ。死書を捕まえるために奔ほん走そうしろ、と。

　最悪だ。なにが最悪って、タイミング。

　こうなってしまえば、もはや修学旅行どころではない。今更行かないなどと言って、ユズキや未み耶やはどんな顔をするだろう。いや、ユズキは直接行くわけじゃないし、彼女への土産みやげは未耶にでも頼めばいいのだから問題はない。けれど、未耶は。あれだけ楽しみにして、放課後も残って修学旅行のことを考えていた未耶がどんな顔をするか。あの笑顔を俺に向けてくれた以上、俺なしの修学旅行など未耶が想定しているはずがないのに。

　後ろ髪はひかれるが、だからといってエレシュキガルを見捨てる気など、俺にはさらさらなかった。残念だけど、それでも止やむを得ない。ちくしょう、もうこうなったらその『喫茶養生記』にこのやり場のない怒りを全部ぶつけてやる。

　だが──まあその前に、再度の確認を。

「おい、セットゥ。お前さっきから偉えらそうに言っているけどよ、本当にレシピがないとなにも作れないのか？　『喫茶養生記』がなくったって、お前が作り方をわかっていれば問題はないだろう」

「そういう事ではないのですよ。『主賓客イーター』がいない今、私は能力が制限されているのです。リヴル・ブランシェと同じで、主がいなくてはできることも限られてしまう。茶の淹いれ方などいくらでも知っていますが、『許可されない』。何な故ぜか？　エレシュキガル様が私の暴走を防ぐために、忌いま々いましい規則を作ったのです。私一人で力を行使できない、というね」

「なんだ。つまり役立たずか」

　吐き捨てるように言うと、セットゥが憎悪を隠かくしもしないで俺を睨にらみつけてきた。さっきリヴルをいじめた仕返しである。いい気味だ──いや、大人げないな、我ながら。

「とにかく」

　今にも俺を縊くびり殺したい、といわんばかりのセットゥだったが、それを諫いさめたのは冷たいリヴルの声音。

「問題を解決する方法は二つ。『主賓客イーター』を見つけて契約をさせるか、『喫茶養生記』を再び封印するかの二通りです。ただ、『主賓客イーター』の居場所も正体も不明である以上、『喫茶養生記』を見つけ出すほうが得策と思われます。『喫茶養生記』の潜せん伏ぷく場所は、ある程度見当がついていますので」

「…………そうだな。『主賓客イーター』ってのはつまりレストランにおける『筆記官ライター』なんだろう？　だったらわざわざ巻きこむやつを増やす道理もねえ。他の方法を取れるならそっちのほうがいいよな」

「さすがです、イツキ様。ではセットゥ・アルジャントリ。我々は『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の捜そう索さくを最優先に行動します。貴方あなたは、いつでも料理を作れるように準備をしておいてください」

　セットゥは未いまだに俺に対して思うところがあるようだったが、特になにも言わずに奥の扉へと戻っていった。やはりそうだ。一度開かれた扉の奥には、キッチンが広がっている。鍋なべなんかも見えた。あの奥で、セットゥが自じ慢まんの腕を振るうのだろう。

「……お前、あんま同どう僚りようと仲良くないのな」

　それが、レストランを訪れた俺の最終的な感想だった。その言葉にリヴルはわずかに首を傾かしげる。無表情での疑問のジェスチャーは、人形の首をこきりと折ったようにも見えて。

「私もセットゥも、ただ自らの主に仕えるためだけの存在です。イツキ様、ご命令とあればあの無礼者、無数の銀の破片に変えてみせますが」

「やめろ。エレシュキガルに怒られるぞ」

　今日も今日とて、結局リヴルはリヴルなのだった。




　死想図書館に帰き還かんした俺たちを待っていたのは、エレシュキガルの喚わめき声だった。

　つーか、なんで子供って保護者の不在に敏びん感かんなんだろう。ウチのユズキも幼かった時はよく一緒に寝ていたが、俺がいなくなるとすぐ気付くんだよなあ。おかげで大変だった。子供というのは誰かの庇ひ護ご下かにないと不安なのだろうか。

　しかしその理屈で言うならば、万能無敵の神様に不安などあるはずないのだが。

「あ、やぁーっと帰ってきたわねー♪　ほらほら、もー泣きやんでよエレちゃん♪　おにーさんもリヴルちゃんも帰ってきたわよ？」

　そして驚くべきことに、天井向いて泣き叫ぶエレシュキガルをなだめていたのは、なんと褐かつ色しよく肌はだのベリーダンサー、『邪神秘法書ネクロノミコン』であった。口調はいつも通り軽いというかご機嫌な感じなのだが、顔には誰か助けてと書いてある。子供の扱あつかいは苦手らしい。

　まあ、並みいる魔導書でもトップクラス。狂気の頂点にして原点たる原典。邪じや神しん率いる邪悪の権ごん化げに、子供をあやせというのも無理な話だが。

「悪わりぃな『邪神秘法書ネクロノミコン』。本にでもなってりゃ良かったのに」

「んー、それはね、リヴルちゃんがいるなら任せられたんだけど。エレちゃん一人でいるのに見て見ぬフリってのは、ちょっと♪」

「そうか」

『邪神秘法書ネクロノミコン』。悪い奴やつじゃない。それは、さっきまで本になっていたのに、俺とリヴルがいなくなった途と端たん、人型になってエレシュキガルの面倒を見てくれたことからもわかることだ。

　だが、それでも。未み耶やのことを考えるとどうしても複雑な心情になってしまう。その螺ら旋せんのようにねじくれた感情を気取られまいとすると、知らず『邪神秘法書ネクロノミコン』に対してそっけなくなってしまうのだ。

　──本人は俺の苦悩など知ってか知らずか、くねくねと腰をふりながら『ねぇー、どこ行ってたのぉー♪』とまとわりついてくるのだが。

「イツキーっ！」「おっと」

　と思ったら、足に飛びついてくる紫むらさき色の影。さっきまで泣きじゃくっていたエレシュキガルだった。ぐすぐす言いながら俺のジーンズに涙と鼻水をこすりつけてくる。なんだか文句らしきものをもごもごと言っていたが、泣き声のせいで俺には意味のある言語には聞こえなかった。

　すっかり幼児退行してやがる。調子が良い時はこの世で一番偉えらいのは自分、みたいな顔をしてるくせに。

「あーもう！　お前はもう寝てろっ！」

「うっ、ぐす……っ……。ずっと手つないでてくれたら、寝る……」

　手つないでてお前が寝てくれるならいくらでもやってやるよ。そんな意味の事を言うと、エレシュキガルはやたら素直に頷うなずいた。ああ、この素直さが怖い。こいつ、病気が完治したら傲ごう慢まんぶりが二倍になってたりしないよな？

　エレシュキガルをベッドに寝かせ、俺はその手を握りながら床に座る。紅茶でも飲みたい気分だったが、この状態ではそれも望めない。まんま風か邪ぜをひいた子供を看病しているような格好だった。どうでもいいがエレシュキガルの手はぷにぷにで、肉球かなんかを思い起こしてしまう。

「イツキ様、先ほどのお話ですが」

　主だけを座らせるのは申し訳ないと思ったか、リヴルもすぐ傍そばで腰を下ろす。座る動作も足が揃そろっていたり裾すその位置を気にしたりと、一々様になっていた。

「ああ、わかってる。そういや死書の居場所の見当がついているって言ってたよな、早さつ速そく探しに行くのか、リヴル」

　びくり、とシーツにくるまった子供が震える。大丈夫、大丈夫、となだめながら手をぷにぷに。俺の手の感触が消えることを恐れたか。お前が寝るまではここにいるからよ。

　居場所がわかっているなら話が早い。『邪神秘法書ネクロノミコン』の時は、どこにいるのかわからず散々苦労したのである。結局、彼女が潜ひそんでいたのはパソコンの中という、完全な盲もう点てんだった。ちなみに、今そのベリーダンサーは暇ひまなのか図書館の隅すみで踊おどっている。アラビア風のそのダンスが、図書館の背景とミスマッチだった。

「焦じらすなよ、リヴル。そいつはどこにいるんだ？」

「イエス、マイライター。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』は、まず間違いなく京都にいます」

「あ──ああ？　京都ぉ？」

　昼間聞いたばかりのその都市の名に、まずなによりも呆あきれてしまった。

　そう物事が上う手まく運ぶものだろうか。あるいは、ここにはいない秩ちつ序じよの女神がなにかしたとか。いや、確かアイツは、そういう神の介入を嫌っていたはずだったか。

　その偶ぐう然ぜんは、本当に偶然なのか。

「『喫茶養生記』の著者である栄えい西さいは、京都の建けん仁にん寺じを開山しました。いわば、京都は『喫茶養生記』の故郷ともいうべき場所です。まず間違いなく、『喫茶養生記』は京都にいることと思います」

「おい、リヴル。俺、すっげー嫌いやな予感がするんだけど」

「おそらくはお考えの通りかと。イツキ様、明日の修学旅行には、ぜひ、イツキ様に参加してほしいと考えております」

　そう来たか。

　察しの悪い俺でもわかった。修学旅行にかこつけて、その実態は死書封印のための遠えん征せいをしろ、ということだろう。

「…………本当に京都にいるっていう、確証はあるのか？」

「あーるわよぉ♪」

　ひらり、と黒い布をまとわせて、褐かつ色しよくの死書が傍そばに寄ってきた。ダンスの巧こう拙せつなどわからないが、少なくとも俺の目は楽しめた。もちろん卑ひ猥わいな意味でなく。

「『喫茶養生記』、あの禅ぜん坊ぼう主ずがやることなんて決まってるのよ、お兄さん♪　アイツ、図書館の本棚に収まってた頃から、茶が飲みたい茶が飲みたい、懐なつかしい京都でこころゆくまで茶を楽しみたいってうるさかったもの。今頃、京都でのんびりお茶でも飲んでるんじゃないかしら♪　私が封印されたのに戻ってこないのは、アイツが強いからじゃなくて、それだけ京都という場所に執しゆう着ちやくしているからよ♪」

「なんか……緊張感のないやつだな、そいつ」

「実際小物だもの。茶の効能ばっかり書いてある生なま臭ぐさ。この私とは比べものにならないわ♪　私を封印した『筆記官ライター』が、あんなのに手こずるなんて許さないんだからね♪」

『邪神秘法書ネクロノミコン』が俺の頰ほおを突いてくる。ふん、この魔導書からしてみれば、大抵の死書は小物になるはずだけどな。

「ですが、イツキ様。あまり小物と侮あなどるべきではありません。確かに『喫茶養生記』は、単体での戦せん闘とう能力は皆無に等しいですが、こと場所を京都に限れば難敵となりえます。京都は日本でも脈々と受け継がれてきた寺じ社しや仏ぶつ閣かくの乱立する宝庫。言うなれば日本最大の宗教都市です。これは、その地の特性を知る者にとっては絶大な武器になります」

「…………宗教都市ねえ。観光都市の間違いだろ」

「はい、ですがそれこそ土地の特性ゆえです。様々なものが集まり作られて、それがまた数多あまたの人を引き寄せる、霊的に特異な地場ゆえに、人や物の好こう循じゆん環かんが起きていると考えて良いでしょう。そしてその地力を、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』は利用します。

　死書は全て人間を通じて現世になにかしらの影えい響きようを及ぼそうとします。それは死書だけでなく、私やセットゥも同様です。『こちら』のものは、『あちら』のものを利用しなければ『あちら』と関われない。しかし、京都にある数多の寺じ社しや仏ぶつ閣かく、霊山、はては墓場といった人の痕こん跡せきは、『喫茶養生記』にとっては重要な『あちら』への道筋となりえるのです。生いけ贄にえなど欲しない『喫茶養生記』は確かに直接的な戦闘力を持ちませんが、京都にある様々な『人の痕跡』を利用して、逃げ切ろうとするはずです。歴史の重み、積み重ねた人の足跡を、『喫茶養生記』は利用するのです」

　油断は禁物ってことか。

「実は、どの道イツキ様には、『喫茶養生記』の封印を提案するつもりでした。かの死書が京都にいることはわかっていましたので。あくまで今回の修学旅行が良い機会だから、という程度の考えだったのですが」

「──ふん。なるほど？　エレシュキガルの容体が悪くなったから、優先順位が変わっちまったのか」

「イエス、マイライター。エレシュキガル様の治ち療りように必要な以上、是が非でもイツキ様には『喫茶養生記』を封印していただきたく」

　俺が『筆記官ライター』である理由。それはリヴル・ブランシェの本体たる『真白き本』に文章を書きこんで、あらゆる幻想を具現化できるから。ただ書くだけじゃない。俺の高速筆記だけが、リヴルの戦闘のスピードに追いつける。神様のくれた、ありがた迷惑な能力だ。

　また、化け物と戦ったりすることになるのだろうか。その方が、俺としても安心できる。事情を話したら、死書が素直に封印に応じてくれたりしないかね。

「でもリヴル、お前、どうやって京都に来るつもりなんだ？　また空間をつなげたり、とかで外に出るのか？」

　今こうして死想図書館に来ている俺は、どうも本来の身体ではないらしい。身体のほうはきちんと寝ているはずで、ここにいる俺の身体は夢ゆめ幻まぼろしのようなものなのだという。あるいはリヴルのいう『こちら』と『あちら』という区分が最も適当か。

　──いや、別に良いんだけど、今ここに俺がいるのに、ベッドで寝ている自分を見るのって結構気持ち悪いんだよなあ。幽ゆう体たい離り脱だつではないとエレシュキガル辺りが言っていたが、結構近いもののような気がする。

「いえ、イツキ様。今回はエレシュキガル様がこの状態ですので、現実世界への扉をつなぐことは容易にはできません。それより、私が初めからイツキ様に同行していったほうが確実かと思われます。京都は敵の敷地内、あるいはなんらかの攻こう撃げきも考えられる以上、私が護ご衛えいにつくべきかと」

「？　外部へ接続できないなら、どの道お前も出られないんじゃ」

「イシュタル様がいらっしゃいます。エレシュキガル様がこの状態では、イシュタル様にも相当のご負担がかかっているはずですが、だからこそです。我々が現状を打破する術すべがあると言ったところ、よろしく頼むとおっしゃいました。私を外部に出していただければ、あとはイシュタル様の手をわずらわせなくとも、我々で解決ができます。私が死想図書館に待機し、必要時に呼び出されるよりも、前者のほうがイシュタル様のご負担が少ないと思われます。イツキ様と同行する手て筈はずを整えていただければいいだけですので。イシュタル様はおそらくイツキ様に手を貸すことを良しとしないと思われますので、イツキ様はお手数ですが旅行の行程を用いて京都まで行っていただければと」

　既すでに根回しが済んでいるということか。俺がここに来た時点で、あらかたの準備は完了していたようだ。まったく。手抜かりのない従者には感心するばかりである。ベクトルや性質は違えど、結局誰かの役に立つことを喜びにするという点で、俺は犬に似た幼おさな馴な染じみを連想せざるをえなかった。

　どちらも、動物で言うなら犬。

　向こうがコーギーなら、こいつはドーベルマンだろうか。

　どうやってリヴルが同行するのかちょっと気になったが、そこはそれ、神様だしいくらでもやりようがあるのだろう。例えば姿を消して透明人間になって俺につき従うとか。手のひらサイズになって必要な時に元のサイズに戻るとか。そんなファンタジーな想像をすればキリがない。ま、イシュタルに任せておけば上う手まくいくだろう。

　なにしろあの神様、冗じよう談だんが通じない真ま面じ目めタイプだったものな。

「わかった。それじゃあ明日は、修学旅行に行けばいいんだな」

「イエス、マイライター。死想図書館から直接接続できない以上、イツキ様の今回の移動手段はかなり制限されています。ご学友と共に、通常の交通手段を使われたほうが確実かと思われます。バス等が用意されているならそれに越したことはありません」

　まさか自費で行くわけにもいかないしな。ただ、それはそれで気がかりなことが。

「なあ、リヴル。エレシュキガルの病気のことはわかったし、死書の封印の件も了解だ。だけど、修学旅行で行くってことは、アイツら……俺のクラスメイトと、行動するってことだろ」

　まず真っ先に浮かぶのは、未み耶や。それだけでなく、親しい友人何人か。天てん秤びんにかけるわけではないが、今俺が手をつないでいる幼い女神と、彼らの顔が俺の中で交こう錯さくする。

「なるべく急ぐ。けど、クラスメイトを巻きこむ訳にもいかないからよ、一日目から一気に動くってのは、ちょっと無理かもしれない。構わないか？」

　例えば俺が急にいなくなったら、頭の中が責任感で埋め尽くされている未耶はすぐに探しに来るだろう。ただでさえ、未耶は一度、死書との戦いに巻きこまれているのだから。彼女には、俺が妙みような動きをしてるなどと気取られてはならないのだ。

「どうだ、ダメそうか？」

「いえ、イツキ様。ご命令ならば従います。イツキ様の慎しん重ちよう策さくも、ご学友の安全のためだという点で、理解はできるのですが……」

　言い淀よどむリヴルなど、超絶レアものとして写真に納めておきたいくらいだったが、生あい憎にくここにカメラはない。リヴルが何な故ぜ困惑しているのか、俺には皆目見当もつかなかった。この機械人形な女が、どうして迷う。

「…………本来であるならば、イツキ様には死書の封印を最優先に行動していただくべきなのです。エレシュキガル様の危機である以上、学業を捨ててでも、イツキ様には『筆記官ライター』の任務を遂すい行こうしていただかなくてはなりません。ならば、少なくとも従者である私は、イツキ様の決定がどうであれ、なにより死書を優先するべきとお伝えしなくてはなりません。その上で、イツキ様の命令に従うのが奴ど隷れいの役目。

　ですが、その、イツキ様の事情も理解できると言いますか。イツキ様があれだけ楽しみになさっていた修学旅行を台無しにしてしまうのが心苦しいと言いますか、上う手まく表現できないのですが、その」

　なんだ。結局、こいつは自分の融ゆう通ずうがきかなくてうろたえているだけか。

　それともエレシュキガルがピンチだから、らしくもなく焦あせっていたりするのだろうか。エレシュキガルはリヴルにとってすれば親も同然の存在なわけで、それがこんな風にダウンしていれば狼ろう狽ばいの一つもするだろう。

　──っていうか、俺そんなに修学旅行楽しみだったのかなあ。いや、そりゃもちろん行きたくないなんて有り得ないんだが、まさかリヴルに気取られるとは。俺のポーカーフェイスも甘いものである。

「いいんだよ。大丈夫だ、死書は必ず封印するし、その上で修学旅行も楽しんでやる。お前も一緒に来るなら、まあそりゃ、表立った観光はできないかもしれないがよ、お前なりに楽しんで帰ればいいさ。きちんと死書を封印して、全部終わらせた後なら、エレシュキガルもイシュタルも文句はないだろ。お前、京都なんて初めてなんだろ？」

「……はい」

「エレシュキガルには土産みやげの一つでも買ってきてやるさ。ああ、お前らもな。ま、待ってろ。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』も連れ戻して、ついでに土産でも買ってきてやるよ」

　最後のほうのセリフは、『邪神秘法書ネクロノミコン』をはじめとする死書たちに向けた言葉だった。わずかにかさかさ紙の音をたてて、本ほん棚だなに収まっている死書たちが返答をする。

「リヴル、朝まであと何時間だ？」

「五時間と三十七分で日の出です」

「よし、それまで予習でもしとくか。本持ってきてくれ。それと解説も頼むぞ」

　イエスマイライター。自信を取り戻したのか、その返事は堅実なものに戻っていた。今日は徹てつ夜やだろうが仕方がない。どちらにせよ、こうしてエレシュキガルの手を握っている状態では眠ることなどできないのだ。一緒に寝ろって？　絶対リヴルも混じって三人で寝ることになるから嫌いやだ。

　あのビスクドールみたいな美び貌ぼうと一緒のベッドで、リラックスなどできるわけもないのである。




　翌日。寝不足の頭だったが、それは仕方ないと自分に言い聞かせる。早朝から未み耶やが俺の部屋に侵入してきて、「しゅうがーく！」と訳のわからない朝の挨あい拶さつをしてきた。どうやら楽しみ過ぎておはようの四文字も忘れてしまったらしい。まあその時は俺も既すでに着替えも準備も終えていたのだが。

　ちなみに、何な故ぜこのバカの不法侵入がこうも容易たやすく成立したかというと、我が家の庭の植木鉢には緊急時用の合あい鍵かぎが隠かくされているからである。同時に矢や口ぐち家の合鍵は郵便受けの奥。その気になればお互いの家に入ることは可能。しかし未耶にこのように悪用される以上、そろそろ合鍵を外に出しとくのは危険なのかもしれない。

　もう、俺たちはガキじゃないんだから。

　幼い頃のままのルールに縛しばられていては、いつまでも身動きがとれない。

　まあそんな感じの朝で、いつもとは違う旅行用のドラムバッグを手に、俺たちは一緒に登校したのである。学校には京都行きの高速バスが到着しているはず。一日目の半分は移動に費やされてしまう。未耶は車酔いが不安なのか、若干緊張した面おも持もちだった。

「よー、夫婦一緒にご到着か。ははっ、相変わらずお似合いだねぇお前ら」

「夫婦じゃねー！」

　学校に到着。グラウンドに集まっていたクラスの面々のうち、一人の男子が手をあげて出迎える。

　一緒に行動する班の男子、槇まき敬けい一いち郎ろうだった。まあ俺もこの手のからかいには慣れているというか、登校も下校も一緒にしといて勘かん違ちがいされないほうがおかしいのである。未耶は言われるたびに懲こりずに否定しているが、俺はこの手の茶化しには無視を決めこんでいた。

　否定したらなおさら本当っぽくなるし。大体、他者になにか言われたところで、俺と未耶の関係が変わるわけでもないだろうに。

「夫婦はお前らだっつーの」

「ま、否定はしないさ。おい、いつまで隠かくれてるんだ泉いずみ」

　敬一郎の陰に隠れているのは、これまた同じ班の小こ牧まき泉である。先ほど夫婦と形容したが、この大人しめメガネっ子女子である小牧は、敬一郎の彼女であったりする。マキとコマキ。あつらえたような苗みよう字じのカップルだった。

「あ、ああの……えっと、おは」

「ああ、おはよう」

　ちなみに、小こ牧まき泉いずみは俺を怖がっている女子の一人であったりする。顔が怖いからなあ。俺がヤクザの抗争に参入してたとか、そんな頭のおかしい噂うわさがどこから流れてくるのだろうか。小牧泉の怯おびえ方を鑑かんがみるに、そろそろ真剣に噂を否定し始めるべきかもしれない。

　俺に対してはそんな風に怯えていても、彼氏たる槇まき敬けい一いち郎ろうと同じ班になったというのは、なんというか、青春である。

　一方の敬一郎はこう見えてクラスの副委員長。本来、委員長である未み耶やとペアで仕事するべきなのだが、ほとんどサボっているためにそのしわ寄せを俺が食らっているという構図になる。ウチの班はつまり、委員長、副委員長、書記の三役に敬一郎の彼女がくっついてきた、という構図なわけだ。

「おー、野郎どもー！　今日は待ちに待った修学旅行だぜー！　忘れものとかないなー？」未耶が早さつ速そくクラスの連中にアホな呼びかけを始めていた。

「いいんちょー、ハリキリすぎー」

「うっせー！　はーい、休みの連絡受けてる人とかいない？　休んだ人挙手ー。よーし全員参加だなー？」

「いいんちょー、ムリヤリー」

　男女問わず人気のある女である。誰にもわけ隔へだてなく気にかけるから、邪険にしづらいし、アホな男子（それと一部女子）は自分に気があるんだと勘違いして舞い上がってしまう。快活な笑顔の持ち主だけに、なおさらな。

「なあ、おい、今日の委員長可か愛わいくね？」「お前はほんっとーに馬ば鹿かだな。委員長はいつも可愛い」「俺こないだ忘れ物して『もーっ、ダメだぞ、めっ』てしてもらっちゃった」「あれだよな、結婚したらネクタイ上手に締めてくれるタイプだよな」「お前はそのまま絞こう殺さつされろ」「身の周りの世話全部してもらいてえ」「俺も俺も」

　クラスの男子はバカばっかだ。幼おさな馴な染じみあてのこんな言葉の応おう酬しゆうも、本来なら聞きたくないんだけどな。未耶はそんな風に盛り上がってる男子の一団をびしっと指さして「そこぉ！　私語げんきぃーん！」とか言っていた。発音的に現金としか聞こえねえ。

　ちなみに俺はクラスの集合体から微び妙みように外れた位置にポジショニングしていた。修学旅行は楽しみだが、団体行動はどちらかといえば苦手な部類なのである。

　まあクラスの統率は未耶に任せておけばいい。

　やがて、人も続々と集まり、出発の時間になった。引率の先生は、担任のおじいちゃん先生に代わり、司書教きよう諭ゆの恋こい池いけ先生である。なんでも緊急の仕事がないらしく、体力的に不安なおじいちゃん先生と交代したそうだ。相も変わらず、必要もないフェロモンをばらまいている点がどこかの邪じや神しん死書によく似ていた。日に日に高まる気温が、あの人妻の薄着を促そく進しんしている。自重しろ。

　そうして、順番にバスへと乗り込んでいく。未み耶やはクラスへの伝達をするためか、最前列の座席に座ったので、俺はその隣。未耶の傍そばが良かったというよりも、後ろの席に槇まき敬けい一いち郎ろうと小こ牧まき泉いずみを並ばせてやるための配慮だった。うむ、我ながら気がきく。

　席に着いてから、リヴルのことを思い出した。そういえば、結局アイツはついてきているのだろうか。死書の封印のためにはリヴルの力が必要だから、なんらかの手段で俺の護衛をしていることは間違いないはずだ。それとも、京都で直接落ち合うつもりか？　その辺のとこ詳くわしく聞いとけば良かったな。

　いずれの手段をとるにせよ、そのうち、アイツなりにコンタクトをとってくることだろう。うだうだ気にしても仕方がない。隣の未耶がやたらはしゃいでいたせいで、俺も深く考えるのをやめることにした。

「さあーてしゅっぱーつ！　だー♪　あ、なんでもガイドさんもここから乗るらしいよ？」

「ここから？　向こうについてからじゃないのか？」

「なんかそもそもこのバスが京都から来てるものなんだって。私もよく知らないけれど、毎年そうなってるみたい。ほら、行きと帰りでバス会社さんが違ったりっていう事情もあるからさー、よくわかんないけど、馴な染じみの観光会社さんとかあるんじゃないの？　その辺、あんま詳しくないけれど……」

「ふうん」

　よくわからん。珍めずらしい形式であるのは疑いないのだが。

「ま、俺には関係ねえな。さて、と…………」

「あの。ねーイツキー。割と今更かもだけど──なにやってんの？」

「決まってんだろ。読書ぐごあっ!?」

「はあー!?　なにこれなにこれ!?　アンタの手荷物本ばっかじゃん！　てめー！　近所の喫きつ茶さ店てん行くんじゃねーんだぞー！」

「わかってんだよんな事は！　今お前本気で殴りやがったな！」

「うっさい！　文庫本三冊も修学旅行に持ってきてどーすんのさー！」

「バカかてめえは！　長い修学旅行の行程が三冊で済むか！　ドラムバッグのほうには文庫があと五冊と新書三冊とハードカバーが二さうげあっ!?」

「うわーん！　イツキがイツキがクラスメイトと話す気ゼロだよぉー！　こういう時こそバスの中でみんなとゲームとかするんだろーが！　それでなくてもせめて景色見るとかさあ！」

　京都までの半日の時間つぶし、読書以外になにをするというんだ。いやそれを言うなら旅行中に暇ひまな時間は山ほどあるはずで、持ってきた分では少々不安である。つーか二回も顔面を殴られたぞ。まじ痛いてぇ。

　そんなこんなしているうちに、バスは出発する。

　そう、ここで未み耶やとのくだらない寸すん劇げきさえなければ、気付けたはずなのだ。バスの前に、そう、丁度ガイドが立つ位置に現れたヤツに。出発する前に気付いていれば、あるいは彼女の乗車を止められたかも。

　いや、多分、なにをしても無む駄だだったろう。なにせイシュタルがからんでいるのだから。

「初めまして、みなさん」

　バスガイドが、ありふれた挨あい拶さつをする。未耶とぎゃーぎゃー騒いでいた俺は、その声でようやく事態の深刻さを知ったのだった。そう、馴な染じみのある、陶器のごとき声は。

　運転席のすぐ横に立ち、挨拶をしていたのは。




「────バスガイドのリヴル・ブランシェと申します。みなさんの旅と学習のお手伝いをさせていただきます。どうかよろしくお願いいたします」




　無表情のそのバスガイド。いや。バスガイドのコスプレをしたメイドは、マイク片手に堂々と言い放ちやがった。その美び貌ぼうを見て、うおーと男子どもから歓声があがる。ああ、最悪だ。

　なにをやってやがるんだ！　あのコスプレイヤーは！
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　阿呆あほうな従者の突とつ如じよの乱入があっても、バスの中の平へい穏おんが乱されることはなかった。

「小こ牧まきちゃん、お菓子食べるー？」

「あ、う、うん、もらう……」

　隣では仲の良い女子の風景。未み耶やが後ろの小牧に声をかけていた。

「黒くろ間まはなんでずっと本読んでんだ？　委員長の隣なんてクラスの男子が泣いて喜ぶポジションじゃん」

「ほっとけ」

　一方、窓際の俺は背後の敬けい一いち郎ろうにからまれている。座席の上から覗のぞいてくるな。ぶっちゃけこの不ふ真ま面じ目めな副委員長の相手をしているどころではなかった。もう良いからお前は隣の彼女とイチャついていやがれ。小牧泉いずみは彼に構ってもらえず、それを未耶が見るにみかねて相手をしているという、不毛な関係が成立しているのだ。

　大体、確かに俺は本を開いてはいるが、内容なんてほとんど頭に入っていなかった。それもそのはず、俺は周りに気取られないようにして、バスガイドの様子を窺うかがっていたからだ。バスガイドの扮ふん装そうをしたリヴル・ブランシェは、持ち前の無口を維い持じしたままガイド専用の席についている。たまに恋こい池いけ先生と二、三言葉を交わしていたようだが、そのほとんどが連絡事項らしかった。あいつ、バスガイドの仕事なんてできるのか？　いや、そもそもなんでバスガイドが青い瞳の外人であることを誰も疑問に思わないんだ？

「なあなあ。おい、黒間。あのガイドさん美人じゃね？」

「美人だよな！」「いや、やべーよ超やべー」「おい、誰かナンパしに行けよ」「いや、待て、まずは慎しん重ちようにだな」敬一郎の呟つぶやきにクラス中が応じる。お前ら個々で会話してろよ。なんでこんな時だけ団結力溢あふれるんだ。

「まあ、待てお前ら。ここは最前列である黒間が行くべきだと思わないか」

　敬一郎が余計なことを言いだした。

「賛成だ」「よし、黒間、出番だ」「そうだ、黒間が行けよ。そして委員長の隣を空けてくれ」「じゃあ委員長の隣は俺が」「バカ俺だ！」「いやむしろ委員長がナンパに行けば一石二鳥」

　敬一郎も含め脳みそわいてるヤツしかいねえのか、ウチのクラスは。俺が答える前になんで後ろのほうからどんどん返答があるんだよ。

「こりゃー！　男子どもうるっさーい！　ガイドさんに迷惑でしょーが！　お仕事始まる前に疲つかれさせんなー！」

　未耶が至極まっとうな意見を叫ぶが、彼女自身どこか楽しそうであった。そりゃそうだ。クラスのハイテンションを率いているのは間違いなく彼女であり、誰よりも修学旅行を楽しみにしている女なのだから。

「ねーねー、あのさぁまっくろくろすけ？」

　と思ったら、怪あやしい毛玉状生物の名を用いて語りかけてきた。くろ、ぐらいしか俺の名前と共通部がないぞ。

「あのガイドさんなんだけど……どっかで見たことないかなぁ？」

「あんな目立つ顔立ちの美人がそうそう街歩いているとも思えないんだが」

「そりゃーあ、ね？　そうなんだけどさぁ。んー、なんていうか、どっかデジャヴなんだよねえ。あの青い瞳とか、丁てい寧ねいな物腰とかさあ、むうぅ……わっからーん！　どかーん！」

　爆ばく発はつするな。

　未み耶やの違和感はおそらく、以前の『邪神秘法書ネクロノミコン』の事件に関連する。あの時、実は一度未耶とリヴルは会ってるからなあ。もちろん未耶はそのことを覚えていないはずなんだが──ちくしょう、あのキンキラ女神。きちんと仕事しろ。記憶完全に消えてねえじゃんか。

「む。ていうか今、美人って言ったね？　たねたね。イツキもなーに、ああいう外人さん風美人が好きなわけさ？　うーむ、なんという……いっそユズキちゃんに言いつけちゃうぞー？　おにーちゃんは洋モノビデオばっか集めているマニアなんだよーって」

「ウチのユズキに汚らわしい情報を与えるな！　ていうか人の趣味をねつ造してんじゃねーぞこの大おお噓うそ製造機！」

「うん、知ってるー。ていうかイツキの趣味は洋モノでなくて女子高生だもんね？　あれ、でもショートの子が多かったような……」

「なんで知っていやがる!?」

「ふっふっふ。おにーちゃんがいない時にユズキちゃんに頼んで部屋に入れてもらったのさー！」

「てめえそれ犯罪だろうが！」

「違うもーん。借りてた本とかゲーム返しに行っただけだもーん。そしたらベッドの下にあれやこれや……」

「ああ、いや、そういえば、それで思い出したぞ。そんな事よりお前、本ほん棚だなの裏に隠かくしてあるＢＬ本はどう言い訳するつもりだ？」

「ふぎゅっ!?」

「まさかあんなガチな趣味があったとは……いや、いくら幼おさな馴な染じみとはいえな、さすがにちょっとヒくというかな」

「な、な、な、なあっ、なんでイツキがそれ知ってんのさー！　ていうか、いや違う！　違うから！　あれはユイとアズサがムリヤリ押し付けてきてー！　そう！　あたしの趣味じゃないの！　ていうか入ったの!?　知らない間に部屋侵入してあたしの下着とか……のぎゃー！」

「違う。ユズキがお前の部屋に遊びに行った時に見つけたんだ」

『兄あに様さま、姉あね様さまの部屋で男性同士が抱き合っている本を見つけてしまったのですが』とある日言われた時はマジでフリーズしてしまったぞ。とりあえずなにも見なかったことにしておけとアドバイスしておいたが。

　ユズキが未み耶やの部屋を物色したりするとは思えないから、本棚の裏なんていう未耶の隠かくし方が悪かったのだろう。いずれにしても我が妹にとって悪あく影えい響きようなのは間違いないから、遠慮なく糾きゆう弾だんしてやった。

「ううぅ……すぐ、処分します……でも家族に見つからないよーにしないと……」

「親が見つけたら卒倒ものだな」

「ユズキちゃんの部屋にあったら？」

「はっはっは」

　笑ってごまかした。いや、考えたくないし。

「ていうかさ、黒くろ間ま」

　後ろの敬けい一いち郎ろうが、呆あきれた調子で呟つぶやく。

「お前、クラスの男子から睨にらまれてんぞ。気付いてる？」

　気付いているに決まってんだろーが。羨せん望ぼうと嫉しつ妬とをないまぜにした男子からの視線は、間違いなく未耶とぎゃーぎゃー騒いでる俺に向けられている。いや、でも、お前ら冷静になれ？　本当に羨うらやましいか？　お互いの弱点遠慮なくぐさぐさ串くし刺ざしにするこの関係は、案外諸もろ刃はの剣つるぎなんだぜ。




　半日が経過。高速道路を快調に走るバスは列島を駆かけ抜け、歴史と言う名の重厚な鎖くさりに縛しばられた霊所、京きよう都とへと到着した。渋じゆう滞たいもなく快適な道路状態のため、ほぼ予定通りの到着である。未耶はスケジュールでも頭を悩ませていたりしたから、ほっと一安心というところか。

　結局、バス内ではリヴルと目立った接触はできなかった。もちろん聞きたいことはそれこそ星の数ほど山積みなのだが、バスでいきなりリヴルに話しかけたらマジにナンパを始めたと思われてしまう。リヴルもリヴルで真ま面じ目めにバスガイドをしているし、今は修学旅行の予定を消化しよう。

　実は今回の修学旅行、バス会社が行きと帰りで違うという事情もあり、ガイドはバスにくっつくのではなく、修学旅行そのものに随ずい伴はんすることになっている。つまり明日からの班行動も、どこかの班にガイドがくっついて豪勢な案内をしてくれるという手て筈はずだ。学校での出発からバスガイドが同行しているのも、親しん睦ぼくを深めるためということがあるのかもしれない。

　しかもホテルも同じだ。部屋まではどうなるかわからないが、いずれにせよクラスの行程に同行するリヴルと接触する機会はまだまだある──というか、それを踏まえた上で、リヴルはバスガイドに変装したのだと考えるほうが自然だ。その後ろに、あの白銀の女神がいるかまではわからないけどな。

　京都市内に入ったバスは、これから宇う治じの平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どうと、清きよ水みず寺でらをまわってからホテルへと向かう予定になっている。学年全体の行動で、一日目には自由行動なんてほとんどない。

　京都に死書があると、リヴルは言った。だから俺は来たし、リヴルもバスガイドに扮ふん装そうして修学旅行に同行している。エレシュキガルの治ち療りようのために必要な『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』がどこにいるか、それを調べなくてはいけない。

　今日の夜、だな。未み耶やたちに怪あやしまれないよう、どうにかリヴルをつかまえよう。

「これから訪れる宇治平等院鳳凰堂は、元は藤ふじ原わらの頼より通みちが父道みち長ながから受け継いだ別荘でした。頼通はこれを仏寺に改め、また翌年には鳳凰堂が建こん立りゆうされています。ちなみに鳳凰堂と呼ばれる理由は、その形が両翼を広げた鳳凰に似ているから、あるいは屋根の上に鳳凰の飾りがあるからといわれていますが、この呼び方は江戸時代から始まったもののようです。それ以前は阿あ弥み陀だ堂どう、あるいは単に御み堂どうと呼ばれていました」

「清水寺は『群ぐん書しよ類るい従じゆう』内の『清きよ水みず寺でら縁えん起ぎ』、また『今昔物語集』『扶ふ桑そう略りやく記き』などにもその縁起が記されており、それによれば、奈良時代に延えん鎮ちん上しよう人にんが夢でお告げをうけ、音おと羽わの滝を訪ねたところ、行ぎよう叡え居こ士じという人物に出会い、霊れい木ぼくを授けられた話が記されています。延鎮上人はその霊木に千せん手じゆ観かん音のんを刻み、行叡居士の旧きゆう庵あんにささげたのが始まりとされています」

　リヴルはきちんとバスガイドの仕事をこなしていた。書物に詳しいのは司書だから当然としても、あの非常識な異世界の住人がこうまで上う手まいことやれるものだろうか？　こうなると、バックにいるイシュタルの存在を嫌いやでも感じてしまう。秩ちつ序じよ秩序とうるさかったあのツンデレならば（何度もいうがデレ期がいつかは知らん）、短い時間でリヴルにバスガイドの教育を施ほどこしたっておかしくない。

　なんて思っていたら、移動中にリヴルがなにか読んでいるのを見てしまった。どうやらバスガイドとしてのマニュアルらしかった。くそ、顔は無表情のくせに、なんだかやたら健けな気げに見えてしまうじゃねえか。やめようぜ、そういう表に出していない努力はさ。

「さー、清水寺だー！　お土産みやげ一杯買うぞー！」

「参拝が先だろうが。あ、でもユズキになに買うか考えとかねえと」

　バスから降りて、未耶が大きく伸びをする。他のクラスの連中の姿も見受けられた。一応確認してみたが、他のバスのガイドさんはごくごく普通の日本人だった。うーむ、同じ制服を着ているということは、立場上リヴルと同じ会社の所属ということで間違いないと思うのだが、明らかに異質な外人ガイドに気を払う様子もない。

　リヴルに気付いていないのではなく、彼女がそこにいて当たり前という様子だった。

　他の生徒たちも続々と未耶に続く。本当、自覚しているのかいないのか知らないが、妙なカリスマのある女である。別に団体行動の義務があるわけでもないので、先に行かせておく。そして、その内に。

「リヴル」

　俺はバスを降りたリヴルに話しかける。彼女はさっきまでガイドの仕事をしていたからか、バスの車体に身体からだを預けて一息ついていた。他の生徒はもう先に行ったし、怪あやしまれることもないだろう。

「はい、なんでしょうイツキ様」

　バスガイドの顔ではなく、俺の従者としての司書の顔。これであんた誰とか言われたら最高に恥はずかしい思いをするのだが、やっぱりこの女はリヴル・ブランシェで相違ないらしい。あー良かった。顔が似ている別人だったらどうしようかと。

「バスガイドに紛まぎれたのか。随ずい分ぶん無茶をするなお前は」

「イツキ様のお傍そばに目立たぬままお仕えするには、この仕事に紛れるのが最適と考えました。今の私はきちんとガイド社に所属する派遣バスガイドでございます。社員証もありますし、そのように他のガイドたちも認識するよう、イシュタル様が『調整』して下さっているそうです。あとは、私が多少の違和感ある行動をしても、誰もそれを指し摘てきできないようにする、私自身に対する『調整』も」

　リヴルがバスガイドをやっていても誰もつっこまないのはそのせいか。京都の案内を外人がするわけがねえのにな。調整という言葉から、俺は時計の時間合わせを想像してしまったが、イメージは正しいだろうか。

「イシュタルのおかげか。わかった。今は目立たないよう、仕事をやっててくれるか？　夜にまた話すから」

「イエス、マイライター」

　きちんとしたその返事に俺はようやく安心できた。まったく、味方に驚かされるってのはいやーなもんだよな。確固たる信頼がそこにはなくてはいけないのに、それを裏切られたような気分になってしまうのだから。

　けど、リヴルの返事は間違いのない隷れい属ぞくの証。

　命令すれば、彼女は確実にそれに従って、死書を封印する。

　とりあえずそれを再確認できただけで、今は十分だった。どうせ今日は団体行動が主で、自由になる時間は少ない。動くとすれば明日から。そして、本格的に死書を封じるのは三日目になるだろう。エレシュキガルには悪いけどな。

「なんだ、本当にナンパしてたのか？」

「ほっとけ。土産みやげ買うのはどこがいいのか聞いてただけだよ」

　先行した連中と合流する。敬けい一いち郎ろうの目ざとい発見には大おお噓うそを返しておいた。お前はそんなことより、後ろで所在なげにしている小こ牧まきを構ってやれっつの。未み耶やと同じ班になりたい男子は何人かいたが、そいつらが無理に班に入ってこなかった理由はそこにある。気弱で、あんまり彼氏に大事にされていないらしい小牧泉いずみに気を遣ったのだ。

　こいつらもこいつらで、なんとかしてやりてえんだがなあ。

「うぉーい、遅い遅いー！　なにしてんのさー！」

　未み耶やが先導して手を振っていた。見学の時間はたっぷり用意されているんだから急ぐこともないはずなのだが、まあそこは未耶だしと思い直す。

「ほらほらー、まずは清きよ水みずの舞台から飛び降りろ！」

　さくっと自殺要求されたのだろうか。うーむ。

　しかしこんなご機嫌な未耶を見るのも悪くない。ふとしたことで一ひと月つき前の、惨ざん殺さつされた未耶のシーンがフラッシュバックする俺にとって、あの濃厚な血と内臓と死の匂においを希釈できる未耶の笑顔はなによりありがたい。

　あの死は、なかったことにはできないし、したくもない。俺に楔くさびのように打ちこまれたバッドエンドは、どうしたって明確にそこに在る。忘れるな、未耶は一度死んだのだ。こうしていられるのは、あの女神の慈じ悲ひによるもの。たとえ誰も覚えていなくても、一度死んだ未耶が、涙を流して助けてと言った未耶が消えてなくなるはずもない。

　だが、まだレッドカードじゃない。

　勝負は続いている。もうイエローですら食らうわけにはいかない状態で、それでも戦うのだと心に決めた。もし未耶が、毎日をあんな笑顔で過ごしてくれるというのならば、それこそ俺の戦う理由。執筆を続ける最大の理由だ。

　リヴルにも、一度くらいこの決意、話しておくべきだろうか。

　俺がここにいるのは死んだ過去の未耶への贖しよく罪ざいではなく、今笑っている未耶のためなのだと。




「うおー、結構あるねー階段。あ、あっちがお土産みやげ屋さんかな？　あとで行こうぜ！」

　見上げる先には長い階段。ここを上ればあの有名な清水の舞台か。逆に目線を門のほうへと向けると、土産屋でかなりにぎわっていた。あれが清水道ってやつだろうか？　あそこでユズキになんか買っていこう。見ているだけで、甘い匂いが漂ただよってくる気がした。

　境けい内だいは広い。俺にはよくわからないが、本堂以外にもたくさんの建築物があって、やっぱりそれぞれに由ゆい緒しよ正しいのだろう。一応団体行動という名目になってはいるが、境内の周辺なら自由に見ていいので、クラスメイト達は思い思いの場所へと散っている。できるなら死書を探しに街へ出たいところだが、バスへの再集合までは一時間ちょっとしかないので、できることなどないに等しい。ここは大人しくしておくべきだろう。

　リヴルは階段を上りながらクラスの連中に寺の説明をしていた。敬けい一いち郎ろうや小こ牧まきはおろか、恋こい池いけ先生までが感心した様子で聞き入っている。なるほど、やはり知識は豊富なようだ。他のガイドさんも説明はしているが、人気のあるのはリヴルのところか。

　本について知る、その中身について知るということは、結局のところその知識を得るということと変わらない。畢ひつ竟きよう、死し想そう図書館の司書リヴルは、あらゆる知識をその頭に封入しているということになる。社会の常識とかはともかく、単純な知識量ならば有り余る彼女なら、ガイドなど余裕でこなせるか。

　結構人が多いことに気付く。さすが有名な観光地で、外人の団体客なんかも目立った。ウチのクラスの連中も記念写真を撮ったりと修学旅行を満まん喫きつしている。一番働いているのはカメラが趣味の敬けい一いち郎ろうで、クラスメイトに頼まれてはなんともいい笑顔で写真を撮っていた。横の彼女はほったらかしのようだったが。

「ん、あいつ…………？」

　そんな風に思っていたら、未み耶やが目についた。何な故ぜかって、なんか挙動不審だからである。誰とも行動せず、一人できょろきょろと辺りを見回している。目当ての観光物があるというよりは、まるで誰にも見られていないことを確認するような。

　どういうつもりだ？

　心配になって、俺はクラスの連中と離れて、アイツの後についていくことにした。清きよ水みず寺でらの本堂に向かっていないのはもう明白だ。未耶なりの考えがあるのだろうか。だとしても全く読めない。

　頭をよぎるのは、死書のこと。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』が京都にいるという事実。

　先月の『邪神秘法書ネクロノミコン』も、未耶を利用した。俺が最も警けい戒かいし（そして同時に震えるほどに恐れているのは）、あの悪夢の再現に他ならない。もう死書がなにか行動を起こしてきたのか？　十二分以上に有り得る想定だったが、断言するには材料が足りなすぎる。

　リヴルを呼ぶべきか？　いや、だが今から引き返しても未耶を見失ってしまうだろう。今はリヴルを信頼するしかない。俺がいないことに気付けばすぐさま飛んできてくれるはずと、若干過度な期待をするにとどめた。かの司書が、主の不在を知ってなお、のうのうとガイドを続けることなど有り得ない──はずだ。

　未耶は清水寺の本堂までも通り過ぎていく。有名な清水の舞台も素通りだった。観光する気はゼロのようなんだが、マジで一体どこに行くつもりだ？　未耶はもう寺の敷地内からも出て行ってしまう。

　そんな風に思っていたら、敷地を出たところに鳥居があった。寺のすぐ隣に神社があるあたりさすが京都と言うべきだろうか。未耶が向かっていくのはその鳥居で、よくよく見ればウチの学校の制服を着た女子が何人もいた。なんだ？　死書が関わっていると思ったのは間違いなのか？

　鳥居には『地主神社』『えんむすびの神』『良縁祈願』と書かれた板が張りつけてある。随ずい分ぶんと色恋に特化した神様であると呆あきれが先に来たが、考えてみれば八百万やおよろずの神々は神かん無な月づきには出雲いずもへと出張っていって、誰と誰を結婚させるのか相談するとかいう話があった。案外、男女の中を取り持つのは日本の神の専売特許なのかもしれなかった。

　いずれにしても。これは。

「おい、未耶」

「あんぎゃっ!?」

　怪獣みたいな悲鳴をあげる未み耶や。小走りに駆かけて背後から声をかけただけなのに。

　どうもここが目的地らしい。ならばもう躊ちゆう躇ちよなど必要ないだろう。死書が未耶になにかさせるとして、こんな人目につく場所をわざわざ選ぶわけがない。ここは清きよ水みず寺でらに近いだけあって、かなりの人間が往来している。『筆記官ライター』を警けい戒かいする死書が、わざわざ騒ぎを起こすとも思えないしな。

「って、Ｓ県月つき宮みや!?　な、な、なにしに来たのさー！」

「誰がヤンデレだ」

　あとそれ、誰も俺のあだ名だとわからないから。推測するに、イ『ツキ』と月をリンクさせているのだろうが、原形がないとかセンスがどうとかそんなレベルはとうに超えているニックネームだった。

「なにしに来たはこっちのセリフなんだよ。そりゃ、時間までにバスに戻ればいいんだからその間どこ観光したっていいんだろうが、委員長が真っ先に清水寺からいなくなるのはどうなんだ？」

　死書と関わっているかもしれないから不安だった、なんて口が裂けても言えなかった。委員長がどうたらはそれを隠かくすための適当な言い訳なのだが、未み耶やにも後ろめたさがあったらしい。なにやらごにょごにょと口ごもっていた。それでも階段を上る足は止まらない。

「あ、あたしは……えっと、その……」

「…………あー、いや、困らせるつもりじゃなかったんだ。けど、どうしてわざわざここに来たのかなと思ってさ。清水寺にも見るところたくさんあるはずだろ？」

　ていうか、クラスメイトに教えるんだーって色々調べていたのはお前じゃないか。

「…………あれ」

　階段を上りきった未耶がぶっきらぼうに指したのは、二つの石だった。

　奥に本殿を構える境けい内だいの、それぞれ端はしに置かれている石。あまり大きくないそれには注し連め縄なわが巻かれており、『恋占いの石』と書かれた板切れがくっついていた。なんだあれは。

「知らない？　有名な『恋占いの石』。あれさー、目を閉じて反対側の石まで辿たどりつくことができたら、片想いが成じよう就じゆするっていうの」

「あー、そういやガイドブックで読んだかも」

　寄る予定もなかったから、飛ばし読みだったんだけどな。

　件くだんの恋占いの石では、いましも制服を着た少女（ウチの学校とは違うようだ）がふらふらと石を求めて彷徨さまよっていた。周囲には友達がスイカ割りかなにかのように「右ー、右ー」「あーユッコ行きすぎたー！　左左！」とうるさい。

「いいのかあれ。助言しても」

「んーと。友達のアドバイスで石に辿りつければ、人の助けで恋がかなうんだって。あと一発勝負ってわけでもなくて、何回目で行けたかっていうのも重要みたい。何回もやってからようやく辿たどりついたら、そのぶん恋の成じよう就じゆも遅れるって」

「つまりあれか、一回で成功すれば、恋がかなうのも早いってことか。これお前もやるのか？」

　こくこくこく、と未み耶やが頷うなずく。あー、なんだこいつ、もしかして緊張しているのか。人前に立つのは全然平気なくせに、こんなところでテンパってどうするのか。

「にしては、挙動不審だったぞお前」

「知り合いに見られるの、は、恥はずかしくて。たはは……」

　照れたように笑う未耶。それに対して。

　思うところが。

　ないわけでは、ない。

　以前、告白を受けた。好きだったけれど諦あきらめるという、それは未耶らしくシュールなものだった。その瞬しゆん間かんまで、俺は確かに惚ほれられていたはずなのだ。けれど、一度その生きた過程をリセットされた未耶は、どうなのだろう。

　俺のことを一度諦めた未耶。そしてそれを諦められないと修正した未耶。

　今はどうなのか。答えを聞ける勇気も、彼女の心を推すい察さつする知恵も、俺は持ち合わせていない。だったら彼女の想いは俺にとっていつまでたってもグレーゾーンのまま。彼女との距離を計りかねたまま。

　ああ、だから、嫌いやなんだ。俺だけが感じるこの空気が、とても息苦しい。

　告白されたって、俺の中にはまだ、未耶に対する答えが決まっていなくて。不定形の感情の塊かたまりを抱えるだけ。諦められていても、まだ好きでいてくれても、どっちにしたって俺は彼女の望むような関係を与えられない。中途半はん端ぱなままだ。

　今の、灰色の確定しない関係性が、安心さえできるのだ。くだらない。こんな俺だから、未耶を傷つけたことをもう忘れたのかよ。

　それで、未耶は一度死んだというのに。

「あー、それじゃ、俺先に戻ってるから」

「い、いいっ！」

　死書が無関係ならば、未耶がなにしようと関係がない。そうだろう？　自分に言い聞かせて、反転しようとすると、未耶が止める。なんだよ。いいじゃんか。用がないのになんで引き止めるんだよ。

「その……イツキ。できれば……見てて。い、一発でいくからさ」

　すぐには答えられなかった。見守ってほしいのか。

　彼女の真意。俺には、今それを確かめる術すべも勇気もない。この場で、俺は喜ぶべきなのだ。怪あやしい未耶の動きは、その実ただ恋占いをしているのが恥ずかしかっただけで。恋占いがどうとか、未耶が誰を好きかとか。それよりも重要な事があるはずだろう？　死書は今も、俺のすぐ近くで機を窺うかがっているかもしれないのだから。

　恋の話など、今は。

「わかった」

　だから、返事に随ずい分ぶん時間がかかっても、責められるいわれはない。

　先ほどの女子高生が、ようやく石に辿たどりつけた。友達の声を借り、そして三回目のチャレンジでようやく、である。彼女の前途は多難そうだが、それでも諦あきらめなかったのだから、きっと望みはあるだろう。石が小さい上にかなり距離があるので、目を閉じて一発で辿りつくというのはなかなか難易度が高そうだ。

「じゃ、じゃー！　行ってくるぜー！　おー！」

「おー」

　拳こぶしを振り上げる動作を同調させる。あーあー、あんながちがちで。後ろ姿もどこか堅くて、正直上う手まくいくとは思えなかった。

　居心地、良いわけはない。未み耶やにはどうやら片思いの相手がいるらしいが、さて、それが俺なのかどうかも不明。なのに見ていてくれという。彼女の考えは深く聞けないし、俺の中に在る、形にならない言葉も掘ほり下げたくはない。

　身勝手な自分自身がつくづく嫌いやだった。それでも、未耶にだけは俺の身勝手さを悟さとられたくなかった。ほんのわずかでも気取られることさえ、嫌だった。それこそが保身にして身勝手だということに、気付いていて、なお。

　──結局、未耶も三回目にして石へと辿りついた。未耶自身はちょっと照れくさそうな顔で頭をかいて『失敗失敗♪　てへ』なんて言っていた。てへなんて口で言う奴やつはじめて見た。

　未耶の腰から生える見えない尻しつ尾ぽが、少ししおれている気がした。




　清きよ水みず寺でらは、そんな感じで終了。時間になってバスに戻った俺たちは、そのままホテルへと直行する。未耶が委員長のくせに土産みやげ物もの屋に夢中で、微び妙みように集合時間に遅れていたのはご愛あい敬きよう、ってとこか。

　リヴルは、俺らと同じホテルに泊まる。つーかガイドさんたちは翌日も修学旅行に同伴するので、彼女らのための部屋を用意してあるらしいのだが──その際、若干のトラブルがあった。

　ホテル側のミスである。ガイドさんはリヴルも含めて五人なのに、ホテルが用意したのは四人部屋。急きょ別の部屋を用意することになったのだが、なにしろ年中、全国各地から学生を主として観光が絶えない京都である。その日になって替えの部屋など見つかるわけもなく。

　ガイドさんと先生方で話し合っているところへ、未耶が手をあげた。トラブルを見るや飛んで行って解決しようとするのが、未耶の委員長たる所以ゆえんである。トラブルブレイカー未耶。かっこよく言ってみたが随分とゴロが悪かった。

「あのー、それでしたら、あたしたちの部屋とかどうっすか？　こっちも人数の関係でー、四人部屋にあたしと小こ牧まきちゃんしか泊まらないですからー」

　との申し出。二人で四人部屋は寂さびしいのよねー、とこぼしていた未み耶やなのである。そして、未耶の部屋に泊まるのは当然のようにリヴルに決定していた。そう、まるであつらえたように。

（いや、実際にあつらえたんだろうな）

　なにやら荷物を弄いじっている同室の敬けい一いち郎ろう（この部屋は槇まき敬一郎を含め、やはり四人用）を横目に、俺はそんなことを考える。さっきまでの一連のトラブルは、深く考えるまでもなく、間違いなくどこぞの女神の介入があったはずだ。あまりに、俺に都合よく行きすぎている。

　バランスがどうこうとか言っていたような気がするが、リヴルの旅行潜せん入にゆうといい、今回のトラブルといい、意外とイシュタルも手を出しているじゃないか。あれだけうるさく忠告をしておいて。

　どれだけ力を貸してくれて、どこからがダメなのか、その線引きがよくわからなかった。人の生死をいじるのはダメだということは、前回の経験で痛いほどわかっているが。

　いずれにせよ、未耶とリヴルが同室。ならば話す機会は今日中にある。未耶ならば、夜中に部屋に行っても入れてくれるだろう。同室の小牧も、敬一郎が一緒なら文句を言わないはずだ。大体、クラスの男子も何人かは女子の部屋に行こうみたいなことを言っていたし。そう珍めずらしいイベントじゃない。

　その際に、隙すきを見てリヴルと相談すればいい。そのくらいの時間はあるはずだ。

「なぁ、おい、黒くろ間ま」

「んー、どうした？」

　そんなことを考えていたら、敬一郎が話しかけてきた。ちなみに、俺たち以外の同室の男子二人は他の部屋に早さつ速そく遊びに行ってしまった。なんでも、クラスの誰かの部屋が眺ながめがいいらしい。俺は参加せず、荷物を確認しながら考え事。

　ドラムバッグに詰つめ込んだ『真白き本』は、まだ出番はなさそうだが。

「風呂って何時から入れるんだっけか？」

「女子が六時から六時半。男子が六時半から七時な。その後夕飯だから、あんまり長風呂やってると時間がなくなるぞ。気をつけろ」

　未耶のせいですっかりスケジュールに詳くわしくなってしまった。

「ふむふむなるほどな。よし、黒間、ちょっと付き合え」

「なんだ？　ホテルの売店行くなら俺より小牧でも誘えよ……」

「ばっか。察しの悪いヤツだな。お前、俺の質問になんの意味がないとでも思っているのかよ」

　そこで気付く。敬一郎の持っているのは、いかにも高級そうな一眼レフのカメラ。レーザーでも射出できそうなでっかいレンズのついたものである。さすがカメラの趣味な敬一郎らしい装備だ。これでみんなの記念写真でも撮りに行くのだろうか。清きよ水みず寺でらでも、女子グループに頼まれて何枚か撮っていたようだし。

「いや、デジカメも悪くないんだけどなあ。このフィルムの良さってゆーの？　わかるか黒くろ間ま」

「いや、俺カメラ詳くわしくねえし。ていうかなんでそんな熱心に手入れを」

　──いや、待てよ。

　こいつ、さっき俺になにを聞いた？　それでカメラ弄いじっている敬けい一いち郎ろうを見れば、導き出される答えはそう多くはなくて。

「ノゾキに行くぞ。もうすぐ女子風呂の時間だろ」

　敬一郎がカメラを抱えてニヤリと笑った。ああ、くそ、知っていたけど、この副委員長はわりかし最低なのだ。




「ホテル裏手から木を登って塀へいを越えると、脱衣所の裏に出るんだ。そこはもう女子の脱衣所でな。壁かべに小さな穴があいてるから、そこから覗のぞき放題さ。こっちは壁のおかげで結構隠かくれられる。木に登るのはわりと大変なんだけど、そこはそれ、協力者が一人いれば十分さ。歴代の偉い大だいな先輩方が、コツを教えて俺に後を託して散っていった」

「てめぇ、学校でバカみたいに木登りしてたのはそんな理由かよ……！　なーにが『最近テレビで木登り健康法をやってた』だ。エロ目的じゃねえか」

「なんだよー、そうは言いながら黒間もついてきてんじゃん」

「止めに来たんだよ俺はっ！」

　ホテルの裏手の木に登ろうとする敬一郎と、それをなんとしても止めさせたい俺なのだが、どうにも彼は人の話を聞かない。結局流されるままに、ずるずるとここまでやってきてしまった。確かに、塀のすぐ傍そばに杉の木があるが、一見するとここが女子風呂とつながっているとは想像しにくい。

　もっとも、さっきから女子の甲かん高だかい声がちょいちょい聞こえてはいるのだが。

「まあ、百歩譲って、ノゾキは良いとしよう。考えてるバカは他にもいるだろうしな。俺はやらんが」

「さすが黒間！　話がわかる！」

「けど、そのカメラはなんだ？　てめえ、ノゾキどころか盗とう撮さつまでするつもりか？」

　言い逃れもできず完全に犯罪である。ここはなんとしても止めるのが友情というものだと、俺は信じる。

「クラスのレベル高い女子の着替え写真は高値で売れる。ランキングでは巨乳の坂さか口ぐち、癒いやし系の野の田だも狙ねらい目だが、大穴は委員長だ。今の値段のレートはそんなでもないが、欲しがるヤツがなにしろ多いからな。オークション形式にすれば値段はどんどんあがる。一枚で大もうけだ」

「そろそろ俺の良心が限界だっ！　カメラ渡すか今すぐ逃げ帰るか、それとも俺にぶん殴られるか、好きなものを選べ！」

　こんなヤツと友達だったのかと思うと、自分の人生をどこでミスったのか反省したくなってくる。未み耶やの写真など売らせるか。気軽に誰でも話しかける性格は、こういうところで災いするんだぞ、未耶。
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「黒くろ間ま、なにも俺も鬼じゃない」

「女子にとっては十分鬼き畜ちくだと思うが」

「撮るのは下着姿までだ。それ以上のものがちょっとでも写ったら破は棄きする。約束しよう。さすがに裸はだかの写真を撮ってしまったら、俺も大切なものを失う気がするからな」

「安心しろ外道。お前に大切なものなんてなに一つ残ってねえよ」

　下着姿だろうが全ぜん裸らだろうがどっちにしろ犯罪である。

「なあ黒間。もしお前がどうしても嫌いやがると言うのであれば、委員長の写真だけは全てお前にやってもいい。ただし、見張りを手伝うのが条件だ。そもそもお前を誘ったのも、お前が協力してくれるなら確実にミッションが遂すい行こうできるからだしな。協力してくれるなら、委員長の写真は売らないと約束しよう」

「黙だまれ敬けい一いち郎ろう。一枚も撮らせるつもりはないからよ」

　ますます最低の男である。同じ学校の生徒だと思うと泣きたくなってきた。

「なあ、いいか黒間。これは必要なことなんだ。クラスの男子を見てみろ。慰なぐさめられない自らの獣じゆう性せいを秘めて、いつ暴発するかわかったもんじゃない。あのドロドロの欲望を、ほんのわずかの金銭と引き換えに発散させてやるのが俺の務めだ。下着姿の盗とう撮さつが、男子全員の欲望の発散になる。そうすれば無む駄だな性欲の暴発もなくなって、結局は女子のためになる。違うか？」

「正当化にも躊ちゆう躇ちよがねえなてめえは！　だったら小こ牧まきはどうなる！　お前、自分の彼女の写真まで売るってのかよ！」

「いいか、黒くろ間ま、一つだけ言っておく。これは大事なことだ」

　敬けい一いち郎ろうが顔を近づけてくる。諦あきらめたわけではなさそうで、俺はもうこの犯罪者をどのようにとっちめるか、そればかり考えていた。

「泉いずみの着替えをちょっとでも見たら、お前とは絶交だ。見ていいのは、俺だけだ」

「だったら初めから自分一人で犯罪をしろよ！　俺を誘うな！　あと未み耶やの着替えを見るのも許さないからな！」

　内心では、ほっとしていた。ああ、こいつ彼女をあんまり構っていなかったけれど、ちゃんと好きなんだなあと。それが確認できたのは収穫かもしれない。敬一郎に構ってもらえない小牧があまりに不ふ憫びんだったしな。

　しかし、ならば使える。

　そういう弱みは、突くのに絶好の柔らかさをもつ。

「……おい、諦めないなら、小牧にバラすぞ。お前が女子風呂を覗のぞいてたってな」

「く、黒間っ!?　お前裏切るのかっ!?」

「あーあー、小牧は純情っぽいからなぁ？　彼氏が犯罪者になったなんて知ったらなんて言うと思う？　いやまあ、別れるのはまず確実だと思うんだが」

「まっ、待て！　待ってくれ！　取引だ、取引をしよう！」

　情けないくらい慌あわてる敬一郎。ふむ、こいつの弱点は小牧泉か。覚えておくべきかもしれない。

「わかった。お前も委員長の裸はだかが見たいんだな？　写真では我が慢まんできないと、そういうことだろ？　なら初めからそういえば良いのによー。大丈夫だ、お前にも必ず見せてやる。もちろん委員長の写真も売らない」

「アホかてめえは！　今までの話の流れでどうしてそうなる！」

「違うのか？」

「アイツの裸なんぞガキの頃には散々見たんだよ！」

　一緒に風呂とか入ったし。今でも昔みたいなひんそーな身体つきなのだろうか。だったらなんというか、その、若干哀れではある。

　塀へいの向こう、壁に阻はばまれた脱衣所から聞こえてくるのは、女子どもの歓声。きゃいきゃいと騒ぐ声が聞こえる。女子は本当に団体行動が好きだなあ。そうして、そんなところを目の前の変態に狙ねらわれるのだ。『あー、泉もしかしてまた胸大きくなって？』『ひっ、ひゃ、やんっ』『こらアズサ、セクハラやめろー！』うーむ、知ってる名前が聞こえてくると、またなんとも居心地が悪い。

「ああもう、俺は撮るぞ。黒くろ間まはそこで見ていろ」

「あ、こいつ開き直りやがったな！　小こ牧まきにバラすぞ！」

「冷静に考えれば、泉いずみはお前のこと怖がってるんだ！　俺が誠心誠意説明すれば、きっと俺の無実を信じてくれる！　第三者のお前など俺たちの愛に入りこむ余地はねえんだよ！」

「言ってることは立派だがやってることは最低の行為だな！」

　木を登ろうとする敬けい一いち郎ろうを止めたい──のだが、さすが狂ったように練習していただけあって、するすると登っていく。追いつけない。くそ。こうなった以上、どうにかしてカメラを奪うしか。




「なぁ───────────にやってんのじゃこのバッカども────ッ！」




　びくり、と敬一郎の身体が震えた。

　いや、俺もかもしれない。ヤバいよな、この状況？　はたして言い逃れさせてもらえるだろうか。おそるおそる後ろを振り向く。声の主はよく知った相手だ。

「更衣室から声が丸聞こえだっつーの！　この大おお馬ば鹿か副委員長にキツツキ野郎がー！」

「……誤解だっての未み耶や！　俺はこいつを止め…………ぬおっ!?」

「ん？　なーに、ノゾキの弁明？　悪いが一切聞かないぜー？」

「そうじゃねえよ！　てめえなんてカッコしていやがる!?」

　現れたのは、さっきから委員長委員長と呼ばれていた矢や口ぐち未耶。そして、我がクラスの引率である恋こい池いけ先生。ノゾキの糾きゆう弾だんに来たのは明らかである。委員長や教師としては正しい行動なので、それは別にいい。

　だが、それよりも。

　未耶も恋池先生も、バスタオル一枚を身体に巻いているだけなのが問題なのである。なんでだよ。恋池先生はそりゃもう堂々としたものだが、未耶は若干恥はずかしそうであった。

「他に着るもんなかったのかよ……」

「し、仕方ないでしょー!?　着替え中にアンタ達の声が聞こえてきたから飛んできたの！」

　バスタオルで完全に貧相な身体が隠かくれている未耶と違い、恋池先生はなんつーか色々ヤバいのである。もともと身長もある上に、さらに胸が大きいからその分タオルの丈が足りなくなっていて、太ももの部分がとんでもないことになっている。隣の敬一郎バカが喜びの声をあげるのも、まあ無理からぬことと言えよう。

「まさかイツキの声が聞こえてくるとは……他のコたちは気付いてないみたいだけど、さすがに予想外だったわ……ねーセンセー」

「そうね。まさか顔見知りがノゾキだなんて……黒間クン、先生は哀しいわ、よよよよよ」

　わざとらしく泣き崩くずれる様が、どこか嬉うれしそうなのはなんででしょう。この姿旦だん那なさんが見たら果たしてなんと言うだろうか。多分、未み耶やをバスタオル一枚でここに連れてきたのも間違いなく恋こい池いけ先生だろう。その行動だけを見るに、むしろノゾキを推すい奨しようしているような気がしてならない。

　隣の敬けい一いち郎ろうが小声で『泣きボクロえっろ！　泣きボクロえっろ！』と繰り返していた。そりゃ恋池先生には泣きボクロあるけど、お前はどこに注目してんだよ。

「さあ、神しん妙みようにお縄なわにつきやがれノゾキども！」

「お、おい、待てっ。確かにこいつは実行犯だが、俺は無実だ。こいつを止めに来ただけだぞっ」

　無実の罪で社会クラス的に死亡するのは避さけたかったので、一応の真実を主張しておく。信じてもらえるかは微び妙みようだったが、相手は未耶と恋池先生だし、まあ心配はないだろう。

「ほっほーう？　そりゃ、あたしもイツキがノゾキなんてするなんて思えないけど？　一体どうやって証明するのかなぁ？」

「簡単だ────おい、敬一郎。こうなったらもう言い逃れもできない。お前の遺い志しは俺が継ぐ。さあ、俺にカメラを渡せ！」

「え、あ、おう？」

　小さな声でのやり取りは、未耶には聞こえなかっただろう。敬一郎はなにがなにやらといった感じで、いかにも高そうな一眼レフを渡してくる。よくよく考えれば俺の言動にまとわりつく山ほどの矛む盾じゆんに気付いたはずなのだが、恋池先生に見み蕩とれていた敬一郎は反射的に俺にカメラを渡してしまう。

　俺は。

　いかにも高そうなカメラの裏を開けて、ベロリとフィルムを取り出した。

「あああああああああああああああああッ!?」

「ほれ、未耶。まだ撮さつ影えいはされてないぞ。これで事件は未然に消しよう滅めつだ」

「ちょ、おま、どーすんだよこれ!?　予備もってきてねーんだぞ！　もうこの先ノゾキなんてできねーじゃねーか！」

　アホめ。自分から罪状をぺらぺらと。未耶の冷たい視線にも気付かずに、敬一郎は俺を糾きゆう弾だんするが、当然ながら俺を怒るのは筋違いというものだ。つーか敬一郎、お前俺を怒るより先にやることがあるぞ。未耶のあの顔だと、お前の悪行は絶対に小こ牧まきにバラされるから。

「さて、未耶。お前も風呂の時間がなくなるぞ？　このバカはきちんと拘束してくるから、好きなだけ入ってこい」

「ねーイツキー？　あのさー、言いにくいんだけど……今の、証しよう拠こ隠いん滅めつにも見えちゃうなーって？」

「う」

　言われてみればその通りだった。むう、敬一郎とは仲間ではない、ということを証明したかったのだが。未耶だって、本気で俺がノゾキなんてしたとは思っていないようにも見えるが──さて、俺には証明の術すべがない。

「んふふふふ」

　そう思っていたら、前に出てきたのは豊満な人妻、恋こい池いけ先生だった。顔に怪あやしげな笑みを浮かべながら、胸を強調するような前傾姿勢。俺は散々図書室で見てるからもう慣れてしまっていたが、隣の敬けい一いち郎ろうはわかりやすく喜んでいた。

「んもう、イケない子たちね。しょーじきに白状してくれたなら、お説教はほどほどにしてあげちゃおうかしら？　あら、もちろん、きちんと反省した子にはそれなりのご褒ほう美びも…………ね？」

「はい！　はい！　俺！　俺がやりました！　黒くろ間まは勝手についてきてうるさく止めてきただけです！　だから先生、ご褒美は俺だけに！」

「あらそう、槇まきクンだけなのね♪」

　うわあ。

　教師のくせに自分の色気を武器にした恋池先生も相当だが、それにあっさりひっかかっておまけに俺の無実まで証明してくれた敬一郎は紛まぎれもない阿呆あほうである。もちろん敬一郎が連行されるのは恋池先生の部屋などではなく、おそらくは屈くつ強きような体育教師が待つホテルのロビーだろう。もちろん色欲に目のくらんだ敬一郎は、そんな未来に気付いていないだろうが。

　恋池先生の発言は紛れもないファインプレーだが、それと同時に反則ギリギリでもある。つーか、彼女持ちなのにそんな態度でいいのか敬一郎。

「あー……これでわかったか、未み耶や」

「あ、うん。おけおけ。そりゃ、もちろんイツキがノゾキなんてしてないってのわかってるし、ちゃんと証明してくれて安心したんだけど…………あたしが怒ってるのって、そこじゃあないんですぜ旦だん那な」

　ちっちっち、と指を振る未耶。はて、他に未耶を怒らせるようなことをしただろうか。記憶にない。そう思ったら、未耶がいきなり真ま面じ目めな顔になった。

「……『アイツの裸なんぞガキの頃には散々見たんだよ』って」

「おまっ、そこから聞いてたのか!?」

「さっき言ったでしょ！　ずーっと聞こえてたんだっつーの！　なにさなにさイツキのくせに！　あたしの裸はもう見み飽あきたってのかー！　一緒にお風呂入ろーって誘ってきたのいっつもイツキだったじゃん！　『みやちゃん、はいろ』って！　あの頃のイツキは可か愛わいくてきゅるるんってなったのに！　おっきくなってからこんなになるなんてさー！」

「くお…………！　おい未耶ぁ！　ガキの頃の話をいつまで引っ張っていやがる!?」

「うっさーい！　あたしだって成長してんだよ！　そこを反省してごめんなさいって言いやがれっ！」

「…………成長だと？」

　思わず未み耶やの隣の恋こい池いけ先生に視線を移す。頰ほおに手を当ててあらあらとか言ってる人妻さんのバストは堂々としたもので、対する未耶はもはや絶ぜつ壁ぺきと形容してもいいような起伏のなさである。さすがにどこぞの幼女とは違い、申し訳程度の膨ふくらみがあるにはあるが、恋池先生にはおろかリヴルにすら遠く及ばない。さて。

「おい、未耶」

「なにさ」

「昔見た時と、そこまで大幅に変わっているわけでは」

　正直な感想を告げた対価は、視界のブラックアウト。顔面を襲おそう未耶の跳び蹴げりは、狙ねらいたがわずクリーンヒット。いや、その角度だと一いつ瞬しゆんだけ未耶のバスタオルに隠かくれた太ももが見えたんだけど、それに果たして未耶自身が気付いているのかどうか。

　気絶するのは、すぐだった。




　ともあれ、ノゾキ騒動は俺の失言と、それに対する未耶の一いち撃げきで幕を閉じた。ああ、もうちくしょう！　これだから幼おさな馴な染じみなんて嫌いやなんだ！　お互いの真っ黒い歴史を知り尽くしているから！

　ちなみに、夕食の時間、敬けい一いち郎ろうはノゾキ犯として晒さらし者になり、『わ、別れる……っ、ぐすっ、別れるもん……！』と大泣きする小こ牧まきにひたすら土ど下げ座ざを続けて許しを請こい、そのバカの汚名をますます加速させていた。ちなみに俺も顔のあざをそのままに、未耶に謝り続けていたのは言うまでもない。

　そんな俺たちを、リヴルが珍めずらしいものでも見るかのような表情をしていたのが、どうにも印象的だった。




　さて、夜。本来は禁止なのだが、俺と敬一郎は未耶たちの宿泊部屋に向かっていた。ドキドキ女子のお泊まり部屋に男子突入である。いや、俺の目的はリヴルと今後について話すことなんだが。

　禁止だと言っても、そこはそれ、修学旅行である。むしろ敬一郎が彼女である泉いずみの部屋にいかないほうが不健全だろうと、俺なんかは考えるのだが。同室の男子二人は逆に、同じ班の女子を誘ったらしく、むしろ早く出て行けと言われてしまった。うーむ、修学旅行満まん喫きつ中ちゆうである。

　ちなみに敬一郎のバカはホテルの部屋割りなど覚えちゃいなかったので、俺が先導するかたちになっている。

「バレねえかな？」

「俺はともかく、お前はバレたら後がないよな」

　そう言うと、敬一郎が苦い顔をした。うーむ、恋池先生に良いように手玉に取られ、どれだけ説教されたのか。想像もしたくない。この上、女子部屋にまで行ったことがばれたとしたら。

　しかし、男女部屋移動禁止など名ばかりのものである。あの生き真ま面じ目めな未み耶やにしてから規則を破る気満々なのだ。行くとメールしたら『枕まくら投なげしよーぜ！』と乗り気な返信をしてきたのだから。トランプでもして遊んでから、こっそりと帰るならバレまい。

　その隙すきに、同室のリヴルと、今後の死書に関する話をすればいい。

「あー……ここでいいのか？　番号あってる？　間違ってたらノゾキの冤えん罪ざい着せられるどころじゃすまないぞ」

「そりゃそうだ」

　そんな事態になれば、まず未耶にどれほど攻こう撃げきされるかわかったものではない。しかし敬けい一いち郎ろう、お前の場合ノゾキは完全に有罪で、弁解の余地は何一つ残っていないから。

　ノックくらいしないと、と思ったところで敬一郎が声をあげた。

「おい、誰か来たぞ」

「あ？」

「せ、先生かもしれないから早く入れ。ほら、急げよ」

「押すなバカっ」

　敬一郎が急せかしてくる。つかもういきなり部屋を開けて中に俺を蹴けり入れていた。くそ、地味に痛い。すぐさま敬一郎も入ってくるかと思ったのだが、入口の壁越しに『あ、恋こい池いけ先生。え、いや、なんもないっスよ、ちょっと通りかかっただけですあはははははは』なんて乾いた声が聞こえてきた。どうやらアイツだけ見つかったらしい。今だけは同情してやる敬一郎。

　だが、ピンチはまだ続いていた。言うまでもなく、俺の、な。

　大体、学生が修学旅行で使うホテルなど、一部屋一部屋はそんなに上等なものではないのである。入口の重いドアを開ければすぐに畳たたみ敷じかれた和室へと続く。もちろん、間に襖ふすまの一枚くらいはあるが、この時は本当にタイミングが悪くて開け放されていた。ここは、向こうのミス。

　あー、つまりなにが言いたいかというと。

「っきっ！」

　未耶とリヴル、部屋の中にいた三人のうち、二人が着替えている真っ最中だったのである。布団はもう敷かれていて、男どもが来る前に着替えよう、というシチュエーションだったのか？

　二人とも下着姿。つーか未耶に至ってはブラもはずしてしまっていた。リヴルは浴衣ゆかたの着方がわからないのか、帯を片手に首をひねっている。一番スタイルが良いのは小こ牧まき泉いずみなのだが、こっちは既すでにきちんと浴衣を着ていた。ああ、良かった。小牧のあられもない姿など見てしまった日には、あとで敬一郎になにをされるか。

「ゃああ────」

「あ、オイ待て未耶！」

　未耶の口の形が今にも悲鳴をあげそうになる。だが、マズイ。ここで騒ぎになれば俺たちは先生方に延々と説教され、今晩は自分の部屋から出入り禁止になるのが目に見えているのだ。そうでなくても消灯時間は過ぎているのだから、でかい声はよろしくない。ましてや、この部屋のすぐ外に、敬けい一いち郎ろうに説教しているであろう恋こい池いけ先生がいるのだから。

　俺は咄とつ嗟さに、床に転がっている枕まくらを「ふぐっ!?」未み耶やの顔に押し当てて暴発を防ぐ。「ふぐーっ!?　ふぐふぐぐ！」なに言っているかわからないし。勢い余って押し倒してしまったが、床に敷かれていた布団のおかげで大した音はしなかった。

「ふぐー！　むが、むぐおあー!?」

　下着姿でじたばたと暴れる未耶という光景は、もしユズキ辺りが見たら一いつ瞬しゆんで幻げん滅めつしてしまいそうだ。こうなるともう、幼おさな馴な染じみというより前後不覚の動物のようですらある。

「イツキ様？」

　未いまだに黒い下着に浴衣ゆかたを羽は織おったリヴルだけが、呆ぼう然ぜんとした様子で呟つぶやいた。隷れい属ぞくを示すその呼び方は誰かに聞かれたらヤバいものだったが、小こ牧まきはなにが起きたのかわからず呆然としていたし、未耶は枕に顔を押さえられて未だにむがむがむがと暴れていたので、どうやらその心配は杞き憂ゆうに終わるようだった。

　さて、ビンタ一発で済んでくれるといいんだが、な。




「イツキ様、手当てを」

「平気だ。それより、色々と聞きたい。あんまり未耶に気取られないように、小声で聞かせてくれ」

「イエス、マイライター」

　結局、未耶からの攻撃はビンタ三発。両りよう頰ほおにやってくれればいいものを、同じ箇か所しよに三度続けてやるから右頰が痛い痛い。あの後、とりあえず大人しくなった未耶は『いいから一発叩たたかせろー！』と言って三回はたいてきやがった。話が違う。

　ちなみに、敬一郎は『あー偉えらい目にあった』と何食わぬ顔で窓から侵入してきた。ここ三階なんだけど。壁かべをよじ登ったとは敬一郎の言だが、俺はそのスキルも盗とう撮さつかなにかのために訓練したのだと睨にらんでいる。救いようがない。

　未耶はまだまだ不満そうではあったものの、トランプを取り出すとあっさり機嫌を直した。いつまでもうだうだ言っても仕方ないと、本人もわかっているのだろう。

　ただし、次はないとも言われた。まじ怖こえぇ。

　現在はトランプに飽きて、三人そろって花札に興きようじている。花札なんて久しぶりに見た。未耶が『京都だから！』と納なつ得とくできるようなできないような理由で取り出したのである。俺はルールがわからないので抜けた。小牧はちょっと知ってるくらい、敬一郎は特に問題なく遊べるらしかった。

　今は未耶と敬一郎で、初心者の小牧に懇こん切せつ丁てい寧ねいなレクチャー中。リヴルが俺に話しかけていることに気付いている様子は──いや、ちらちらと未耶がこちらを窺うかがっている。まあアイツにはあとで説明すればいいだろうさ。

「とりあえずリヴル、お前がバスガイドになった経けい緯いあたりを詳くわしく頼めるか」

「イエス、マイライター。全てはイシュタル様のお力によるものです。イシュタル様は秩ちつ序じよと中ちゆう庸ようの女神。その役目は、世界のあるべき姿の維い持じです。たとえ、異常なものが入りこんでいたとしても、世界の規則が崩ほう壊かいしないように調整するのは、イシュタル様にとっては造作もないこと。既すでに、『バスガイド社所属のリヴル・ブランシェ』という存在を、この世界そのものにインプットしておりますので、私のことで違和感をもつのはイツキ様のみです」

　ちなみに今のリヴルはバスガイド姿ではなく、ホテルの浴衣ゆかたを着ている。外人風の顔立ちなので似合うとは思わなかったのだが、意外や意外、ひっつめた黒髪のせいでそれなりに様になっている。さすがコスプレイヤー。

　ただ、未み耶やたちに怪あやしまれないよう、早口に小声で囁ささやいているので、いまいち聞き取りにくかった。

「…………よくわからん」

「私に対して、ある種の術式が用いられた、と考えればわかりやすいかと。バスガイドのリヴルとして振舞っていても、それを異常と思わせない。そのような幻術、ないしは隠いん蔽ぺい術じゆつであるとお考えください。百人が百人、私を正常と思えば、それは偽造されたものではなく、十分な真実となりえます」

　うーむ。慣れたといえば慣れたんだが、やはりリヴルの言葉には啞あ然ぜんとするような超常現象がさらりと含まれている。さすが神様、なんでもできるのな。幻術とか。

　それなのに、万能のくせに、できるのがせいぜいお膳ぜん立だて程度というのが、実に神様らしい。そうだな、神様が本当になんでもやってくれるならば、この世界ももう少し生きやすいだろうしな。

　それとも、逆なのだろうか。

　神はあえて、手を出さないのか。巣から落ちた鳥の雛ひなを助けてはいけないように。神が人を助けることは、もしかしたら良い結果を招かないのかもしれない。バランスが崩壊するとか、エレシュキガルも言っていた気がするが──そうだとするなら、神様も大変そうだ。

「そんなに色々助けてくれて、大丈夫なのか？」

「はい、実を言いますと、少々、イシュタル様の過か干かん渉しよう気味ではあります。もちろん未耶様を助けた時ほどではありませんし、影えい響きようも微び々びたるものでしょうが、やはり世界の秩序に幾いく分ぶんかの影響は。イシュタル様自身、苦い顔をしていらっしゃいましたが──エレシュキガル様の不調は、それをやむなしとするほどの緊急事態ということです。イツキ様、どうかご理解を」

「ふん。のんびり修学旅行やってる場合じゃないぞって？」

「…………率直に申し上げるならばその通りです。明日からは動かねばならないでしょう。旅行中に『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を捕らえることができなければ、イシュタル様に……いえ、失礼。これ以上は」

　うわあ、あのリヴルが言葉を濁にごしたぞ。もしこれで失敗したら、あの武器マニア女神になにをされるんだよ！　怖いから言えよ！　いやでも、やっぱり怖いので聞きたくない気持ちもある。

　初対面の時、イシュタルは無数の武具で俺の動きを完全に停止させた。ほんの少し瞬まばたきするだけで惨ざん殺さつされそうな、機械のように正確無比な殺さつ戮りくの気配。エレシュキガルよりもよほど死の女神に相応ふさわしい気がするのだが。

　それほどの厳格さがなくては、世界の秩序は守れないということなのだろうか。

「イツキ様、明日はどうされますか」

「明日は班の自由行動。自由って言っても、あらかじめ俺たちで決めたルートをまわることになる。で、ガイドさんは班のどこか一つに同行して一緒に楽しみましょう、という感じ。それで構わないか？」

「イエス、マイライター。その上でできるだけ死書の捜そう索さくをお願いいたします」

　未み耶やたちの目を盗むのは大変そうだな。もちろん、そこは頑がん張ばるがよ。

「リヴル、ぶっちゃけガイドさんがつくのは明日までだから、しっかり俺たちの班と行動してもらわないと」

　他の班にガイドがつく可能性もある。その辺りは手を回しておきたい。

「それについては、先ほど未耶様からお誘いいただきました。一緒に行こうと。私はイツキ様のご意向を聞いていなかったため、即そく時じの返答はできず」

　さすが未耶。その人ひと懐なつっこさに隙すきがない。リヴルなんて終始無表情で話しかけにくいだろうに。委員長の班なら特に問題もないだろう。

「後ほど未耶様に、ご同行しますと返答いたします」

　ようやくルールを教え終わったのか、未耶たちは本格的に勝負を開始した。俺はよく知らないが、札をたくさん集めているのは小こ牧まきのようだ。札の一番多いヤツが勝ちなのだろうか。

「ああ、そうしてくれ。ついてきてくれたほうが心強い。いざとなったら未耶たちを撒まくことさえできれば、自由行動ができるだろ？」

「明日はどちらに？」

「哲学の道を通って、銀ぎん閣かく寺じに。時間があれば他にもまわろうと話をしていたけど、そこまで明確に決めているわけじゃないな。どう思う？」

　これは、未耶や敬けい一いち郎ろうたちと事前に相談していたこと。二日目の行き先は銀閣寺やら三十三間げん堂どうやら歴史的建造物ばかりで、映画村とか遊ぶところは認められない。そういうとこは三日目に仲の良い友達と行く奴やつらが多いはずだ。

「銀閣寺、または東とう山ざん慈じ照しよう寺じ。足あし利かが義よし政まさの建てた臨りん済さい宗しゆうの寺院ですね。禅ぜん寺でらから調べるのは正攻法だと思います。人の多いところである点が気がかりですが、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』のことですから、人目をはばかるように隠かくれていることでしょう。『邪神秘法書ネクロノミコン』は電子の本ほん棚だなを隠れ蓑みのとしましたが。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』は、どこかの禅ぜん寺でらの庵いおりにぽつねんと置かれているのを好む気がします」

「好みとか……ああ、まああるにはあるか」

　リヴルや、『邪神秘法書ネクロノミコン』を見ていて、俺はもう、本は黙って本棚に収まっていろ、なんて傲ごう慢まんなことは言えなくなっていた。アイツらにもそれぞれ人格（いや、書格？）があるのだから。

　死想図書館を、死書たちにとって居心地の良い場所にする──エレシュキガルに言ったその言葉は、まだ俺の中に決意としてある。

「特に『喫茶養生記』は、狭苦しい本棚に収まることを良しとしません。他の書しよ籍せきが近くにいることを嫌うのです。ですから、いるとすれば閑かん散さんな禅寺。同じ臨りん済さい宗しゆうでは本山である建けん仁にん寺じも要注意なのですが、そちらは？」

「あー、なんだ、『喫茶養生記』の著者の開いた寺か？　そっちには三日目に行ってみよう。その日なら完全に自由行動だから、未み耶やにちょっと言っておくだけで問題ない。自由行動時間まで口出されたりもしないだろ。それより、お前は、三日目にはもうバスガイドにはなれないんじゃないのか？」

「はい。私にかけられた『異常を感じさせない』術式は、あくまで一時的なものに過ぎません。明日の定時にきちんと解除されますので、その際には私はいつものように、メイド服でお仕えいたします」

　あー、全然表面にださねえけどこいつ色んな服が着れて喜んでんのかなあ。メイド、女教師、ナース、バスガイド、浴衣ゆかたとリヴルのコスプレの幅はばがどんどん広がっている。しかしこう並び立ててみるとＡＶかなにかとしか思えないな。

「では、そのように」

「ああ、頼む」

　囁ささやき声での会話は、結局未耶たちに不審と思われることはなかったようだ。明日の打ち合わせはこんなとこで良いだろう。

　花札の勝負の行方は、ルールのわからない俺には摑つかめなかった。ニヤついている未耶を見る限り、優勢なのは彼女だろうか。丁度、満月の描かれた札を取得して、歓喜の声をあげているところだった。

「そうだ、リヴル。明日一緒に行動するなら、イツキ様とかマイライターなんて呼び方絶対にするなよ。怪あやしまれるからよ」

　一際声を落として、リヴルに告げる。

「……ですがイツキ様、私はイツキ様の従じゆう僕ぼくで」

「それをやめろ」

「ではなんとお呼びしましょう」

「なんでもいい。『黒くろ間まくん』とかなんとか、色々あるだろ。変に思われない呼び方が」

「くっ……くろ……く、くろ？」

「黒間くん」

「い、イエス、マイライ」

「黒間くん、な」

「くっ……く……くろ」

「…………もういい。無理すんな。少なくとも従じゆう僕ぼくっぽい呼び方だけはするなよ」

「イエスマイ──あ、いえ、わかりました」

　リヴルの呼び方改正は諦あきらめるしかなかった。まあイエスマイライターといわれないだけマシか？　それだけ俺に隷れい属ぞくしているということか。いや、単に融ゆう通ずうがきかないだけか？

「ふーい、あたしの勝ちーっ…………ってこらそこー！　くっつきすぎだろーが！　ガイドさんに手だす気かこのエロ黒！」

　それはやっぱり俺のことなのかなあ。なんかグロテスクなものを連想せざるをえない呼び方なんだけど。リヴルは未み耶やがどうして怒っているのかよくわかっていない顔をしていた。

　うーむ、このメンツで明日の自由行動を過ごすんだよなぁ。大丈夫だろうか？

　なにもないと良いんだが。




　哲学の道。

　京都左さ京きよう区くにある小道であり、南なん禅ぜん寺じから銀ぎん閣かく寺じまでつながる散歩道。日本の道百選にも選ばれている、とてものどかな田舎いなか道みちである。春の桜や秋の紅葉などで賑にぎわう時もあるのだが、梅つ雨ゆ時の今にわざわざ来る人間は少ない。

「なーんでこの道よ？　なんかあんの？」

　敬けい一いち郎ろうは言うが、俺は人気の少ない今だからこそ来る価値があるのだと思っている。なにを隠かくそう未耶に、ここを見たいと言ったのは俺なのだから。

「哲学の道は、『善の研究』を書いた哲学者、西にし田だ幾き多た郎ろうがこの道を散策し、思し索さくにふけったとされることがその名の由来です。西田は独自の哲学体系をもち、また禅ぜんにも造ぞう詣けいの深い人間でした。友人には禅思想家の鈴すず木き大だい拙せつ、国文学者の藤ふじ岡おか作さく太た郎ろうらがおり、禅寺の多い京都で、西田幾多郎がその思想を深めていたことは必然と言ってもいいくらいでしょう。歴史的な建築物などがあるわけではありませんが、人通りのまばらなこの道を好む方も多いと聞いています」

　人型解説機リヴルのガイドは今日も健在。有名な哲学者の名前を持ち出して、この道の価値がわからない敬一郎に教えてくれる。さすが司書というか、俺も西田幾多郎の名前を知っているくらいで、ここまで丁てい寧ねいな解説はとても無理なのだが。俺はただ、ここの静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを楽しみたいだけだし。

　ちなみに、班の女性陣じんは小難しい話や、風情ある風景などには興味がないらしく、哲学の道に並ぶセンスのある雑貨屋や、カフェなどに目を奪われていた。いつの時代も女性を動かすのは、可か愛わいらしさと甘味であるということか。

「うおーいクロマルー！　こっち来て来てー！　お土産みやげ屋さんあるよー」

「お前、そんなに土産買ってどーすんだ」

　半ばショッピング気分を満まん喫きつしている未み耶やだった。風流なんて言葉と縁えん遠どおいヤツである。両手には抱えきれないくらい土産の包みを携たずさえている。昨日も清きよ水みず寺でらで買ったはずなのにな。

　まあ、そう言う俺も片手には土産。ユズキにあげるためのイチゴ味の八やツ橋はしである。つーか、八ツ橋ってどこにでも売ってんのな。さすが京都というべきだろうか。

「イツキ様、行かれないので？」

　未耶が土産物屋から手を振っているが、俺はひらひらと腕を振るだけで応答にした。未耶はもちろん不満そうだったが、あんな可愛らしい店に入る勇気は俺にはなかった。むしろ小こ牧まきに呼ばれてすぐさま飛んでいく敬けい一いち郎ろうを尊敬さえする。

　ちなみに今のリヴルは白いブラウスにタイトスカートという、いつかの女教師みたいなスタイルだった。眼鏡めがねがないだけで、その顔からは厳しさが抜け、教育実習生みたいな風情を醸かもしだしている。周りに誰もいないのをいいことに、ようやく俺の名前を敬称づけで呼びやがった。聞かれたらどうする。

「俺は、いいよ。それよりリヴル、どうだ？　『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の手がかりとか」

「いえ、未いまだなにも」

　だよなあ。そもそも道を歩いているだけで見つかれば苦労はしない。

「ですがイツキ様、ここは相手の本ほん拠きよです。このまま何事もないとは思えません。そもそも『筆記官ライター』がやって来た時点で、『喫茶養生記』が平静でいられるはずがないのです。慌あわてて逃げ出すか、でなくともなんらかの対応を取るはず。死書が動けば、我々もその痕こん跡せきを得ることができるでしょう」

「そんなもんか？　息を潜ひそめていりゃ、やり過ごせるような気がするんだけど」

　京都と言っても広い。今日明日の間になんの手がかりも得られなければ、イシュタルの雷かみなりが落ちることになるだろう。さて、雷くらいで済めばいいんだが。

「イツキ様。昨日も言ったと思いますが……『喫茶養生記』は、近くに別の死書がいることを嫌います。それは逆説的に、かの死書の感情の揺ゆれ、嫌悪感が私にも感じられると言う事です。私も死書の一種である以上、『喫茶養生記』の敵視の対象に成りえます。近くにさえ行けば、少なくとも私は感じ取れます。見逃すなど有り得ません」

「ふうん……。本同士の感覚、みたいなものか？」

　さしずめ死書レーダーってとこか。こいつ機械っぽいしな。

「はい。全ての死書に適用することはできませんが。こちらを明確に敵視する、ないしは必要以上に嫌悪する死書であれば、私は近づけばわかります。相手が電子化などをしていると、この限りではないのですが……」

　だよな。そんな便利な能力があれば、前回の『邪神秘法書ネクロノミコン』の時に言っている。わざわざ改めて言うってことは、相手が『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』だから使える技だってことだろう。

「わかった。お前の言うこと信じるよ。要は、近くに行けば、お前がわかるんだな」

「はい。同じ寺の敷地内であれば、ほぼ確実かと。イツキ様、『喫茶養生記』自身は強力な力を持ちませんが、なにより屈くつ指しの禅ぜん僧そうである栄えい西さいの手による書物です。禅の神しん髄ずいは、言葉に伝えられぬもの。ご用心ください。言葉に表せぬもの、理屈を超越したものとはつまり、神とよく似ている、ということです」

　脅おどすなあ、こいつは。まあ、それでも大丈夫だろ。『邪神秘法書ネクロノミコン』の時だって、散々脅されたけれど最後には封印できた。『喫茶養生記』は彼女よりも格下らしいし、以前みたいな怪かい獣じゆう大決戦が起こることはない、と思う。不安要素があるとするならばやはり、この京都が敵のホームであるという、その一点か。

　周りに誰もいないから良いようなものの、リヴルがこうも平然とファンタジーを話すのはやはりよくない気がする。あとで注意しておくべきだろうか。

「ん」

　湿気を含んだ風が吹いた。冷静に周りを見渡してみれば、随ずい分ぶん人が少ないことに気付く。おかしく、ないか。そりゃ、閑かん静せいだから来たんだけど、もう少し地元の人間がいたって良いだろうに。

「イツキ様」

　リヴルが声をあげる。湿度の高い空気を締め付ける、乾いた声音が。

「どうした。なんか、これ」

「あちらに」

　端整なその目を細めて、銀ぎん閣かく寺じへと続くその道を示した。こいつ、目が良いのだろうか。普通の人間とは思えない運動能力を示したこともあるから、あるいは五感も並みではないのかもしれない。

　続く小道の真ん中に、なにかある。周りの風景と溶け込まない、純白の塊かたまり。ティンダロスの猟りよう犬けんとか、『無貌ナイアルラトホテツプ』のような異界のクリーチャーを連想してしまう。なんだ、あれ。この感覚は、いつか抱いたような気が。

「敵、か？」

「いえ、そんな気配は…………この距離では判別が難しいですが、人間のようにも思えます。倒れているのでしょうか？」

　倒れている、と聞いてぼうっと突っ立っていられるほど、鈍にぶいつもりはない。すぐさまその影に駆かけ寄っていく。白色のセーラーや丈の短いスカートは確かにウチの制服とは違った。女か？

　もしかして、『喫茶養生記』に。

「ん…………ぅ」

　派手な金髪をツインテールにした、女。うつ伏せに倒れているから顔は見えないが、こんな状態で顔色が良いとは思えなかった。くそ、なんだよ。まさか、もう死書から攻こう撃げきがあったのか!?　そうだとして、なんで俺じゃなくて、こんな無関係の人間が狙ねらわれる!?

「おい、おい！　大丈夫かよ!?」

　仰向けに抱き上げた。うつ伏せのままでは呼吸もしにくいだろうし、必要となれば服をゆるめるくらいはしなくてはならないだろう。一応呼吸はしているようだが、血色はやはり良くない。体温も低いように思えた。なあ、もしかしてこれ、結構ヤバかったりするんじゃねえの？

「ぁ……は…………は」

「は？」

　唇が動く。意外とはっきりした発音だった。リヴルに救急車を呼べと伝えようとしたら、その前に少女が言葉を続ける。今度こそ、しっかりとした声で。

「腹…………減った」

　まるで戦友に遺ゆい言ごんを託たくし死んでいく兵士のように、少女はそう言ったのである。

　あー、なんか厄やつ介かい事ごとの予感。うん、とりあえずあれだ。

　こいつ、助けなくてもいいよな？




　少女は、金こん野のカナと名乗った。

「ほほはひはははふひはほはふへへひははひはひへほんほふひはひはほうほほひはひは。ほほほほんはひっほふはふへはへんへ」

「宇宙人がいるぞ」

　お礼を言ってんのは想像つくけど、食ってから喋しやべれ。

　とりあえず腹が減って行き倒れていた少女に、買ったばかりの八やツ橋はしイチゴ味を差し出したところ、猛もう烈れつな勢いで食い始めている。ああ、ちくしょう！　もっと味わって食えよ！　それユズキにあげるはずだった土産みやげなんだぞこの行き倒れ！

「うおー、すげー。カナちゃんカナちゃん、これも食う？」

「はひはほうほはひはふほふはは！　ほほほほんはひっほふはふへはへんへ！」

　未み耶やが、お土産に買った饅まん頭じゆう詰め合わせを差し出すと、かなり喜んだようだった。いや、なに言ってるかわかんねーけど。なんだかんだで敬けい一いち郎ろうや小こ牧まきも彼女にお土産を渡しているので、そろそろ空腹は解決するだろう。

　俺たちがやってきたのは、哲学の道を少し進んだところにあった洒しや落れた休きゆう憩けい茶屋。腹が空すいたというカナのために、団子やらあんみつやらと一緒に、俺たちの持っていた食料（そのほとんどが土産である）を与えていた。カナの前に、食い物が山と積みあがっている。

「イツキ様、銀ぎん閣かく寺じへは」

「悪い、リヴル。ちょっと待ってくれ。こいつ倒れたままにするのも寝覚め悪いし」

「イエス、マイライター」

　あ、バカ。妙みような外国語を言ったせいで、未み耶やがこちらに訝いぶかしげな視線を送っている。発音が流りゆう暢ちよう過ぎて聞き取れませんようにと思うが、どうだろう。未耶は英語の成績も良かったはずだし。

　半ば現実逃避的にカナの様子を見る。腹が減っていたのは本当のようだ。

「ふはっ！」

　八やツ橋はしを食いつくして、カナが息をついた。もちろんユズキのために買った八ツ橋は一切れたりとも残っていない。いや、ん、つか、包装紙や土産みやげの紙箱まで、どこに、も、ない？

「いやぁ、助かりましたえ。えーと、イツキはん。それから未耶はん。敬けい一いち郎ろうはんに泉いずみはんですな。いやあ、ほんにお腹が空すいて空いて死ぬかと」

「待て。お前、土産の紙箱はどうした？」

「食いましたえ？」

　きょとん、とした顔でカナが問い返してくる。吊つりあがった猫のような目が印象的なのだが、口調は随ずい分ぶん噓うそくさい京都弁だった。多分普通の京都人はこんな喋しやべり方しない気がする。表情は柔らかいが、吊り目の目元はキツネのようにも見える。顔立ちの、なんとも言えないアンバランスさ。強気な京風美人とでも言うべきか。

　黒髪だったらさぞ京都の町並みに似合うだろうに、強引に染めた感じの金髪ツインテールなのが残念というか。なおさらギャップで浮き立つというか。

「は、食ったって……」

「ウチ、なんでも食べてしまうんですわ」

　そりゃ、材料は植物だから紙だって食えないこともない──のか？　だが、それはいささか極論では。そう思ったら既すでにカナは次の土産へと手を伸ばしていた。大和やまと撫子なでしこの要素は遠慮と謙けん虚きよだと思っていたのだが、この京弁娘にそんなものはないらしい。

　未耶はすごいすごいと無む邪じや気きに手を叩たたいて喜んでいるが、腹減って包装紙ごと食うってどんな胃袋だよ。中に別の生物でもいたりするのだろうか。

「たくさん食べる女の子って健康的で良いなあ」

　隣の敬一郎バカがそう呟つぶやいた。誰かカナにつっこみはないのかよ！

　まあ、でも、考えてみれば俺にもあったな、ちょっとおかしな特技が。呆あきれるほど早い高速筆記に比べれば、つい紙箱を食べちゃった、なんてのは大したことない、のか？　やろうと思えば俺にもできそうだし。やらないけど。

「改めまして、金こん野のカナと言いますえ。どうかよろしゅうお願いいたします」

　三つ指をついて、嫁入りでもするのかと問いたくなるような丁てい寧ねいな挨あい拶さつ。中身は完全な大和撫子なのに、派手な金髪と短いスカートがギャルっぽくて、ミスマッチというかなんというか。

「アンタ、地元の学生？」

「はいな。すぐ近くの高校に通うてます。ここは近道ですのや」

　やっぱりか。通学途中に倒れた、というところか。

「昨日の晩からバイトやらなにやらで忙しうて、なにも食べてへんかったら、ちょっとカロリーとか血糖値とかでふあーとなってもうて」

「あーわかるー！　あれだよね、身体測定の前になにも食べない感覚だよね。ふあーってなるなる」

「そうなんですわ。特に昨日はバイトがきつうて。頭がぐるぐるぅと」

　いきなり未み耶やと意気投合している辺り、かなりアレな人なのだろうか。

「なあ、この子可か愛わいいよなイツキ？　はんなり京都弁とかマジ良くね？」「後ろ見てみろ。小こ牧まきが泣いてるぞ」「ぐぉあっ!?　ち、違うんだ泉いずみ！」

　学習しない敬けい一いち郎ろうであるが、どうも小牧もわざと泣いて敬一郎を困らせている風があるんだよなぁ。小牧泉の腹黒疑惑。まあ、あっちのバカップルはこの際どうでもいい。それよりも、だ。

「今すぐ学校行ったほうがいいんじゃないのか」

「もー、なに言うてはるんですか。まだ皆さんの施ほどこし頂いてないどすえ。もったいないですやろ……はぐ」

　饅まん頭じゆうに（包装紙ごと）かぶりつくカナ。

　そんな彼女を見てわかった事、一つ。この女、食べるのが異常に早い。

　いや、大口開けて食べたりとか、そういう事はしない。さっきは口に詰め込んでいたが、あれはカナがあまりに空腹すぎて余裕がなかったということなのだろうか。饅頭は楚そ々そとした食べ方で、落ち着いて食っているように見えるのに、それでもあっという間に食品が消えていく。

「ほあー、お菓子なんて久しぶりやわぁ」

「つーか、お前地元民だろう。地元の名物に縁えんがないってのはどういうことだ？」

「近くに住んでいると、わざわざ買こうてきて食べようなんて考えへんもんどすえ」

　そんなものかもしれなかった。

　会話に参加していないリヴルは、いつの間にか急きゆう須すをもって茶を人数分いれていた。気がきくというよりも、単に誰かの世話をしていないと落ち着かない性質なのだろう。

「ところで、皆さんは修学旅行？　どちらから来ましたん？」

「東京のほうな。班別の観光中……ああ、あっちのバカップルは気にするな」

「はあ。ああ、イツキはんと未耶はんも付きおうてますん？　なら旦だん那な様と奥様とお呼びしたほうが」

「いいわきゃないだろ」

　話し方のペースがもどかしいの俺だけかなあ。敬一郎は可愛いと言ったが、この独特の速度がどうにも慣れない。未み耶やは既すでにカナの隣に並んでいて、もう完全に私たち友達でーす、という顔をしていた。女は仲良くなるのが早はえぇなぁ。

「よっしゃ」

　敬けい一いち郎ろうのやった土産みやげも全部平らげて、カナが手を叩たたく。こういう動作が様になるよな、この京風ギャル。

「ここであったのもなにかの縁ですやろ。食事のお礼がわりにウチが皆さんの観光、お手伝いしたりますわ。道案内やお寺の見所もお教えできますし。どないどす？」

「あ、それはダメ。カナちゃん、ちゃんと学校行かないと」

　うむ、ノリノリの未耶でもその点の分別はあるらしかった。そりゃそうだ、生き真ま面じ目めな委員長様がサボりに良い顔をするとは思えない。俺だって、なにもなければカナに学校へ行けと言うだろうさ。

　だが、今は。

「あー、詳くわしいのか、カナ？　そういうの」

「ふふ、ちょっと、色々あるんどす。きっと驚きますえ」

　そう言ってカナが持っていたスクールバッグから取り出したのは、手帳。ラインストーンでごってごてに装飾されたものだった。スケジュール帳、ではなさそうだ。ギャルがよく持ってるプリクラ帳みたいなものだろうか？　しかしカナはあっさり手渡してきて、中を見ろと言った。プリクラ帳なら他人においそれと見せるとは思えないし。

　中を開く。目に飛び込んできたそれを、最初は、経きよう文もんかなにかと思った。
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　北きた野の天てん満まん宮ぐう：祭神菅すが原わらの道みち真ざね。天てん暦りやく元年、流刑となった菅原道真の祟たたりを恐れ、社殿が造営。永えい延えん元年、一いち条じよう天皇より北野天満宮天神の称が贈られた。建造物は北門、社殿、東門、三光門、宝物殿など。宝物殿には北野天神縁起絵巻のほか、北野曼まん陀だ羅ら図ず、日本書紀、また太た刀ち銘めい國くに綱つな（鬼おに切きり）、太刀銘備び州しゆう長おさ船ふね師もろ光みつ、太刀銘助すけ守もり、太刀銘恒つね次つぐ。




　その他、平びよう等どう院いん、宇う治じ神社、随ずい心しん院いん、醍だい醐ご寺じ──いや、もういいな。ギャルギャルしたプリクラ帳に書かれた、これでもかというほどの漢字の群れ。おまけに、カラフルな蛍けい光こうペンで、女っぽい丸い文字で書かれているから、こっちの目が疲つかれてくる。京都内の寺じ社しや仏ぶつ閣かくの情報が、延々とつづられていた。下手なガイドブックなど目ではないとばかりに詳しよう細さいに。

　別のページには神社の縁起や歴史が事細かに記され、またページをめくると、各寺院の本尊の写真があった。カナが撮影したのか、ネットから写真を拾ってきたのかはわからないが、とにかく文字情報だけではない。

　背後からリヴルが覗のぞきこんでくる。無言ではあったが、彼女の青いガラスの瞳に、感かん嘆たんがにじんでいるようにも思えた。知識の結晶、リヴルですら驚くほどの情報なのか。

「すごいな……これは。どうしたんだ？」

「嫌いやどすえ、イツキはん。乙女のヒミツを聞くなんて」

　頰ほおに手を当ててくねるカナ。いや、それはどうでもいいが、普通の女子高生が集めたにしては、この情報量は一種異様な気さえする。プリクラ帳をカナに返すと、今度は自じ慢まんするかのように未み耶やにも見せ始めた。

　リヴルが、なにか言いたげに目線を送ってきた。もちろんわかっている。軽く頷うなずくだけで、リヴルも俺の意を汲くみ取ってくれたようだ。

　カナは、もちろん俺たちの事情など知らない。寺じ社しや仏ぶつ閣かくを巡り『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を探し出さなくてはいけないことなど、だが、この詳細な（リヴルが驚くほどの）情報量ならば、あるいは捜そう索さくの助けになるかもしれない。

「ふふん、どうどすか？　これなら皆さんの案内もいくらでも♪」

「だーめっ。ちゃんと学校いきなさーい。委員長命令っ」

　地域や学校の垣根を飛び越えて、未耶が権力を行使する。しかしカナはニコニコして聞き流すだけだった。

「いや、未耶。ここはせっかくだし頼もうぜ。カナの言う通り、ここであったのもなにかの縁えんだろ」

「はぇ？　ど、どうしたのイツキ？　なにか悪いものでも食べた？」

　心配のされ方がリアルだった。俺が縁とか言うのがそんなにおかしいのか。

『喫茶養生記』、その手がかりだけでも探さなくてはならない今、カナの申し出は渡りに船なのである。寺院に詳しい地元の人間がいるだけでも大分変わってくるはずだ。あとで変わったことがないかどうか聞いてみるのもありだろう。

　土地の事は、地元の人間に聞くのが一番だ。ましてやカナのこの手帳を見れば、彼女の知識に頼りたくもなる。

「あーん、イツキがカナちゃんを不良にしようとしてるよぉ」

　心配しなくてもこのギャル、見た目は若干不良っぽいから。それで中身が大和やまと撫子なでしこなのがまた、なんというか、ちょっと腹が立つ。

「違う。俺はただ、ユズキにやるはずだった土産みやげを取られたから、その元を取りたいだけだ」

「なんだ、シスコンだもんねイツキ。でもダーメ」

　くそ、この程度の言い訳ではダメか。

　一つでも多く、手がかりを見つけたい現状。細かいことは言っていられないのである。しかも、これはあくまでも観光。死書と直接戦うわけでもないから、カナへ協力してもらうのにも躊躇ためらいはなかった。

　それでも、巻きこまれない保証がないわけではないのだが。

「未み耶やのことは気にすんな。お願いできるか、カナ」

「もちろんですえイツキはん。なにかリクエストとか、あらはりますか？」

「そうだな……じゃあ」

　ちら、とリヴルを見ると、すかさずリヴルが声をあげた。

「では、禅ぜん寺でらなどいかがでしょうか？　銀ぎん閣かく寺じも近いですし。節操なくあちこち見てまわるよりも、統一感があったほうが良いと思われますが」

「ほほう。さすがガイドさんやな。ではそうしまひょか」

　リヴルの言葉にカナが頷うなずく。もちろん真意は、禅僧の著した『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の手がかりが得られるかも、という判断からだ。

「ちょ、ちょ、ちょっとー。勝手に話を進めないでよぉ！　委員長として、そんなの許さないから！」

「お前、カナの学校とは関係ないじゃん」

「それとこれとは別なのー！　サボりは許しちゃいけないのー！」

　はいはい、真ま面じ目めなのも大変ですね。本当はカナと行きたいくせに、色々しがらみがあって言いだせないのがよくわかった。やれやれ、どうするか。まさか無理矢理連れていくわけにもいかないしな。
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「ふふ、未み耶やはん。実は学校は行かなくてもいいんどす」

　と思ったら、吊つり目を細めてカナが呟つぶやく。助け船か？

「ほえ？　どゆことどゆこと？」

「ウチの学校は、他の観光客はんと会ったらもてなす決まりがあるんどす。そのためなら学校サボっても怒られないんどすえ」

　でまかせじゃねーか。危あやうくでかかったツッコミを飲み込んだ。未耶は『え、え、そ、そうなの？』と、ほぼ信じてる。噓うその内容よりも、平然とした顔つきのカナの表情によって、頭は悪くないはずの未耶が騙だまされていた。

「う、うー……そ、それなら、仕方ない、のか、な？」

「よっしゃ。それじゃあ決まりどすな」

　うお。話がまとまった。金こん野のカナ。侮あなどりがたい。そう思ってぶしつけに眺ながめていると、カナが俺に向かって軽く片目をつぶってみせた。なかなか策士である。

「じゃ、そういう事で。おーい、そこのバカップル、出発するぞ」

『お前が最高だよ泉いずみ……』とか鳥肌のたつセリフを囁ささやいていた（それで機嫌を直す小こ牧まきも小牧である）敬けい一いち郎ろうに声をかけておく。アイツら、俺たちの会話これっぽっちも聞いてやがらなかったな。

　カナは会話中も隙すきを見ては土産みやげを平らげていたので、もはや食料は跡あと形かたもない。つか、ゴミもほとんどねえ。とてもエコだが、カナの胃袋が心配になる。おかげで出発はすぐに可能だった。

「ふふ」

　立ち上がる金野カナが、そう言って笑う。こいつは動物にたとえるならば、抜け目のないキツネだろうか。ほんわかした言動や表情を自分の武器として使っているような、そんな印象がある。この古都にあって、そんな表情はとても似合っていた。

「ほんなら、まずは銀ぎん閣かく寺じからどすな」

　未耶や敬一郎、小牧の相手はカナに任せておけばいい。

　俺がやるべきことは、別のこと。観光と銘めいうった調査であり、同時にエレシュキガルを助けるための行動で。その意味でカナは、とても大きな助けになるはずだ。

「リヴル」

　隙を見て、己が従者を呼びとめる。

「もし、未耶やみんなが巻きこまれた時は、最優先で守ってくれ。死書の追つい撃げきよりも、こいつらの身の安全のほうが大事だから。それだけ、頼む」

「イエス、マイライター」

　その答えで、俺は気を引き締める。さあ、そろそろ楽しいだけの修学旅行は終わりだ。これから始まるのは本との戦いで、そしてもしかしたら間接的には、世界を救う勇者の役割ももつのかもしれない。それはこの際、どうでもいいのだが。

　俺はただ単に、見知った幼い女神を助けたいだけで。

　それと同時に、誰も巻きこみたくないだけなのだ。

「さ、行くぞ」

　その言葉は未み耶ややカナに向けたと見せかけて、結局のところ、共に戦いに赴くたった一人の従者にだけ、発したものだった。覚悟を決めろと、その裏に叱しつ咤たをこめておいたが、さて、彼女は気付いただろうか。




　俺の決意に反し、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の手がかりを見つけることはできなかった。

　もちろんカナは地元民の特権を生かしに生かして、近道や裏道、観光地の見所やちょっとした裏話などなどを駆く使しして、俺たちを楽しませてくれたし、リヴルもそのガイド能力をもって様々なトリビアを披ひ露ろうしてくれた。ぶっちゃけ、中身の濃い観光だったとは思う。良い思い出になったといえば確かにその通り。携けい帯たいを持っていないらしいカナは、わざわざ住所と電話番号を俺たちに教えてくれた。近くにまた来たら遠慮なく連絡をくれ、と言っていた。

　交通手段を熟知していたカナのおかげで移動に時間もかからず、もちろん迷うことなどあるはずもなく、最短時間で次の目的地へと辿たどりつけるのだ。銀ぎん閣かく寺じや、なんと今日は行くことがかなわないと思っていた建けん仁にん寺じまで行くことができたのだ。正直、ここまで完かん璧ぺきに案内してもらえるとは思わなかった。あの手帳の記き載さいされた事項もさることながら、それを全て頭にいれているらしいカナが、観光における最大の味方だった。

　だけど、見つからなかった。最大のマークポイントであった建仁寺でも。

　建仁寺は『喫茶養生記』の著者・栄えい西さいの開山した寺院。『喫茶養生記』にとっても重要な場所のはず──なのだが、手がかりらしい手がかりは得られていない。他にも、リヴルも、適宜カナに要望を出して、彼女の考えるめぼしいポイントを集中的にまわったというのに。

　なにか、見落としているのだろうか。明日は修学旅行最終日だ。そろそろ余裕がなくなってくる。確実に死書をあぶりださねばならない。

　リヴルも、バスガイドの服装から解放された。今頃は近くのカプセルホテルに泊まっているはずだ（金はしっかり請求されたが）。『真白き本』に来いと二文字を記せばすぐさま飛んでくるだろうが、そうそう気軽には呼び出せない。もはや彼女はバスガイドではないどころか、修学旅行にはなんの関係もない他人ということになっているはずだ。

　イシュタルがどんな術を使ったか知らないが、もうその効力は消えてしまったということらしい。未耶や他のクラスメイトの記憶の中に、もはやリヴル・ブランシェなどという人物はいないのだろう。

　確かに一緒にいたのに、誰も覚えていなかった。

　夕食を済ませたあとで、念のために未み耶やに聞いてみたが──聞き慣れないカタカナの羅ら列れつ、リヴル・ブランシェという単語に、彼女は首を傾かしげるだけだった。便利な女神の介入は、もう終わりだ。初めから、全てあるべきものへ戻っただけ。

　リヴルがここにいないのが、自然で当然。

　そこに寂さびしさを感じるのは、だから違うのだ。

（これからのこと、考えねえと、な）

　夕食を済ませて、適当な自由時間。俺は『真白き本』に色々と書きこんでいる。自室の敬けい一いち郎ろうや友人たちは、小こ牧まきの部屋に遊びに行ったらしい。俺はこれからのことを考えなくてはいけなかったので、好都合と一人部屋に残っていた。

　他の生徒がいる以上、リヴルを気軽に呼び出すことはできないが、代わりに『真白き本』を使って、リヴルに指示を出すことができる。

　皆が寝静まった頃に、ホテルの前で落ち合う。それから二人で夜の街をめぐり、死書を探し出す。徹夜覚悟の作戦を書きこんでリヴルに伝えていた。もちろん、リヴルからなんらかの応答があるわけではないから、不安ではある。イエス、マイライター。その返事が欲しいだけなのに。

　なんか、切なかった。くそ、成果があがらないからナイーヴになっているのだろうか。センチメンタルな感情に浸ひたっている時間などないというのに。

　がちゃ。扉を開ける音がした。誰だ？　敬一郎たちが帰ってきたのだろうか。しかし、ふらふらと部屋に入ってくる影は一つだけだった。

「お邪魔しまぁーす……イツキいるぅー？」

「未耶？　どうしたんだ？」

　入ってきた馴な染じみのある少女は、何な故ぜか頭をふらふらと振っていた。酔っ払っているようにも見えるが、真ま面じ目めな未耶が酒など飲むはずも思えない。顔色は赤いどころか真っ青だし。

　様子が変なのは、すぐにわかった。

「あぅー、イツキー……」

「あーあー、おい、浴衣ゆかたはだけてるはだけてる。なんだ、調子悪いのか」

　風か邪ぜ気味のエレシュキガルを思わせる様子。ずれてだらしなくなっている浴衣を直してやると、わずかに胸元が垣かい間ま見みえた。ノーブラだった。ちくしょう、わざと見たんじゃないとはいえ、罪悪感が。

「酔い止めとか持ってない……？　なんだか、気分悪くて……」

「酔い止めって……お前に必要なのは風邪薬に見えるんだが」

「そーゆーんじゃないのさー。なんてゆーか……お腹空すいて、動けない、あの感覚がさー」

「はあ？」

　夕食はついさっき食べたはずだろう。むしろお前はいつもより多めに。

　いや、それを言うならば、敬けい一いち郎ろうや小こ牧まきも随ずい分ぶんとたくさん食べていたように思う。まあ敬一郎はともかく、小食な小牧まで？　思い返せば随分と食事の終わるのが早かったような。

「ねー、イツキー、だから酔い止め……」

「なにも乗ってないのに車酔いするわけないだろ。今日は早く休」

　最後まで、言えなかった。

　未み耶やが、ぐらりとその身体を傾かたむけて「なっ」畳たたみに倒れこもうとするその身体を慌あわてて受け止める。「か、軽……!?」真っ青なその顔は既すでに意識がないことがよくわかった。なんだ、なんなんだよこれ。

（ガ、ガガガガガガ、ガガ）

　どこからか聞こえる耳みみ障ざわりな音声。意識のない未耶。異常に軽いその体たい軀く。

　嫌いやな予感がした。これは、いつかの時とよく似ている。さっきも思っただろう？　もうお楽しみ気分は終わりだと。この（ガガガ、ガガ、ガ）得体のしれない音声は、全く違う音でありながら、一月前に対たい峙じした猟りよう犬けんの鳴き声を思い出させてくれた。

「未耶っ、おい、未耶！」

　返事はない。ぐったりしたその身体にはなんの力もこもっていない。

「とにかく……っ、せんせーの、とこっ……！」

　未耶を床に寝かせて、部屋を飛び出す。『真白き本』は当然片手に。なにかあった時にすぐ対処できるように。

　ホテルの廊下に出て、まずはその静けさに啞あ然ぜんとした。

　噓うそだろう？　今は自由時間だぞ？　なんでこんなに人ひと気けがない？　どうして、空気が死んでいるんだ？　一学年がホテルに丸ごと泊まっているのだから、もっと活気があっても。

「くそっ！」

　とにかく誰か呼ばなくてはと、隣の部屋へと入る。いや、今俺は噓を吐ついたな。助けを求めるのではなく、自分の中にわいた蛆うじのごとき連想を排はい除じよしたいがために、隣の部屋に飛びこんだ。

　嫌な予感は、最悪の形で的中して。

「マジ、かよ……」

　隣の部屋。そこで、四人のクラスメイトが倒れていた。全員この部屋に泊まっている連中。ぐったりとしていて、指をぴくりとも動かさない。近づいてみると、未耶と同様、青白い顔で倒れこんでいた。はは、まだ夜も更ふけないこの時間、こんな顔で眠る奴やつらがいてたまるか。

（ガガガ、ガガガ、ガガガガガガガガ）

　俺は、ホテルの廊下をひた走る。途中、いくつも部屋を確認してみたが、全て同じだ。全員が青白い顔で倒れていた。男女やクラスの差別なく、全て。息はあったようなのだが、この状態が致ち命めい的なのか、そもそもなんの症状なのか、それすら俺には判断できなかった。こんな異常事態に対処する術すべ、俺は持っていなかった。

　敬けい一いち郎ろうや小こ牧まきのいる部屋も、もちろん見た。アイツらも、未み耶やと同じで。

　途中、廊下に倒れているホテルの従業員も見かけた。そうだ、これは、ホテル全体に起きている異変だ。おそらく教師たちも同様に倒れているに違いない。はは、ここまでくればもうわかる。

　こんなことできるのが、死書以外にいるかっての。

「助け……呼ばねえと……！」

　ホテルの中全員が倒れているなどと言って、信用されるだろうか。いや、そんなこと言っている場合じゃない。俺はすぐさま携けい帯たいを取り出した。救急車一台二台じゃとても足りないが、それでも。

「あ…………!?」

　携帯を、取り落とした。なんで？　簡単だ。

　手から、力が抜けた。

「あ……!?　なっ……!?」

　思わず膝ひざをつく。別に、誰かになにかされたわけでもない。というかここには俺以外に誰もいない。ただただ、全身から力が抜けて、ホテルの廊下に倒れこんで。そう、言葉にしてみれば、バカらしいほどに単純。

　腹が、空すいた。猛もう烈れつな飢き餓が感が、身体を。

「は……っ、んだよっ、これっ」

　手に力が入らない（ガガガガ、餓、ガガ餓）。空腹を通り越して、内臓が全部吸いつくされたような（ガガガ餓ガガ餓餓ガガ餓）。そうか、未耶もみんなも、この得体のしれない鳴き声にやられたのか（餓餓、餓ガガ餓ガ餓）。立ち上がることもできず、ただただ餓うえ渇いた喉のどと胃がなんでもいいから食う物を（餓餓ガガ餓、餓餓餓ガガガ、餓）。ちくしょう、なにかしたくても、それをできるほどのエネルギーがもう体内に残っていない。

　枯かれる。

　このまま放置しておけば、俺は食物を摂せつ取しゆして作りだした自分の力を全て奪われて、枯こ死ししてしまう。なにかしようにも、俺の手は言うことを聞かなくて。

　だから。

「リ…………ヴル！」

　頭がノイズに覆おおわれそうになる。気が遠くなる。本を開いたのか、羽ペンを持てたのか。それすら自信はなかったが。

　白紙のページに、なにかを書きこんだような。




　────ここに来い、リヴル。




「イエス、マイライター」

　朦もう朧ろうとした意識が明確化したのは、その返事が聞こえたから。

　リヴルが一いつ瞬しゆんで現れたように、俺には思えた。あるいは俺は、短い時間でも気絶していて、彼女の来訪によって覚かく醒せいした。だからこれほどの速さでリヴルが来てくれたように錯さつ覚かくしたのかもしれない。いや、今は、それよりも。

　奪われていた自分の力が、戻ったことを。

「リヴル……っぁ」

　メイド服の俺の従者は、すぐ傍そばにいた。あの耳みみ障ざわりな、餓うえを示す声はもはや聞こえない。全身の力を吸い取られるようだと感じたあの気だるさ、空腹感も、今はない。

「イツキ様、ご無事ですか？」

「リヴル……助けて、くれたのか？」

「これほどの規模の餓が鬼き憑つきです。さぞお辛つらかったでしょう。イツキ様に取り憑いていた餓鬼は取り除きましたので」

　彼女の言葉通り、身体の感覚が段々と戻ってきた。あの空腹感はどこにもない。さっきまで、なんでもいいから食い物を求めていたはずなのに。昼間に会った、あのツインテールの少女のように。

「餓鬼って……」

「餓鬼憑き、あるいはひだる神。民間伝承において、旅人が突然空腹感を感じて動けなくなってしまうことがあります。これは行き倒れになった者や餓死者の霊のため、と言われています。ひだる神は主に西日本に通じる呼び方ですね。基本的には同じものですが、ひだる神のほうがより食物に対して貪どん欲よくのようです。どちらにせよ、空腹が原因で死に至る霊れい障しようであることは確かです」

　霊、か。姿が見えず、妙みような音だけが響ひびいていたのは、それが原因か。

「イツキ様は、霊視はお得意ですか？」

「そんなもんが得意でたまるかっての……」

「通常、霊は人に見えません。餓鬼はティンダロスの猟りよう犬けんやクトゥルフ神話の邪じや神しんとは違い、霊体です。イツキ様には見えないでしょうが、このホテルの中に大量の餓鬼が充満しております。身体が枯かれ枝のようにやせ細り、しかし腹だけの膨ふくらんだ小鬼の姿ですね。このホテル内で人が倒れているのも、全て餓鬼憑きが原因と思われます」

　相変わらず丁てい寧ねいな解説だった。あるいは、リヴルがこんなに早く俺のとこに来ることができたのは、もしかしたらそれ以前から異変を感じていたからかもしれない。例えばホテルを覆おおい尽くす、無数の餓鬼が見えたから、とか。

　吐はき気がする。

「イツキ様。餓が鬼きのこの数です。未み耶や様や敬けい一いち郎ろう様、泉いずみ様がご心配なのもわかりますが、これでは餓鬼を駆く逐ちくする前に皆様の体力が持ちません。それよりも」

「誰の仕業だ」

　低い恫どう喝かつ。ああ、あのリヴルの肩が震えた。珍めずらしい。

　ちょっと、脅おどかし過ぎたか？

「俺のクラスメイトをこんな風にしたのは、誰なんだ、リヴル？」

「イエス、マイライター。間違いなく『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』です。いかなる手法をとったかはわかりませんが、大量の餓鬼を呼び出してイツキ様を襲しゆう撃げきしたと思われます。これは、明確な死書の襲撃です」

　そうか、ならやることは一つだ。

　絶対に助ける。もう明日だなんてのんきなことは言っていられない。今晩中にケリをつけなければいけない。俺は『真白き本』と羽ペンを手にして、餓うえを繰り返す気配を感じ取る。

（餓餓、餓餓餓、餓餓餓餓）

（餓、餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓、餓餓餓餓）

　虫の羽音のごときそれ。見えなくても感じとれる。俺を襲おそい、敬一郎や小こ牧まきを襲い、そして未耶を襲ったやつが、ここに充満しているのならば。

「行くぞリヴル──絶対に、全員助けるぞ」

　もう悠ゆう長ちようなことは言ってられない。ここから始まるのは、一月前の血の再演。

「イエス、マイライター」

　静か静かな覚悟の声は、俺になにより心地よかった。
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　落ちた落ちた。首、落ちた。

　大だい蛇じやの首が転がり落ちた。

　娘は隠かくせ、酒を出せ。

　八岐大蛇やまたのおろちを酔わせてしまえ。

　八や重え垣がき、八門で八の首、八十八回微み塵じん切ぎり。

　酒に溺おぼれた。毒どく蛇へび死んだ。

　八つの甕かめに酒が溢あふれた。

（検索完了。『古こ事じ記き』にある須ス佐サ之ノ男オの神話と、記述内容が合致しました）

（『八塩折之酒やしおりのさけ』、具現化アツプロードします）




　一晩は大丈夫だと、リヴルは言った。

「酒、くせえな……。おい、リヴル、これでいいのか」

「はい。餓が鬼き対策としては十分すぎるほどです。日本神話においてもおそらくトップクラスの怪物、八岐大蛇。かの大蛇を死に至らしめる直接の原因となったのは、この伝説の『八塩折之酒』となります。ホテル内に餓鬼は無数におりますが、大蛇ですら眠る強力な酒ならば、餓鬼どもを眠らせるなど造作もありません」

　八岐大蛇の神話は知っていたが、まさか酒にまで名前がついているとは。ホテルのロビーに設置した八つの大甕を見たら、つくづくそう思った。大甕からは強烈なアルコールの匂においが漂ただよってきて、こっちの脳までくらくらしてくる。

　今は、未み耶やと小こ牧まきが泊まっている部屋。五階以上離れたここで酒の匂いがするのだから、酒の充満した甕などに近づけば、それだけで倒れてしまうかもしれなかった。

「また、酒は魔を除よけ、神を呼ぶ飲み物という側面も持ちえます。例としては御お神み酒きなど。この量であれば、おそらく一晩は餓鬼の動きを阻そ害がいし、弱らせることができるでしょう。既すでに大量の餓鬼が甕に群がり、泥でい酔すいしております。日の出まであと九時間三十二分。おおよその目算ではありますが、日の出が過ぎれば餓鬼が動きを再開し、皆様の命にもかかわります」

「命にかかわる……空腹で、死ぬってことか？」

「はい。餓鬼は、人間に取り憑つき栄養分をかすめ取る霊れい障しようです。『八塩折之酒』は、餓鬼の気をそらし眠らせ、一時的にその栄えい養よう奪だつ取しゆを阻害したに過ぎません。いたずらに時間が過ぎてしまえば、餓鬼どもは行動を再開します」

　耳みみ触ざわりな音が聞こえてきた。餓餓餓、餓餓と。

　空腹に誘われ、餓鬼は、今まんまと酒を飲んでいる。リヴルは日の出を過ぎれば危ないというが、逆に言えばそれまで未み耶やたちの安全は保障されているとも考えられる。焦あせるなよ俺。落ち着いて、次の最善の一手を考えろ。

　あれから。

　リヴルのおかけでどうにか餓が鬼きから助かった俺は、まずホテルの中を確認した。案あんの定じようというか、ホテルの中で動いている人間は皆無。誰もが未耶と同じように気を失い、気絶している。

　未耶や敬けい一いち郎ろう、小こ牧まきや恋こい池いけ先生だけは、きちんと布団を敷いて寝かせておいた。さすがに全員にそこまでしてやる時間はない。餓鬼の対策をうつのが先である。『八塩折之酒やしおりのさけ』なんて名前は知らなかったが、そこは生きる百科事典のリヴルがいる。ロビーで『真白き本』を開けば、酩めい酊ていを生む酒はすぐに作りだすことができた。

　未耶は、すぐ傍そばで眠りこけている。なんか、全然動かない。人形のようにすら思えてしまう。

「でもリヴル、当てはあるのか？　手がかりは今のとこなんもないだろ？」

「はい。昼には金こん野のカナ様のお力添えもありましたが、ここぞという場所を見つけることはできませんでした。ですが、敵が餓鬼を使っているというのであれば、推測は可能です」

　カナ。

　餓鬼という空腹の鬼と、昼間に倒れていた空腹の少女。その奇き妙みような符合は、なんなのだろう。死書は人間を媒ばい介かいとして『こちら』に影えい響きようを及ぼすという。だとすれば、あるいは、彼女が。

「それは有り得ません。イツキ様」

　エレシュキガルのように、俺の心中を悟さとったリヴルが呟つぶやく。あるいは俺の顔はそんなにわかりやすいのだろうか。

「なんで……わかるんだ」

「単純です。餓鬼は主に、空腹で死んだ人間が生まれ変わった姿だからです。カナ様は昼間、イツキ様たちのおかけで食事をしていました。あれから一日も経たたないうちに、カナ様が餓死するとも思えませんし──仮にそうだとしても、完成する餓鬼は一匹です。これほどの量には成りえません」

　カナが死ぬ前提で話していた。石を飲み込んだような嫌いやな気分になった。

「じゃあ、カナが、この餓鬼を操っているとか」

「それもおそらくはないでしょう。そもそも餓鬼は人間の命令を聞くような存在ではありません。餓鬼は人間が近づけば誰であれ取り憑つき、栄養を奪います。食事による栄養摂せつ取しゆを必要としない死書だけが、この餓鬼の影響を逃れることができます。そう、同時に、空腹の餓鬼へ、獲物がどこにいるか教えることも」

「……そうか」

　カナが無関係だと言われて、自分でもこうまで安心するとは思わなかった。理ことわりに満ちたリヴルの言葉は俺に反はん証しようを許さない。ま、よくわかんないってのもあるんだけどな。

　俺の手には『真白き本』と羽ペン。そして、小さめの京きよう都とガイドブック。地理がわからなくては、京都に詳くわしいという『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を相手取ることができるはずもない。気休め程度だが、それでも。

　それらを用意しての、リヴルとの作戦会議。焦あせる気持ちはもちろんあったが、標的の居場所に目算もつけぬまま動くのは、やはり得策ではない。

「イツキ様。いかに人間の協力があろうと、これほどの餓が鬼きは作れません。やはり京都の施し設せつ、どこかの寺じ社しや仏ぶつ閣かくを利用したものであろうとも考えられます」

「どういう、ことだ？」

「はい。まず餓鬼憑つきは、主に山中で旅人が行き遭あうものです。餓鬼は六ろく道どうのうちの一つでもありますが、民間伝承の餓鬼の場合は行き倒れになったもの、いわゆる無む縁えん仏ぼとけがその原因とされています。空腹のうちに死んだ魂たましいが餓鬼となり、旅人を襲おそうのです。水死した霊が海で船乗りを襲うのと似たようなものとお考えください」

　無縁仏。行き倒れ。もちろん想像しかできないが、頼る者のいない旅での孤独死とはどんな気分なのだろうか。死と生の神であるエレシュキガルなら、それがどんなものか知っているだろうか。

「ならばこそ、これだけの餓鬼を作りだすには、それなりの材料が必要のはず。人間一人二人ではとても足りません。すなわち無縁仏。大量の行き倒れた者を利用したはずです」

「『喫茶養生記』が、どこかで大量虐ぎゃく殺さつでもしたってのか!?」

「いえ、そのようなことをすればすぐに我々に居場所がわかります。イツキ様も、京都で大量の人間が死んだという話はお聞きになっていないでしょう？　それよりももっと効率の良い方法があります。なにも新たに人を殺さずとも、既すでに死んだ行き倒れの者を利用すればいいのです。『喫茶養生記』は土地、京の町を利用することに長たけているのですから。その土地に染みつく未み練れんから、餓鬼を作りだすことも可能です」

　なるほどな。かつて、飢き饉きんとか疫えき病びようが起きたような場所があれば、そこから大量の餓鬼を作ることができるってわけか。俺はガイドブックの地図を開く。リヴルはさらに続ける。

「京都は歴史が古いですが、その分いわくつきの場所も多くあります。飢饉などの際、大量の死体が打ち棄てられた場所もいくつか。確か、北西部の帷子かたびら辻つじ、鳥とり辺べ野の、または──西の化あだし野の。この近くに拠きよ点てんとなる場所があれば」

「そんな場所が都合よくあるとも思えないんだが…………」

　そもそも俺は、京都に詳しいわけでもないのだから。そう思いながら地図を開く。帷子辻、鳥辺野と辿たどっていく。地理に詳しい地元民ならば、こんな作業で時間をくったりしないのかもしれなかった。

「いや……寺、あるな。なんだ。化野、念ねん仏ぶつ寺じ？」

　地図にある小さな黒字を指さす。

　ガイドブックを裏返し、リヴルに見せた。ページの写真に写っているのは、石仏や石せき塔とう。それらが無数に並べられ境けい内だいを埋め尽くす光景は、言いようもなく凄すさまじいものがあった。

「化あだし野の念ねん仏ぶつ寺じ……空くう海かいが野ざらしになっていた遺い体たいを埋まい葬そうしたのが、始まり……？　明治三十六年に、化野に散在していた多くの無縁仏を掘ほりだし、多くの石仏、石塔により供養した……その数、およそ八千」

「八千、って……」

「ご覧らんください」

　リヴルが見せたガイドブックの写真には、境内を埋め尽くす石の写真があった。賽さいノ河か原わら、というらしい。眺ながめていてあまり気分の良くなる写真ではなかった。少なくとも真夜中に訪れたい寺ではない。

「これだけの数があれば、一つのホテルを襲う餓が鬼きも作ることができるでしょう」

「待てよ、だって、この死体って供養されてるんだろ？　だったら」

「イツキ様。重要なことは、その土地に染みつく未練と汚お濁だくです。死体は既すでに土に還かえったかもしれませんが、土地には行き倒れの死体から溢あふれた瘴しよう気きが満ちているはず。この八千という夥おびただしい数の石仏、石塔の数も、これだけの数がなくては土地を鎮しずめるのに足りなかった、と考えるべきでしょう。ましてやそれを熟知している『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』ならば、土地の穢けがれを呼び起こし、餓鬼を作ることも可能のはず」

　リヴルの話を信じるしかない。こいつは噓うそはつかないし、俺にはそういうオカルトはさっぱりわからないのだから。リヴルが言うのならばそういうものだとして受け止めなくては。

「……確証は、ないんだよな」

「申し訳ありません。全て私の推測に過ぎないのは確かです。ですが、私の乏とぼしい知識では他に当てがありません」

　間違っていたら、貴重な時間を失うことになる。それは避さけたい。

　だが、だからといってここを動かなくては愚ぐの骨こつ頂ちよう。今の俺にできるのは、タイムロスをなるべく減らし、かつ成果をあげること。ならば今すぐに化野念仏寺に『喫茶養生記』がいるかを探り、もし違うのであれば、早急に次の対策を打たなくては。

「いや、行こう。確かめるぞ。マジでそこにいるなら潰つぶしてやる」

「イエス、マイライター」

　俺は、未み耶やを見た。顔色は悪い。寝ているようにも見えるが、寝返りをうつということもない。あるいは、もう、そうする体力も奪われてしまったのか。

　悪い想像だ。俺は餓鬼のことも知らないのに、その症状まで詳しく知るはずもない。大丈夫だ。そんな酷ひどい状態だったならリヴルが教えてくれる。日の出までに終わらせれば問題はないと言っていたじゃないか。

「未耶。良い子で待ってろよ」

　返事はなかった。いつもの、どうでもいいような返答が欲しかった。まだ修学旅行は終わってねえぞ。ダウンするには早いんだよ。

　立ち上がる時。未み耶やがか細い声で俺を呼びとめた。

　錯さつ覚かくだった。




（検けん索さく完了。『今こん昔じやく百ひやつ鬼き拾しゆう遺い』と、記述内容が合致しました）

（『朧おぼろ車ぐるま』、具現化アツプロードします）

「飛ばしてくれ、『朧車』」

　牛ぎつ車しやに乗りこんで早々、俺は命じた。後から乗りこんでくるのはリヴル。牛車の中のメイドというのもなかなかシュールな光景だが、そんなことはどうでもいい。牛車の中には既すでに十二単ひとえを着た黒髪の美女がいた。こいつが、妖怪『朧車』だ。

　化あだし野の念ねん仏ぶつ寺じ。ホテルから五キロはある以上、徒歩で行くのはとても無理だ。しかし俺もリヴルももちろん車は運転できない。考えた結果、もっとも相応ふさわしいのがこの妖怪『朧車』だと判断した。『真白き本』に書き込むことで、この牛車を具現化させる。

「…………どちらまで」

「化野念仏寺だ。わかるか、『朧車』」

「…………はい。野ざらしの化野ですね。参ります」

　牛車が走りだす。それもかなりの速度だった。当然だ、俺は『真白き本』に書き込む時、牛の描写をしなかった。この牛車は、牛なしで駆け抜けているのである。そもそも原典たる『今昔百鬼拾遺』の絵に、牛は描かれていないしな。

　伝承では、加か茂もの大路を夜に駆ける異形の牛車、とある。かつての京都で起きた牛車争いが原因で妖怪となったというが、そんな事はこの際どうでもいい。肝心なのは、この妖怪が半透明であるということ。

　そう、この牛車は、透けているのだ。外から見ればまるで霞かすみのごとく。中にいる俺たちも外からは見えないようになっているはずだ。

「鳥とり山やま石せき燕えんの『今昔百鬼拾遺』の挿さし絵えでは、朧車は牛車の簾すだれの部分に、巨大な女の顔がついているものです。ですが、挿絵を知りながらそのような明確なイメージを喚起するものをあえて排はい除じよし、目立たぬごくごく普通の牛車を具現化させるとは。さすがですイツキ様。ご成長なさいましたね」

「あの絵はまんま化け物だからな。いくら半透明でもさすがに目立つ」

「…………化け物だなんて、酷ひどいです。くすん」

　扇せん子すに顔を隠し、『朧車』が拗すねてみせる。妖怪なのに随ずい分ぶんと腰が低いというか、控えめなヤツだと思った。

　御み簾すを少しだけ開けて、外の様子を覗のぞいてみた。異常なことに、建物や人間を通り抜けている。まさに幽霊、蜃しん気き楼ろうのようだ。乗りこんでいる俺たちも、あるいは『朧車』と同様に、妖異となってしまったのか。

　人間も建築物も一切を無視して、直線距離を進む『朧おぼろ車ぐるま』。移動手段としては最高に近い。既すでに電気の消えた人家や、着物で大通りを行く芸者の一団をすり抜けていく。夜の京都の喧けん騒そうも静せい寂じやくも関係ないとばかりに。外国人ばかりが乗るバスを追い抜いたところから見て、よほどの速度で走っているらしかった。

　無茶苦茶だ。呆あきれを通り越して感心すらしてしまった。人に見つからないように、と書いたのは確かに俺だがな。

「餓が鬼きは、あのホテルにしかいなかったのか？」

「そのようですね。理由は不明ですが、おそらくはアリの行列と同じでしょう。先頭の餓鬼の道筋を辿たどれば、自然と全ての餓鬼はあのホテルに辿りつくことになります。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』が、一番最初の餓鬼に獲物の位置を教えれば、あとは自動的に」

　餓鬼が単純であるからこそ、一度出来上がったルートしか通ることができないということか。それで、あのホテルにだけあれだけの餓鬼が集まってしまった。いや、『喫茶養生記』の狙ねらい通りか。

「…………浮世は朧おぼろ」

「ん？」

「…………人の世の空むなしきこと。化あだし野のの野ざらしもいずれ土。朧の月夜の甘き情事も、葵あおい六ろく条じようでの争いも、終わってしまえばなべて無常。妖あやかしの身なれど、来世の成仏願いたまえば、せめて主ぬし様さまへ祈りを一つ」

『朧車』が歌う。和歌のようだと思ったが、違う。物悲しいその言葉の羅ら列れつは、なんなのだろうか。

『朧車』。この妖怪の起源は、その昔に賀か茂も大路で車争いをした女官らの遺い恨こんが、牛ぎつ車しやに乗り移ったものだという。それが現世の空しさを説くのだから、あるいは、かつての行いを後悔しているのか。くだらないことで争ったものだな、と。

「イツキ様。『朧車』は、忠告しているようです」

「忠告だと？」

「…………はい、どうかお気をつけて。くだらぬ意地で、化野の骸むくろの仲間入りなど、なさいませんように」

　到着です。『朧車』がそう言って、牛車は停止した。五キロを走破したとは信じがたい短時間。タクシー使うよりもよっぽど速かったな。これからは時々お世話になるかもしれない。

「ありがとな。行ってくる。また呼ぶかもしれないが、その時は頼むぜ」

「…………はい」

『朧車』は扇子をぱちんと小気味よく閉じる。それが合図となったか、牛車の御み簾ずがあげられた。その先に広がるのは夜の闇やみと、不気味に並べられた無数の石仏。『朧車』が気をきかせて、境けい内だいの中まで案内してくれたらしい。

　俺たちが牛ぎつ車しやを降りると、『朧おぼろ車ぐるま』はその半透明の姿をさらに薄くさせ、牛車ともども消え去った。

「まさか妖怪使いになるとは思わなかったな」

「好かれていたように思います。『筆記官ライター』としては望むべきことです」

　そりゃありがたいな。これからもこき使ってしまうかもしれないし、仲が悪いのはよろしくない。死書とも、その死書から生みだす様々な連中とも。

　俺は『真白き本』と羽ペンがしっかりと手にあることを確認して、辺りを見渡す。境内を埋め尽くす石仏、石せき塔とう。種類は違うが、水みず子こ地じ蔵ぞうなどを連想してしまった。野ざらしの遺い体たいが放置されていたといういわくを考えると、なおさら肌をぞわりとしたものが撫なでる。

　死を収め、納め、治めるための寺。化あだし野の念ねん仏ぶつ寺じ。

　死した本を蒐しゆう集しゆうした死し想そう図書館と、あまり大きな違いはないのかもしれなかった。

「イツキ様、感じますか？」

「……なにを、だ？」

「闘とう気き、とでも申しましょうか。境内を、尋じん常じようならざる覇は気きが埋め尽くしております。これは武者の、それも相当な手て錬だれの持つものです。イツキ様、これを感じぬとあれば、イツキ様に武人の素養はないと言わざるをえませんが」

　そんなもの無くたって困らないので、バカにされている気も起きなかった。大体、『筆記官ライター』が直接戦せん闘とうをするわけではないのだから、武人の素養など必要ないのではないだろうか。

　リヴルがなにか感じたと言うのなら、ここで当たり──か？

「『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』か？」

「いえ、この覇気はおそらく違うでしょう。茶の効用について書かれた書物が、ここまで武術を極めているとは想像しがたい。これは達人レベルの武者の気配です。『五ご輪りんの書しよ』ですら、ここまでの闘気を発することができるかどうか。普通の人間ならば、この気を恐れ、近づこうとも思わないはずです」

　闘気も覇気も感じられない俺には、よくわからない。鈍感だと遠回しに糾きゆう弾だんされていることだけは理解できたがよ。

　しかし、かの二刀流武者の著作まで持ちだして褒ほめるとは、尋常ではなかった。俺も気を引き締めないといけないらしい。この石塔、石仏の埋め尽くす境内の中、幽霊武者の出現くらいは覚悟しなくてはいけないのだろうか。

「新しい、敵ってことなのか？」

「わかりませんが、餓が鬼きと同じく『喫茶養生記』の差し金であることも十分に考えられます。間もなくこちらに来るかと。イツキ様、戦闘のご準備を。闘気のために、多少の騒ぎも無視されるはずです」

「ああ。遠慮は、いらないってことだな」

　俺は頷うなずいて、『真白き本』のページを開いた。武器は既すでに決めてある。散々勉強したんだ、少しくらいその知識を活用させてもらうことにした。出典は再び、『古こ事じ記き』から。

「『天あめ之の尾お羽は張ばり』だ。どうだ、いけそうか？」

「はい、『古事記』にある古代の神剣ですね。『古事記』は稗ひえ田だの阿あ礼れが記憶したものを、太おおの安やす万ま侶ろが書物の形に編へん纂さんしたものです。ですが、元が口伝という特性上、書物に記されなかった神話の抜け落ちが存在しています。その部分を完全に再現したものが、死想図書館に所蔵されています」

　日本神話における、神を殺した神剣。

　前回、リヴルが用いた火炎の槍やりも強力ではあるのだが、いかんせん威い力りよくがありすぎる。触れるもの全て燃やす終末の武具よりも、もっとピンポイントで高いダメージを与えられる武器はないだろうか。考えた末に、神をも殺せる直剣『天之尾羽張』を答えとした。

　間違って京都の文化遺産燃やしてしまうと、洒しや落れにならねえしな。

「来ます、イツキ様。明確な敵意をこちらに向けています」

　ああ、わかってる。さっきから聞こえる足音は、多分そいつだろ。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』ではないらしいが、どちらにせよ俺たちを狙ねらっていることに違いはない。だったら死書と無関係と考えるほうが無理があるだろう。

　やがて、境けい内だいに、そいつが姿を現した。

「よぉ────」

　闇やみを纏まとって夜空つくのは、二メートルはありそうな偉い丈じよう夫ふ。象と見み紛まごう巨きよ軀くを誇る男だった。

「『筆記官ライター』っつーのは、お前らか。待ってたぜ」

　なにをおいても、まずデカい。身長もあるし、まるで鎧よろいのような黒い肌は、生半可な斬ざん撃げきなど受け止めてしまいそうなほど鍛きたえ上げられている。だが、そんなものはこの男の本質ではないだろう。

　顔が三つ。この男に後頭部はない。等しい角度で配置された三つの顔は端整で、それでいて野性味に溢あふれていた。頭に被かぶっているのは兜かぶとだろうか。兜の隙すき間まからふり乱した長い黒髪が、男の整った顔立ちに夜や叉しやの凄すごみを付け足している。

　腕が六本。人間の三倍はありそうな胸板から、それぞれ六本の腕が伸びている。腕輪や手甲もさることながら、手にはそれぞれ武具をもっている。剣、斧おの、槍、それから棒のようなものは──独とつ鈷こ杵しよとかいう仏具だった気がする。残る二つの腕には弓と矢をそれぞれ構えている。

　異形のくせに、人間みたいに喋しやべっているのが、違和感と言えば違和感だった。

「『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』……！」

「そう、阿修羅王の一人、『羅喉阿修羅』さまだ。女でもガキでも、俺は戦えればそれでいい。手加減するなどと思うなよ！　俺を楽しませてくれ！　この世は戦場よ！　死しても生きても修しゆ羅らの道に変わりなし！」

　阿あ修しゆ羅ら。それを聞いて俺に浮かぶのは、細身の三さん面めん六ろつ臂ぴの木像くらいだ。

　今目の前にいるのは、確かに同じ阿修羅なのだろうが──身体の大きさがあの木像とはまるで違う。六本の腕は一本一本が大樹の幹のように太いし、ふり乱した髪は、昔話でしか見ない鬼を連想させる。だが、肌の質感や顔の造作は、相当頑がん健けんなそれではあるものの、一応人間のようにも見えた。

「リヴル……なんだこいつは。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』じゃないのか」

「いえ、我々を狙ねらう以上、かの死書の手て駒ごまであることに違いはないでしょうが──これは阿修羅の四王が一人、『羅ら喉ご阿修羅』。阿修羅とは六ろく道どうのうち阿修羅道に住まう者たち。心してください、イツキ様。一筋縄にはいきません」

「六道……六道輪りん廻ねってやつか？」

「はい。天道、人道の下にある阿修羅道では、修羅たちが終始憎みあい争いあうとされています。そのような、文字通りの修羅場に生きた者たちを束ねる、四王の一人『羅喉阿修羅』。その戦闘技術は折り紙つきでしょう。ですが、こちらの『天あま之の尾お羽は張ばり』も神殺しの神剣たる神格です。決して負けるイメージなど、お持ちになりませぬよう。撃げき退たいできれば、この鬼神から、『喫茶養生記』の手がかりも得られるかもしれません」

　手がかり──ねえ。そんなことは関係なく、あちらさんはやる気まんまんみたいだけどな。

　負けるつもりはなかった。リヴルのポテンシャルは、邪じや神しんだって一撃で屠ほふれるほどなのだ。俺が手順さえ間違えなければ、リヴルの勝利をイメージできれば、それはそのまま形となる。

「一つ聞かせろ、『羅喉阿修羅』！」

「威勢の良いガキだな。嫌いじゃねえ」

　くつくつと、羅喉阿修羅が笑う。壁のごとき巨体であるのに、その顔は気品すら感じられる美び貌ぼう。ましてやそれが鬼のごとき形相でこちらを見つめているのだから、俺の背はどうしても震えて。

　今時ゲームのボスとしてすら出てこないようなフォルムのくせに。

「お前、『喫茶養生記』に呼び出されたのか？　関係があるのか？」

　答えが返ってくると期待はしていなかったが、一応尋たずねてみた。くくくくく、と阿修羅の王は笑う。

「名など知らねえ。あの禅ぜん坊ぼう主ず、俺を呼び出して戦えと言ってきた。いいさ、俺の存在意義は剣けん戟げき響ひびく修羅場にしかないのだからな！　だが小僧！　もし俺に勝てば禅坊主の居場所を教えてやってもいいぞ！　貴様がそれで俺と戦ってくれるならな！」

「なっ……」

　やはりこいつをけしかけたのは『喫茶養生記』で間違いないのか？　しかも、俺たちが死書を探していることまで知っている？　だが『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』の言葉は逆説的に、ここに『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』がいないことも示し唆さしていた。

「約束してやろう！　あの禅ぜん坊ぼう主ずの居場所、知りたければ俺と戦い、俺に勝て！　それが貴様のような小僧にできるのならな！」

「リヴル」

　居場所を話すなどという言葉を信用したわけではない。だが、『喫茶養生記』と関係があるのは間違いなさそうだ。きっちり叩たたきのめして、知っていることを洗いざらい話してもらうぜ。

「行くぞ。こいつぶっ飛ばして、話聞いた方が早そうだ」

　イエス、マイライター。給仕服の従者が静かに呼応する。彼女のために、俺は『真白き本』にペンを走らせた。

　仁王のごとくはだかる『羅喉阿修羅』と、戦うためにな。




（検けん索さく完了。『古こ事じ記き』にある神生みの神話と、記述内容が合致しました）

　神であり、神剣であり、そして神殺し。

　妻を失った国生みの神は、その怒りでもって我が子を殺す。火の神の死は武神を生み、全ての生死は一振りの神剣にて輪りん廻ねする。その一いつ閃せんで神を殺し、その一いち陣じんで神を生む。

　リヴルが握る、両刃の直剣。殺さつ神じんの剣。

（『天あま之の尾お羽は張ばり』、具現化アツプロードします）

　神であるならば。主神も武神も邪神も魔神も、等しく葬り去る比類なき神剣。

　その前には、たとえ修羅道の王とて敵ではない。いずれ『羅喉阿修羅』とて鬼神。相手がなんであろうと、神の眷けん族ぞくならば『天之尾羽張』の一いち撃げきは致命的となりうるのだから。

「武具の架イ空メ現ー実ジは安定……参ります！」




　石仏埋め尽くす境けい内だいの中、リヴルが駆かけ抜ける。手にもつのは『天之尾羽張』。日本神話に登場するもので、いわゆる刀ではなく、両刃の剣だ。柄えの部分がかなり長いのは、『天之尾羽張』が十拳剣とつかのつるぎという名の武具だから。柄の長さが拳こぶし十個分であることからその名がついたといわれる。

「む……女が戦うか！　良いだろう！」

『羅喉阿修羅』が迎え撃うつ。六本の腕で手にした五種の武器。それだけで『羅喉阿修羅』が俄が然ぜん有利だ。こちらの一撃を一種の武器で防ぎ、残りの腕で一気に勝負を決めてしまえばいいのだから。

『真白き本』に、回かい避ひを最優先で行動するよう書き込む。タイムリミットが夜明けである以上、『喫茶養生記』の放った手て駒ごまに長々と時間をかけるわけにはいかない。本音を言うならば一瞬で勝負を決めてしまいたいところなのだが──三さん面めん六ろつ臂ぴの鬼神はそれを許してくれそうにない。

　リヴルは攻撃を中断し、飛び退のく。そのすぐ目の前を矢が通過し、同時に地面に独とつ鈷こ杵しよを突き立てて攻撃する。まだ牽けん制せいのようだが、しかし阿あ修しゆ羅らの六本の腕による連撃は、まだまだ終わらない。

　右左。上。前方右左同時。斜め左から矢。足元に剣の一ひと薙なぎ。敵の動きを確認して、どこに攻撃が来るかを全て『真白き本』に記す。『真白き本』とリヴル・ブランシェは、それぞれ本体と端たん末まつだ。『真白き本』に指示を書きこむなら、ほぼノータイムでリヴルへと伝達ができる。

『羅ら喉ご阿修羅』、速い。

　巨体だから勘違いしそうになるが、その動きは決して鈍重ではない。圧倒的な筋肉量によって軽々と武具を取り回しているし、ましてや武器が五本あるのだ。巧みに連動して攻め続けてくる。左右。上。足元から跳ね上がったと思えば、別の武器が上から振り下ろし、回避したリヴルの代わりに石仏を粉ふん砕さいする。

　加えて、三面。前方に一つ、後ろ斜めに二つずつ配置された端整な顔は、リヴルがどこに逃げてもその眼光で捉とらえていく。ヤツの背後に逃げても、身体を反転させずにそのまま後ろ手に攻撃を仕掛けてくるのだから、ほとんど反則と言っても良い性能だった。石仏や石塔をぶち壊して、まるで重戦車のごとく突撃してくる。

　そして、そんな阿修羅の動きを回避していくリヴルもまた尋じん常じようではない。圧倒的な連撃、俺では全て目で追うことはできないし、ましてや全て書き込むことなど。

「ちぃっ、ちょこまかと！」「鬱うつ陶とうしい！」「そこかぁっ！」

　三面がそれぞれ語りだした。化け物め！

『羅喉阿修羅』の五種の武器と、リヴルの『天あま之の尾お羽は張ばり』が交こう錯さくする。連動して繰り出される攻撃の網あみをかいくぐり、リヴルが直剣の一撃を放つ。だが、それは筋肉ダルマまで届かず武具に遮られた。読まれているのだ。

　かろうじて有利なのは、リヴルの小こ柄がらさ。リヴルは決して背が低いわけではないが、なにしろ相手がデカすぎる。しかし『羅喉阿修羅』はその巨体が災いしてか、低く沈んで懐ふところに飛びこもうとするリヴルが苦手のようだった。『羅喉阿修羅』も速いが、それでもスピードならリヴルに軍配があがるのだ。

　三さん面めん六ろつ臂ぴの異形でなければ、既すでに勝負はついていただろうに。

　俺も、絶え間なく動き続ける六本の腕を観察し、リヴルに最適な回避位置を教えていく。だが、どこが安全かは教えることができても、どこを攻めればいいかは判断ができない。

　時間ばかりが過ぎていく。

　ただ、その時間は決して無む駄だではなかった。高速の二人の動きに、ようやく俺の目が慣れてきたのだ。おかげで、『羅喉阿修羅』の戦法もある程度わかってくる。

『羅喉阿修羅』のなによりの脅きよう威いは、その腕でも速さでもなく、慎重さ。

　六本の腕の猛もう攻こうに惑わされそうになるが、ヤツが強いのは慎重だからだ。隙すきを作らない。リヴルがどこに逃げてもその位置を三面で見つめ、五種の武具でまず警けい戒かいする。どこからリヴルが攻撃してもいいように。それは一いつ瞬しゆんだが、しかし『天あま之の尾お羽は張ばり』しか攻撃手段をもたないリヴルは、そんな慎重な『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』に攻め入ることができない。わずかながらに動きが止まる。

　そこを狙って、『羅喉阿修羅』の六本腕のコンボが始まるのだ。そう、『羅喉阿修羅』の猛攻は、あくまで防御が万全という前提によって成り立つのだ。自らの防御を固め、リヴルの攻めの手を封じているからこそ、ヤツは連撃を繰り出せる。結局、リヴルは再び回かい避ひに徹てつし、六本の腕の届かない場所まで逃げるしかない。

　臆おく病びようだと断じるのは容易たやすい。だがそれよりも、神殺しの『天之尾羽張』を、『羅喉阿修羅』がそれだけ警戒していると考えるべきだろう。神をも殺せるならば、無論、鬼神の阿修羅も必殺できる。

　いずれにせよ、長期戦になるだろう。そして長引けば長引くほど、攻めている『羅喉阿修羅』のほうが有利だ。こちらには打開策がないのだから。

（くそっ……なんとかならないのかよ！）

　リヴルに安全な位置を教えながら、『羅喉阿修羅』の動きを観察する。やはり六本の腕はそれぞれに素早く動き、リヴルをその武器で葬らんと戦場の風を巻き起こす──いや、違う。そうじゃない。

　明らかに、動きの遅い腕が二本あった。それは、弓矢を引き絞しぼる腕。他の腕の邪魔にならないように、わざわざ高く掲かかげた左右一本ずつの腕だ。ヤツの実力ならば、もっと素早く矢を繰り出してもよさそうなものだが。

（なんだ……？　なんであの腕だけ動きが違う？）

　動きが違う。それはつまり、役割が違うということで。ゆっくりと矢を引き絞って撃うちだすのは、つまり。

（狙ねらいをつけているのか!?）

　ヤツは弓矢によって致命的な一撃を与えようとしている!?　他の四本は恐るべき速度でリヴルを追い詰めるのに、弓矢だけはゆっくりと引き絞って狙いを定める。四本の腕は全てフェイク、追い詰めた先に、ただ必殺の一矢が襲おそう。

　理解できた。『羅喉阿修羅』は、弓矢で確実に仕留めるつもりなのだ。

　俺は、すぐに『真白き本』へペンを走らせた。最も気をつけるのは矢のみであり、他はそれを確実に当てるための布石であると記す。敵は、まずどこにリヴルを誘いこむかを決めておき、そこに矢で狙いをつける。残りの四本の腕で、あらかじめ矢で狙っておいた場所へと追い詰めるのだ。

　敵が罠わなにはまれば、あとは矢を放つのみ。『羅喉阿修羅』、一見比類なきパワーファイターのように思えるが、その実狡こう猾かつで慎重、意外と抜け目がない。

　だが、明らかに他の四本と動きの違う二本の腕、観察さえすればすぐにわかる。そしてわかってしまえば対処ができる。俺はペンを走らせる。他の四本の腕から繰り出される攻撃は確かに強力だが、ある一点へとリヴルを誘う罠わなだと知っていれば。

　リヴルが駆け抜ける。剣や槍やりをかいくぐって目指すのは、矢の狙ねらう一点。そう、リヴルは自分から、罠へと飛びこんでいったのだ。素早い動きで、しかしリヴルは引き絞られた鏃やじりの先端を見つめている。

『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』の三つの顔。そのうちの一つ、リヴルから見えない角度にある顔が、ニヤリと笑う。もう勝ったつもりか、バカが、リヴルは一人で戦ってるんじゃないんだ。

　お前のニヤけた顔、リヴルからは見えなくても、俺の位置からはよく見えるんだぜ？

「女ぁっ！　貴様も死んで修羅に来い！」

　矢が放たれる。だが──当然ながら、リヴルは既すでにそれを知っていた。その瞬しゆん間かんに、自分に向かって必殺の矢が訪れることを。

　逆に言えば。

「っ、ふ、っ！」

　わかっていれば対処ができる。リヴルの『天あま之の尾お羽は張ばり』が閃ひらめいて、彼女に向かう矢を叩たたき落とした。『羅喉阿修羅』の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむが、もう遅い。次の矢をつがえる前に、リヴルは空高く舞い上がっていた。

『羅喉阿修羅』が頭上に構えた腕の一本に、『天之尾羽張』が深く食い込む。

「ぐ………く、く！」

　自らの血しぶきを雨のように浴びながら、『羅喉阿修羅』が苦しみ悶もだえる。

　一撃で、両断はできなかったか。だがそれでも、阿修羅に初めての手傷を負わせた。あの腕はもう使えないだろう。少しは勝機が見えてきただろうか。

「く！　くく……くくくくく！」

「っ!?」

　いや、違う。

『羅喉阿修羅』の笑いが、俺のとこまで届いてくる。なにを笑っているのか、すぐにわかった。リヴルが未いまだ、阿修羅の腕に食い込んだ『天之尾羽張』を引き抜いていない。

「く、く、くくく！　ようやく捕らえたぞ！　女ぁ！」

　リヴルはすぐに、『天之尾羽張』を手放せば良かったのだ。

『羅喉阿修羅』は、自分の腕を斬きられることまで計算にいれていた。ヤツの大量の筋肉が、神剣の刃を挟はさみ込むように受け止めている。鎧よろいを着なくとも、あの身体は鋼はがねのように強固。一度の斬撃では骨まで断ち切ることができない。腕を持ち上げられ、リヴルはだらりと『天之尾羽張』に摑つかまっている。

　あえて腕を斬らせ、だがそれと引き換えに、隙すきだらけのリヴルを得た。

「リヴルっ！」

　そうして、動きの止まったリヴルに、四種の武具が殺到する。避よけきれるはずもない。彼女の両手は、未いまだ『天あま之の尾お羽は張ばり』にあるのだから。その四方を、一いつ瞬しゆんで『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』の武具が囲む。

　そして、だからこそ。

「イエス、マイライター。問題になりません」

　その機を、白い従者は狙ねらっていた。

　描かれるは月げつ孤この剣けん閃せん。石仏の庭に降り立つ、斬ざん撃げきの軌き跡せき。

「な……に、をっ！」

「稚ち拙せつです『羅喉阿修羅』。全て武具を落とすのならば、この瞬間以外に有り得ない」

　止められたはずの『天之尾羽張』が、『羅喉阿修羅』の腕を斬きり飛ばした。リヴルはそのままくるりと回り、自らを狙おうとしていた武具四種も弾はじき飛ばす。銀の刃は、神剣に相応ふさわしい威い力りよくで『羅喉阿修羅』を無力化した。

　ようやく、わかった。

『天之尾羽張』を止められたように見せたのは、リヴルの演技。それによって、彼女は『羅喉阿修羅』へのカウンターを狙っていたのだ。ヤツの武具がリヴルを貫つらぬくために、彼女の間合いへと飛び込んでくる好機を。

「イツキ様。申し訳ありません。勝手な真ま似ねを。武具はともかく、腕は一本落とすのが限界でした」
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「いやいや、十分だろ」

　リヴルが俺のすぐ傍そばに降り立って、『天あま之の尾お羽は張ばり』を構える。叩たたき落とされた武具を拾う隙すきを、リヴルが逃すはずもない。阿あ修しゆ羅らを丸腰にできただけで立派な戦功だ。

「腕を、腕を落とすか！　武具も落とすか！」「だがこの痛み、この苦しみこそ！」「修羅に生きる者の喜びよ！」

　三面で喚わめく、『羅ら喉ご阿修羅』はまだ追撃をしない。長い髪が血に染まり、いよいよ夜や叉しやの形相を呈していた。勝つために腕をわざと斬らせた鬼神。なるほど、その鬼気迫る風ふう貌ぼうに相応ふさわしい。

　さて。

　これで、少しは勝ちへのヴィジョンが見えたか。だが、ここでかなりの時間を浪費してしまったのも確かだ。できるならば、欲を言うならば、次で勝敗を決めてしまいたい。未み耶やたちを助けるためには、悠ゆう長ちようにやっている暇ひまはないのだから。

　敵は阿修羅の一族の王。『羅喉阿修羅』。

　その弱点は、どこかにあるはずで。

「ガキがぁ！」

　ぞくりと、粟あわ立だつ肌。血まみれの形相で、こちらを見た。リヴルではなく、俺を。

「貴様の指示か！」「ガキのくせに立派立派」「まずは貴様から修羅に堕おとす！」

　ヤバい。気付かれたか。まあそりゃ、リヴルはどう見ても俺の指示通りに動いているし、俺の持っている『真白き本』を怪あやしいと思うのも確かだろうが。さっきのやり取りはリヴルの機転だ。俺だけの勝ちではない。

　言っても無む駄だか、んなこと。

「く、リヴル！」

「遅い」「遅い！」「遅いわぁ！」

　本に指示を書く暇もない。

　武具のない『羅喉阿修羅』が、残る五本の剛腕で、地面を殴りつけた。並ぶ石仏を粉ふん砕さいして、ヤツを中心に地が穿うがたれる。轟ごう音おんと共に地が揺ゆれた。

「っ、そ、だろっ!?」

　リヴルならともかく、俺では無理だ。ほとんど跳ねるように転倒してしまう。石仏の群れの中に、頭から突っこんでしまったけれど。ぬるりとした感触が額から落ちてきた。ち、傷かよ。

　武具がなくても十分強いじゃないか『羅喉阿修羅』。意図的に引き起こされた地震のせいで、『真白き本』が俺の手から投げ出される。

「あ、っ、ぐっ、くそ！」

「イツキ様！」

『羅喉阿修羅』が迫る。重戦車のように石仏を粉砕しながら。あんな筋肉の塊かたまりと肉にく弾だん戦せんをする気はないが、かといって、逃げる術すべは。

「終わりだガキぃっ！」

「イツキ様には指一本触れさせません」

　リヴルが俺をかばうように立った。くそ、頭の傷のせいでろくに動くこともできねえし！　立ち上がりたいのに、痛みがその邪じや魔まをする。全身に力が入らないのだ。

「そうだ小娘！」「俺と戦え！　俺と修しゆ羅らの道に来い！」「戦場にしかいない俺に、剣けん戟げきこそが生きる糧かてよ！」

　誰が──阿修羅道などに。お前みたいなやつがうようよいて、飽きることもなく戦い続けるような場所に行くか。六ろく道どうの一つ、阿修羅道。

　え？

　修羅？　たたかい、つづけて、いる？

「くっ、あぁ！」

　リヴルの苦しげな声。ああ、目に血が流れこんで痛いけど、それどころじゃねえ。リヴルが苦戦していた。『天あま之の尾お羽は張ばり』で『羅ら喉ご阿修羅』の一本の腕を切断した瞬間、別の腕で殴り飛ばされたのだ。既すでに阿修羅は、腕の一本二本に拘こだわる気はないらしい。

　電柱のような太さの腕と比べれば、リヴルの身体は随ずい分ぶん小さい。腹に入った一撃で、彼女は重さなどないかのように吹き飛ばされた。石仏に当たって跳ねるその身体は、年相応の少女に見えて。

「リヴル！」

「い、イツキ様には……触れさせ、ません！」

　それでも、リヴルは立ち上がった。この人形、どこまで融ゆう通ずうがきかねえんだよ！　そんなボロボロの身体でまだ俺を守るってのか。そういう風に決められているからか。

「やめろ、リヴル！　もういい！　もう戦わなくていい！」

「いえ……イツ、キ様……！　私は、イツキ様の下げ僕ぼくです……！　なにがあっても……最後までお傍そばに仕えます……！」

　こいつ──俺に逆らいやがった！

　リヴルにとって俺の守護が、俺の命令より上位に置かれているってことなのか。くそ、最悪だ。彼女は口の端から血を流して、おまけに腕が変な風に曲がっている。それでも無事な腕で『天之尾羽張』を構えるその姿はどこまでも痛々しい。

「違う、リヴル！　そうじゃないんだ、もう戦うのはやめろ！」

「イツキ様……の命令でも……聞けません！」

『羅喉阿修羅』は、まるで面おも白しろい見世物でも眺ながめるかのような表情だった。くそ、この野郎楽しんでいやがる。俺たちの、文字通りの修羅場を見て。それでも拳こぶしは握られて、いつでも俺たちを吹き飛ばす用意はできているようだった。

　リヴルは、剣のように固い決意で、俺をかばう。

　そうじゃない。違うんだよ、リヴル。

　俺を守るとか、お前がギリギリとか、そういう理由ではなくて。

「リヴル、聞け！　お前は俺の下げ僕ぼくだろう！　そうでなければ存在意義がないと言ったのはお前じゃねえか！」

　どろぉ、と額から血が溢あふれた気がする。大声を出したせいか。ああちくしょう、そんなこと構うか！

「お前、自分が誰の従じゆう者しやか、そんなことも忘れたのかよ！　これからも俺の従者でいたいなら──剣を捨てろ！」

　からん、と。

　震えた白い指先から、『天あま之の尾お羽は張ばり』が滑すべり落ちた。リヴルの表情は変わらない。いや、それこそリヴルの決意の証か。自ら人形であることを自らに課したか。そうだ、リヴル。

　今は、それでいい。

「なんの真ま似ねだ」

　低い声で『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』が問うた。その顔は、勝利を確信した人間のものなどではなく、むしろ怒りに囚とらわれた羅ら刹せつのそれ。血にまみれ、腕を落とされ、それはこの賽さいノ河か原わらで、どうしようもなく相応ふさわしい顔つきだった。

「見ての通りだ。リヴルは剣を捨てた。俺の唯ゆい一いつの武器『真白き本』も、もういらない。もう、戦うつもりはない」

「ふざけるなぁガキ！」「剣は拾え、本も取れ！」「この『羅喉阿修羅』、その程度の慈悲はある！」「戦え！」「戦え戦え戦え戦え！」「俺と、この俺と、戦え！」

「断る」

　大岩のごとき拳こぶしが俺へと振るわれる。直撃すれば骨折どころか、即そく死しもできそうな骨と肉による凶器。戦せん闘とう員いんではない俺など、ヤツにとってはアリを踏みつぶすように殺せるはずだ。だが。

　拳は、俺の寸前、一ミリ手前で停止した。

「俺は修羅！　阿修羅の王の『羅喉阿修羅』！　戦うことにこそ意義がある！　戦場にて戦意ある戦士と乱戦し戦勝することこそ、我らが阿修羅の存在意義よ！　いいのか小僧、あの禅ぜん坊ぼう主ずの居場所がわからなくても！」

　これは脅おどしでしかない。わかっていても、背筋走る恐怖は抑えられない。ただでさえ、阿修羅の顔を見るだけで足が震えているのだ。黒い肌から熱気をあげる悪鬼と睨にらみあうのは、そりゃあ、怖いさ。

　だが、これで確信できた。一つのことを。

「居場所、ね。お前がおしゃべりなおかげで、大体予測はついてんだがよ」

　はったりだった。全部噓うそである。こっちは嚙かみ合わない歯の根を必死で抑えつけて、平静を装よそおっていた。阿あ修しゆ羅らもそれを見抜いたように俺を懐疑の目で睨にらんでいる。

「俺たちは戦わない。お前はもう、阿修羅道に戻れよ。俺たちは戦士じゃねえ。いつまでも戦闘狂バトルマニアに付き合っていられるか」

『羅ら喉ご阿修羅』は狂って叫んでしまう。その様はもう、獣に近い。ああ、そういえば、六ろく道どうにおいて、阿修羅道の下は畜ちく生しよう道どうだったか。

「おのれ、ガキがぁ！」

『羅喉阿修羅』の太い腕が、俺の頭ず蓋がいを摑つかんで持ち上げた。だらんとぶら下がる俺は、岩石のごとき指でぎりぎりと頭を締めあげられる。おい、やめろよ。血が余計に流れてくるだろうが。

「おい、女ぁ！」「この男の命が惜しければ！」「剣を拾って俺と戦え！」

「イツキ様！」

　リヴルがぼろぼろの身体で剣を拾おうとする。

「止やめろリヴル！　そこを動くな！」

　びしゃ。頭から血が溢あふれる。この腕ならば確かに俺を殺すなんて容易たやすいかもしれねえがよ。それが、できるのか？　さっきも、その巨大な拳こぶしを俺に対する脅おどしにしか使わなかった『羅喉阿修羅』が？

「ですが……イツキ様！　イツキ様が！」

「俺の言う事が聞けないのかよ！　いいか、剣を拾ったらもうお前を従者とは呼ばないぞ、リヴル！」

　リヴルの手が震えていた。主の危機を前になにもできない歯がゆさが、彼女の忠義を苛さいなむのだ。その二に律りつ背はい反はんは俺にも痛いほどわかってしまった。俺は、彼女に酷ひどいことを言ったのだ。だが、それでも。

「良い度胸だガキが。死ぬ覚悟はできているんだろうな？」

「は。ねえよ、んなもの。できるもんならやってみやがれ」

『羅喉阿修羅』が、その端整な顔をしかめる。この腕ならば、俺の頭など卵を割るように粉ふん砕さいできるはず。さあ、やってみろよ。それができるというのなら！

「できないだろ」

　傷だらけで、それでも俺が浮かべた笑みは、果たして勝利のそれに見えただろうか。

「できないはずだ。戦いの中でしか生きていない阿修羅。お前らは相手に戦意が無ければ人殺しもできない。違うか？　どんなに憎い敵だろうと、戦いの中でしか殺し合えない。お前、自分で言ってたじゃないか。戦場にしかいない俺、ってな」

『羅喉阿修羅』。その顔が憎々しげに歪ゆがむ。だがそれでも、いつまでたっても、俺の頭蓋が壊れることはなかった。

　やがて、『羅喉阿修羅』の姿が、霞かすみのように薄くなっていく。『羅喉阿修羅』の最後の表情は、どうでもよさそうな、実につまらなそうな顔つきだった。夜の闇やみに霞と化す。

「精せい々ぜい走りまわれ。小僧。あの坊主の場所、俺に勝てば教えてやったものを」

　それが、『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』の最後の言葉だった。興味をなくしたという風に、俺には見えた。さっきまであった巨体が消失して、俺はどさりと、石仏の残ざん骸がいの上に落ちる。

　消えたか。ああ、最初からこうしていりゃ良かった。体力と時間の無む駄だ遣づかいだ。無駄に使えるほど、今は余っていないというのに。

「イツキ……様、なにを」

「はっ。見ての通りだ。ヤツは……『羅喉阿修羅』は修羅、戦うことにしか存在意義がない。逆に言うなら、戦意を捨てた人間は、ヤツにとっては敵じゃねえんだよ。初めからこうしてりゃ良かった。ヤツは、戦う気がないヤツとは戦えないんだ」

　生きつ粋すいの狂戦士。阿修羅の宿命。簡単なことだ。アイツは戦うことしかできない。だが戦闘は、一人ではできないのだ。戦意が無い相手を傷つけることも殺すことも、『羅喉阿修羅』にはできないのだ。武器を捨てた俺を、拳こぶしの寸止めで脅おどすことしかできなかったように。

　剣を握っていれば誰でも殺すのがあの阿修羅王。逆に考えれば、無抵抗の相手とは戦えない。おそらくは、戦わせてやるから『筆記官ライター』を殺せ、とでも言われたのだろう。『羅喉阿修羅』の興味は俺を殺すことより、誰かと戦うことにあったに違いない。

　ヤツの言動を見てもわかる。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の居場所を教えてやるから俺と戦え、と何度も言っていた。居い丈たけ高だかではあったが、それは懇こん願がんのようにも思えた。どうか戦ってくれ、という。

「なる、ほど……元より……『羅喉阿修羅』に……『喫茶養生記』に、対する忠誠心があるわけではない…………戦意がない、ことを示せば……『羅喉阿修羅』は消え去ると……ん…ぁ……さすが、イツキ様……」

「リヴル、喋しやべるな」

　リヴルが力尽きたようにその場に倒れる。ああ、もう、世話の焼ける従者だ。俺は這はいずるように彼女の傍そばへ。震える腕で、どうにか彼女を支えた。こんな墓場みたいな場所に寝かせるわけにもいかないから、結果として頭と背中を伸ばした足に乗せて、座ったままのお姫様だっこのような形になってしまった。

「イツ…………キ、さま……」

　こぽ、と口から血の塊かたまりが吐はき出された。左腕はおかしなほうにねじくれていて、明らかに骨折している。無理しすぎだバカ。けれど頭から血を流している俺も結構無理していたので人のことは言えなかった。

「わた……私は…………これからも……イツキ様の、げぼ、くで……よろしい……ですか……」

「喋んなっつの。当たり前だろうが」

『羅喉阿修羅』を前にお前が剣を捨てなきゃ、この勝ちはなかったんだよ。お前以外に誰が、俺の命令をこうまで聞いてくれるんだっつの。

　死書を追わないといけないのは、わかっていた。だがこの状況ではリヴルが動けない。ていうか俺も、動けるような状態じゃねえし。あ、リヴル気絶した。仕方ない。また『朧おぼろ車ぐるま』を呼び出して運んでもらうしかないか。リヴルが戦えないのは不安だが、それでも誰かがやらないと未み耶やたちを助けられない。ていうか『真白き本』はどこだ。さっき俺が落としちまったからな。まず拾わねえと。話はそこからだな。でもその前に目に入った血を落とさねえと。もう目の前が真っ赤でなにも見えねえっつーか、あれ、白？　さっきまで赤かったのになんで視界が白いんだ？　これじゃリヴルも見えねえじゃねえか。ああそうか、もう感覚がないのか。痛みすら薄れてきて、意識が白はく濁だくの海に沈んでいく。

　そうか。

　俺も相当、ヤバい状態だったのか。

　明確な思考はそこで終わって、あとはもう甘く残ざん酷こくな意識の喪そう失しつが、俺を絡めて捕らえて沈めてしまった。

　そこにいるはずのリヴルの顔さえ、見えなかった。




　金属の匂においで目が覚めるというのは、正直最悪の目覚めの一つだと思う。

　鼻の二ミリ先に、菱ひし形がたの金属がぶら下がっていた。それがレイピアの切っ先だと気付いた瞬間、まず逃げ出そうと身体が震え、それから微び動どうだにできないことが発覚した。ああ、周りでうるさく喚わめく金属の匂いはこれか。

　無数の武器で、床に縫ぬいとめられていた。

　天井から今にも切れそうな糸で吊つられているレイピアは、いやもう俺への悪意としか思えないし？　それでなくても剣やら斧おのやらは俺の服に突き刺さっていて、俺を昆こん虫ちゆう標本よろしく木目の床へ飾っていた。いや、それともこの所業は慈悲なのか。万が一にも、すぐ目の前のレイピアで俺が怪け我がをしないように。両りよう頰ほおを剣の腹で押さえつけられていたので、顔を横に動かすこともできなかった。

「無数の武具使いが他にもいたな、そういえば……」

『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』の次はあの女神か、まったく次から次へと泣きたくなってくる。

「おいイシュタル！　いるんだろうが！　この武器はずせ……痛ッ！」

「そのまま頭ず蓋がいを貫かん通つうして死になさい」

　どこかから声が聞こえてくる。首を動かせないので、その方向を見ることもできなかった。

　まったく、随ずい分ぶん酷ひどい言われようである。俺の頭の傷はそのままだった。血は拭ふきとられているようである。誰がやってくれたのだろう。いや、この無数の武器の持ち主以外に考えられないか。俺のことを考えたと言うより、イシュタルが俺の血で汚れることを厭いとうたのだと思った。

　こんな状況でも、天井を見上げれば天窓から差し込む赤い月。馴な染じんできた本の匂い。ああ、ここは死し想そう図書館か。あれから、俺はここに来たのか。いや、違うな。きっと、そこにいる女神様によって、連れてきてもらったのだ。

　俺が縫ぬいとめられているのは図書館の、おそらくはデスクの近くだろう。死想図書館はほとんど本棚で埋まっているから、そこ以外に俺が横たわるスペースなど無いはずだ。

「イシュタル様。なにもそのようなことを」

「ふん。従者にかばわれる程度ですか、『筆記官ライター』──今は、貴方あなたの従者の修復を行っています。無様な試合を演じた貴方は、しばらくそこで反省していなさい。もっとも、主従という立場を利用してうら若き娘の裸ら体たいを見たいというのならば、私が反省する間も与えず斬きり伏せますが」

　いかにもおカタいイシュタルが言いそうなセリフだった。勘弁してくれ。これでリヴルどころかエレシュキガルの裸も見たことがあるなどと言いだしたら、下へ手たな拷ごう問もん程度では済まない気がしてきた。

　秩ちつ序じよの女神。白銀の鎧よろいを着たかの美女は、神に相応ふさわしい怜れい悧りな声音を奏でる。

「リヴル、状況説明」

「イエス、マイライター。我々はあの後、化あだし野の念ねん仏ぶつ寺じで気絶してしまいました。お互い体力の限界だったようです。イシュタル様は我々の酷い有あり様さまを見かね、お忙しい中、死想図書館への道をつなげてくださいました。ありがたいことです」

「こんな特別処置は今回限りです。司書への治ち療りようもあり、おかげで仕事が滞とどこおっています。『筆記官ライター』、私は、妹の問題の解決を貴方に任せたのですよ。一両日中には良き知らせがあると期待していました。死想図書館の司書を現実の世界に送りこむことも、様々なアクシデントを装よそおい司書への便宜を図ったことも、世界の秩ちつ序じよに対して全く問題がないとは言えませんが──それでもこの非常時、妹の危機では、止やむを得ないと考えていました。本来、妹がするべき仕事でもありますし、それを代行するだけと考えればよいのです。そう、『筆記官ライター』がきちんと務めを果たしてくれるのならば、私のこのような手間も一度だけで済んだはずなのですがね」

　つまり、これだけお膳ぜん立だてしてやったのに、成果があがらないどころか『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』との戦いでボロボロなのは一体どういうことだ、と怒っているわけか、この女神様は。

　ていうかそもそも、世界に対して女神様があれこれ手を加えたこと自体が、イシュタルとしては気に食わないのだろう。以前には、秩序の変更があれば迷いなく俺を消す、とか言っていた気がするしな。

　緊急事態による非常の処置であり、かつ未み耶やの死をなかったことにするような大幅な改変があるわけでもない。だからこそ、俺の首はまだつながっているというわけか。ギリギリだな。

「は、言い訳するつもりはねえがよ、こっちにも色々事情が」

「知ったことではありません。与えられた仕事を満足に果たせないのならば、その任を解かれる。人間社会では当たり前のことのはずですが」

　イシュタルの場合、それはクビになるというよりも、実際に白銀の刀剣で首が飛ぶ、ということなのだろう。

「私の手助けはもうありません。次に私の手をわずらわせることがあれば……あとは言わなくてもわかりますね。ああ、終わりましたよ、従者」

「はい、ありがとうございます、イシュタル様」

　どうやら本当に治ち療りようをしていたらしい。俺の頭の傷も治してくれよと思うが、そんなことをうっかり口にすればレイピアの串くし刺ざしくらいでは済まないだろう。

　マジ怖こえぇ。

「ふん、糸は切れませんでしたか。運の強い男です」

　がしゃ、がしゃがしゃん。鎧よろいを鳴らして、イシュタルが標本となった俺を覗のぞきこむ。相変わらずの美人。まばゆいばかりの長い金髪も、目を鋭く貫く白銀の鎧も、彼女の体内に太陽でもあるかのごとく光り輝いている。その気の強そうな顔立ちには、あからさまな敵意と軽けい蔑べつが込められていた。やれやれ、嫌われたものだ。

　太陽のごとく眩まぶしいこの女神より、俺はエレシュキガルに似る月光のほうが心地よい。

「殺したいならさっさと串刺しにすれば良かっただろうが。こんなおかしな仕掛け作る意味があるのか」

「貴方あなたが目め障ざわりなのは否定しませんが、これは貴方を殺すためのものではありません。ある種の占いです。貴方が『筆記官ライター』たる資格がないのならば、この糸は切れレイピアは落ちますが、相応ふさわしいというのならば無事で済みます──不本意ですが、貴方はもうしばらく仕事は続けられるようですね」

　武器を引き抜き、俺を自由にしてくれる。けれどその前に鼻先に突きつけられたレイピアをはずしてくれ。今にも突き刺さりそうなんだけど。支えがないぶん自分の意思で身体を停止させていなければならず、これが結構辛つらい。

　イシュタルならば、このウェポンマニアならば、『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』さえも圧勝することもできたのだろうか。

　二十、いや三十はあろうかという武具の山を、イシュタルは丁てい寧ねいに自らの白銀の鎧にマウントさせていく。全て武器の収めるべき場所が決まっているのだろうか。最後に糸をほどき、ようやく俺をレイピアから解放してくれた。

　この女神は、ホント、俺にとっての天敵である。できれば二度と会いたくないのだが、そうはいかないんだろうなあ、やっぱり。

　身体を起こすと、そこは見慣れた死想図書館。ボロボロだったリヴルは、何事もなかったかのような顔つきで直立していた。すぐ傍そばにあるのはでっかいベッドで、そこは子供一人分のふくらみがあった。もうなんか、エレシュキガルはネズミかなにかみたいに布団に潜もぐり込んでいるらしい。

「イシュタル。念のために聞くが、アンタ、死書の居場所は」

「神は全知全能ではありません。いえ、全能ではあるが全知ではない、というのが正しいのか。私にはやらねばならない仕事が溜たまっているのです。死書の居場所を調べることに時間をかければ、それだけ他の仕事は回らず、結果として世界の秩ちつ序じよが揺ゆらぎます。今こうしていることすら無む駄だと断じて良いでしょう。今晩中に貴方あなたが見つけ、封印しなさい」

　ふと思った。こいつは、エレシュキガルを親しげに呼んだことが、たとえただの一度でもあったのだろうか、と。そりゃ今、アンタには二人分の仕事がのしかかっていて、それは世界の秩序なんつーご大層なものなのかもしれないけどよ。

　エレシュキガル、大丈夫？　それだけのことがどうして言えないんだよ。

　この死想図書館だって、本来はエレシュキガルの敷地のはず。治ち療りようのためなら、イシュタルは自分の領地に連れていくのが妥当ではないのだろうか。それは、単に俺に気を遣い、馴な染じみのある図書館に連れてきたのか。

　それとも、別の意図があるのか。

「『筆記官ライター』、なにを躊躇ためらっているのですか？」

「…………なんだと？」

「まだ甘い。甘すぎます。自分の目的達成のために無関係の者を巻きこむことを恐れていますか？　もう失敗はしないと、貴方は決意したはず。矢や口ぐち未み耶やを守るために、この綱つな渡わたりのような役目を全まつとうするのではないのですか？」

　その決意は確かにそう。俺は自分のことなんかより、未耶を助けられないことを怖がっているのだ。でもそれは、お前には一言だって言ってねえ。神様の特権を乱用して心を見ないでくれよ。

「心当たりがあるのでしょう？　貴方のために、そして貴方の守るべき者のために、手段を選んでいてどうするのですか」

「でも、でもよ、アイツは」

「貴方の良心が痛みますか？　ではその神経質な良心と引き換えに、貴方は矢口未耶を失うのですね。こんな雑事、私にとってはどうでもいいことです。世界の安定のためには、人間一人二人の心など、塵ちり芥あくた以下のものでしかないのですから。しかし、それでもわざわざ問うている。意味がわかりますね、『筆記官ライター』？」

　俺はなにも言えなかった。そうだ、この本当にムカつく発言は、それでもイシュタルの、神様のありがたいありがたい助言なのだ。イシュタルなりの親切であり、構ってくれているのだ。

　それがなおさら、腹立たしい。

「……それについてはなにも言えないよ。でもよ、イシュタル。一つだけ良いか」

「手短にお願いします。もう行かなくてはいけませんので」

「アンタ、エレシュキガルのこと、嫌いなのか？」

　即そく答とうしろよ。

　なんで押し黙る。俺だったら即答だぜ。なんの臆おく面めんもなくユズキに関してああ大好きだと言い放つことができるのに。兄弟姉妹の絆きずなに、人間も神様も関係ないはずだろうが。

「可か愛わいい妹だと、以前、言ったはずですが」

　それだけ言って、イシュタルがなにか差し出してきた。化あだし野の念ねん仏ぶつ寺じで取り落とした『真白き本』だ。ち。認めたくないが、いつかよりは随ずい分ぶん甘いらしい、この女神様はよ。

　あとはもう、イシュタルは振り返りもせず、エレシュキガルに一いち瞥べつさえかけてやることなく、死想図書館の扉から出て行った。

　まったく。気位の高い女神様の相手は疲つかれるぜ、本当に。

「姉者…………ぅ、姉者……っ」

　ぞくりとして、ベッドを見た。エレシュキガルが起きているのかと思ったが、違うらしい。リヴルが首を振っているのを見る限り、ただうなされているだけなのだろう。

「悪かったな、リヴル」

「？　イツキ様、なにを謝るのですか？　『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』に対しては確かに辛しん勝しようでしたが、イツキ様はかの鬼神の、戦いに対する執着をきちんと見抜いていらっしゃいました。むしろ謝るべきは私のほうです、イツキ様の命令に一いつ瞬しゆんでも逆らったことは、当然罰ばつを受けるべき愚ぐ行こうでした」

「それでなんで四つん這ばいで跪ひざまずく」

「はい、どうぞ鞭むちで存分に。それともイツキ様は蠟ろう燭そく責めのほうが？」

「さっさと立てよこのマゾメイド」

　鞭で叩たたかねえし蠟燭責めもしねえよ。

「イツキ様、お怪け我がの具合は」

「めっちゃ痛いけど、仕方ないだろ。必要ならお前みたいに、きちんと治してくれてるよ。これくらいの怪我で弱音を吐はくなっていう、イシュタルの激げき励れいだろうさ」

　もちろん真っ赤な噓うそだった。目の前に武器置いとくような女が俺の心配なんかするもんか。だが、もう出血は止まっているし、動ける。この傷の治ち療りようなんて後で良いのだ。

　とにかく今は、時間がない。日の出まで『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を追つい跡せきしなくてはいけないのだから。

「なあ、リヴル。『喫茶養生記』の居場所は化野念仏寺じゃなかったのか？　餓が鬼きを作るなら最適の場所なんだろう？」

「いえ、確かに、餓鬼を作りだすために、無数の縁えんなき死体は必要のはず。だとすればやはり化野が最大の候補です。ですがイツキ様、『羅喉阿修羅』が出てきたとなると話は変わってきます。敵は餓鬼ではなく、六ろく道どう輪りん廻ねを掌しよう握あくしたと見るべきです」

　六道輪廻。仏教では、人の魂たましいは死してなお消え去らず、新たに別の魂として生まれ変わるという。その時、前世で負った宿業によって、次にどの世界に生まれるかが決定される。確か。

「天道、人道、阿修羅道、畜ちく生しよう道どう……で、その下が」

「餓鬼道、そして地じ獄ごく道の六つ。合わせて六道。餓鬼だけでなく阿修羅まで使し役えきしたとなると、六ろく道どうへの道をつなげたとしか考えられません。餓が鬼きは民間伝承では確かに霊れいの類たぐいですが、仏教では六道の一つ、救いの少ない餓鬼地獄です。しかし、名のある経典ならばともかく、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』にはその類の記述がありませんから、おそらくは京都の地勢を利用したのでしょう。行き倒れから餓鬼を生み出したのではなく、餓鬼溢あふれる六道の一つから直接呼んだ。おそらく『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』も同じように、六道とつながる『扉ゲート』を作りだしたと考えるべきです」

　いきなり話がでかくなってきやがった。おい、ザコだなんて言ったのはどこの邪じや神しん死書だ。

「おい。まさか、あの『羅喉阿修羅』みたいなヤツが何匹も出てきて、京都の街で暴れる…………なんてことないだろうな？」

「可能性は低いと思われます。それならば、化あだし野の念ねん仏ぶつ寺じにもっと多くの阿修羅を待ち伏せさせるほうが確実ですから。『羅喉阿修羅』一人だったのは、それ以上呼び出せなかったか、呼び出すのにある程度準備の時間が必要であるからと考えられます。

　おそらく『喫茶養生記』の作戦はこうです。まずホテルを大量の餓鬼に襲おそわせました。その最大の目的は、イツキ様を化野念仏寺に誘さそい出すことです。我々は餓鬼を作るにはあの場所しかないと考えましたが、それは既すでに『喫茶養生記』の手の内だった。『喫茶養生記』は化野念仏寺に『羅喉阿修羅』を配置し、確実にイツキ様を抹まつ殺さつしようと狙ねらったのです。ホテルでの餓鬼、化野での阿修羅。『喫茶養生記』としては、どこかでイツキ様が死んでくれれば僥ぎよう倖こう、というところですか」

　六道から呼び出した化け物による多段攻撃ってとこか。まったく怖い話だぜ。全て俺を殺すための流れじゃねえか。

「回りくどくないか？　直接阿修羅で俺を狙えば」

　そうすれば、関係のない未み耶やや小こ牧まき、敬けい一いち郎ろうも巻きこまれなかっただろうに。

「はい、その通りです。『羅喉阿修羅』の実力を考えれば、餓が鬼きなど雑ざ魚こでしかない。ですが、イツキ様を殺すだけでなく、イツキ様の足止めの役割もあると考えれば、辻つじ褄つまも合うのです。化野念仏寺は阿修羅によるイツキ様殺害の罠わなであると同時に、餓鬼によって意識を化野念仏寺に向けたフェイクでもあったと思われます」

「時間稼ぎって……『喫茶養生記』の目当ては俺を殺すことじゃないのか？　時間稼ぎしてなんの意味があるんだ」

「はい。六道を掌しよう握あくしようとも、それを自在に扱あつかえるとは思えません。イツキ様、六道のうち、人道に近いのは阿修羅道、そして畜ちく生しよう道どうを挟はさんで餓鬼道です。近い異界から呼べば、その分時間もかかりません」

　まず、人道の一つ下にある阿修羅道から『羅喉阿修羅』を呼び、化野念仏寺に配置する。そしてさらに人道より遠い餓鬼道から餓鬼を呼び出して俺を攻こう撃げきした。そこで俺が死ねばそれで良し。生き残っても、疑いの目は化野念仏寺に行く。そこに『喫茶養生記』がいるのだと錯覚する。俺たちはまんまと罠にはまり、『羅喉阿修羅』と戦う羽目になった。それが、時間稼ぎも含んでいるとするならば。

「『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』は、人道から近い順にしか、敵を呼び出せません。仮に目的があっても、阿あ修しゆ羅らを呼び、餓が鬼きを呼ぶという手順を踏むしかなかった。その理由は簡単です。人道から一番遠い場所、餓鬼道のさらに下層は一つしかありません」

　嫌いやな予感がした。阿修羅、畜ちく生しようを越え餓鬼とくれば、もうその下は最下層の。

「地じ獄ごく道どう。すなわち等活、黒こく縄じよう、衆しゆ合ごう、叫きよう喚かん、大叫喚、焦しよう熱ねつ、大焦熱、無む間げん。八はち大だい地獄のそれぞれに十六小地獄の付ふ随ずいする、罪人に責め苦を与え続ける道。六ろく道どうにおける最果ての場所です、イツキ様」

　それが、『喫茶養生記』のとったやり方か。六道の最下層、地獄と道をつなげて、そこから化け物を呼び出すつもりだってのか。餓鬼も阿修羅も時間稼ぎ。

『筆記官ライター』である俺を、確実に屠ほふるつもりだということか。

「……やれやれ、京都と地獄つなげるってか、泣きたくなる発想だな。そうまでして茶が飲みたいのか、そいつは」

　冥めい界かいという意味でなら、この死想図書館も地獄の一種であるには違いないだろう。たまにうるさいのがいるにせよ、基本的に死書たちは静かに時を過ごす。燃え盛る炎も責められる咎とが人びともいないのだ。

「イツキ様。地獄に関連する寺じ社しや仏ぶつ閣かく、なにかご存知では？　おそらく『喫茶養生記』はそこにいます」

「生あい憎にく、無知なもんでな。なにも浮かばねえ。そっちは？」

「六道についての記述ならば各種仏教経典がありますが、彼らは京都の地理を知っているとは思えません。京都の施し設せつを紹介したガイドブックのようなものは、死想図書館にはあまりございませんので……」

　俺が持ってきたガイドブックを、リヴルと二人で頭突き合わせて見てみるか？

　どうだろう。明確にどこにいるかわかっているのならばともかく、小さな観光用のもので『喫茶養生記』の潜せん伏ぷく場所を探すというのは、かなり無茶があるのではないだろうか。目を通しても、最悪ヒントが得られない可能性もある。

　今更ながらに、改めて、イシュタルの忠告が効いてくる。手段を選んでいてどうする、と彼女は言った。そうだ、時間のない今、手段に拘こだわっているのは愚ぐの骨こつ頂ちようでしかない。俺は、自分がしたくない事から逃げているだけというなら。

「リヴル。夜明けまでは」

「あと五時間四十二分ほどです」

　刻一刻と迫るリミットは、俺の首を絞しめてくる。この状況で頼れるものはない。八方塞ふさがり、出口なし、か。

「……リヴル。お前は、無関係の人間を巻きこむの、どう思う？」

「金こん野のカナ様のことですか？」

　リヴルも、イシュタルと俺との会話を聞いていたし、まあ、すぐに推察できるよな。俺が、あの空腹少女の事でイシュタルに叱しつ責せきされていたことくらい。

「私は死想図書館の司書です。イツキ様から特別の命令がなければ、死書の封印を優先します。カナ様の助力が得られることで『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を追い詰められるのなら、それは最良の選択と考えます。カナ様の手帳は素晴らしい情報量でした。可能ならば是非とも活用すべきです」

　そうだった。こいつは優先順位が決定しているのだ。カナの安全よりも死書の封印をとるに決まっている。わかっていたはずなのに。

「カナを危険にさらすことになっても？」

　友達──と呼べるはずだ。短い時間で、それも一度きり。馴な染じみのない土地で出会った少女だったけれど。だからこそ貴重な邂かい逅こうだった。

「イツキ様。私は、その危険から盾たてとなるための存在です」

「……簡単に言ってくれるぜ」

　お前が盾となるためには、俺が書き込まなきゃいけないじゃないか。結局、俺とリヴルの二人で、未み耶やの他にもまた、守らなきゃいけないヤツを増やしてしまうことになる。それは。

　綱つな渡わたりの、さらに過か酷こくさを増して。

　ああ、なんだ。

　なんだ、くだらねえ。結局、俺は未耶の事もカナの事も考えていなくて、自分てめえの負担が増えることを怖がっていただけか。

「未耶様をはじめとした、イツキ様のご学友の死は目前に迫っています。これは日の出になれば確実に訪れるものですが、カナ様の安全は我々の立ち回り次第で保障することができます。イツキ様を狙ねらった餓が鬼きに襲われた未耶様やご学友は、既すでに我々の戦いに巻きこまれていると言うことも可能かと」

「わかってる」

　わかってるからさ、言わないでくれよ。一度ならず二度までも、未耶を守れなかった気分になるから。どうしても、腹から下がぐちゃぐちゃになって助けてと呟つぶやいた彼女がいた、あの夜が浮かぶから。

　守ると決めた。

　ならば、一人でも二人でも守ってみせる。俺のただ一つの取とり柄え、目にも留まらぬ高速筆記。神様がくれたこの力と、白磁の従者がいれば。きっと。

「金野カナに頼る。我ながら情けないとは思うがよ、他に当てもない。いいな、リヴル」

「イエス、マイライター。それならば連絡いたしましょう」

「連絡だと？」

　リヴルが掌てのひらを向けて案内する。見れば、死想図書館の隅すみの柱に、なんか四角い箱が吊つり下げられていた。古い電話機だと気付くのに相当時間がかかった。え、どうやって使うのこれ。雰ふん囲い気きは出てるけど。

「死想図書館では携けい帯たい電話がつながりません。どうぞお使いください」

「使えったって……」やり方知らねえよ。

「受話機を持ちあげれば、自動的に相手とつながります。どうぞ」

　便利なものだった。以前使った占いのプリンターといい、ここでの道具に外見の形は関係がないのだ。中身に詰まってるのは、なんだろう、神様の不思議パワーとかなのかね。

　コードにつながった鈴のような形の受話器を耳に当てる。ちょっとかすれていたが、呼び出し音が聞こえた。いや、聞こえるもんなのか？　もう深く追及するのはいいや。

　出口のない八方塞ふさがり。そこに閃ひらめく光明は、未いまだ、見えない。




「頼みがあるんだが」『お引き受けしますえ』

　せめて内容を聞いてから答えてほしかった。深夜にかけた電話だというのに嫌いやな声一つ出さずに即そく答とうした金野カナ。もちろん、そう答えてくれたのはありがたいのだが。

『昼間の恩もありますさかい、イツキはんの頼みでしたらなんでも』

　普通の観光案内だったなら、その答えに素直に喜べただろうに。電話越しの彼女の声は、昼間と変わらなくて、だからこそ俺を苛さいなんでくれた。

　今は違うのだ。これではまるで、カナに恩を売り、それでもって彼女を騙だましているような気さえしてしまう。彼女を助けたのはなんてことない親切だったのに、まるで危険なことをさせるために恩を売ったような。

　やめろ。感傷など、今は浸ひたる時間も惜しい。

　詳しい話をするということで、俺はカナの家まで行くことになった。死想図書館を出た（というか、意識を回復した。目覚めた時には化あだし野の念ねん仏ぶつ寺じだった）俺たちは、『朧おぼろ車ぐるま』を使い彼女の住所まで。さすが『朧車』、京都内の住所ならほぼわかるらしかった。

　一応念のため、六ろく道どうをつなげる場所に心当たりがないか、『朧車』にも聞いてみたのだが──彼女は首を振る。そもそも六道輪りん廻ねの概がい念ねんがわからないらしかった。まあ、怨おん念ねんが凝こり固まった妖怪である『朧車』に、輪廻転生を説いても空むなしいだけだし。

　詳しよう細さいを話すことはない、とは牛ぎつ車しやの中のリヴルの弁。カナに心当たりを聞き、例の手帳をしばらく貸してもらうだけならば、そこまで踏みこんだことを話さなくても良いと言うのだ。俺も確かに、カナの自宅に辿たどりつくまでは、そう思っていたのだが。

　今では、考えが違う。

　牛車を降りた俺の目に飛びこんできたのは、廃はい墟きよだった。

　いや──それはいくらなんでも言い過ぎにしても、誰も住んでいないような、いかにも古いボロアパート。最初は啞あ然ぜんとして、そのすぐ後に俺は住所を間違えたのかとも思ったのだが。

「いいえイツキ様。ここであっているようです」

　リヴルは気にせずアパートの階段を上って、部屋の扉に貼はられた無数の紙を指し示す。金返せとか、泥棒とか、そんなことが口汚く書かれている。悪質な借金取りの所業だろうか。それだけならまだしも、この家の住人らしき名前まで持ちだして攻撃されているから、見ていて決して気分の良いものではない。

「大勢で、住んでんのか……？」

　金こん野のカナの名前だけでなく、他にも金野姓せいの人間の名前はかなりあった。結構な大所帯で暮らしているらしい。こんな、ボロアパートに？　いくら深夜だっつっても、他の部屋から生活している人間の気配がしねえんだけど。

「イツキ様、なにか問題が？」

「問題っていうか……いや」

　空腹で倒れていたカナ。バイトが忙しいと言っていた。あれはこういうことだったのか？　彼女の境遇は、俺が思うよりもずっと厳しいものだったのか？　金がなくて、だから行き倒れるほどに働いて、でも家族が多いから食べる物も。

　同情してしまうのは、違うのだろうか。

「イツキはん？」

　ぼうっと突っ立っていたら、扉が開いた。開いてみて初めてわかったが、随ずい分ぶん薄い扉である。これでは冬などどうやり過ごしているのだろうか。部屋の中に暖房器具があることを祈るしかなかった。

　カナが出てくる。電話で、手帳が必要だと言っておいたからだろう。ごてごてと装飾されたプリクラ帳を、大事そうに持っていた。

「それと……そちらの方は？　なんどすえ、そのけったいな恰かつ好こう」

　やはり、カナもリヴルのことは覚えていないか。一応、昼間に自己紹介はしていたはずなんだが。おかしな術が解けたせいか。

「あとで話すよ。悪いな、こんな夜よ更ふけに」

「別に構いまへんえ。いつもこの時間、内職してますさかいに」

　予想以上に働き者だった。そりゃ倒れるっつーの。空腹は、確かに行き倒れの理由の一つではあるのだろうが、それだけではないようだった。

「すいまへんけど、中では兄弟たちが寝とるんで、ここで立ち話になってもよろしいですやろか？」

「あ、ああ、それは構わないが……お前、兄弟何人いるの？」

「弟二人の妹三人どすえ。ちょいと色々ありまして、大家族なんどす。見ての通り狭いとこなんで、お客様が入れる広さやあらしまへんのや」

　それはそうだろう。この広さのアパートで、六人兄弟──両親をいれれば八人家族か。どれだけ苦しい生活をしているのか、それだけでもわかりそうなものだ。

「そんで、話ってなんどす？」

「ああ、それなんだが……」

　さて、どこから話して、どこまで話さぬべきなのか。正直な話、心当たりを尋たずねるだけなら十分もかからない。案内してもらう内に、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の襲しゆう撃げきがなければそれも僥ぎょう倖こうなのだ。

　だが。

　この苦境。金こん野のカナの状態を見て、それすらなんとかしてやりたいと思うのは、俺の傲ごう慢まんなのだろうか。俺の中に、ある考えが浮かんでいた。

「なあ、カナ。お前、突とつ飛ぴな話とか信じられるほう？」

「？　よくわかりまへんけど、ウチは疑り深いですえ？」

「そうか。いきなりすぎて驚くなよ。お前の食いたい物、なんでもタダで食わせてやるって言ったら、どうする？」

　今さっき疑り深いとか言ったくせに、カナの目はきらきらと輝いていた。おいおい、そんなに単純で良いのかよ。それとも、こと食事に関してならば彼女の理性は働かないのだろうか。

「そういう場所がある。頼みを聞いてくれたら連れていって──」

「イツキ様」

　なにを言うのか、悟さとったのだろう。リヴルが警けい告こくの声をあげる。そこまで踏みこんで話すべきではない、と。ああ、わかっているさ。これはいつもの俺の悪い癖くせ。しなくてもいいお人ひと好よしの発動なのだ。

「リヴル。逆に考えろ。死し食しよくレストランにコイツ連れていけば、少なくとも『喫茶養生記』には狙ねらわれない。安全だろ」

　セットゥ・アルジャントリ。あの慇いん懃ぎん無礼な執事の顔が浮かぶ。『主賓客イーター』以外全てを愚ぐ弄ろうする、とか言っていた気がするが、頼み込めば料理の一つくらい作ってくれるだろう。神の病やまいを治すような大層なものでなくていいから。

「ですが、我々ならばともかく、部外者を冥めい界かいに連れて行くにはイシュタル様かエレシュキガル様、どちらかのご助力が必要になります」

「イシュタルだって、カナの助けがないとダメだってことはわかってるはずだ。土ど下げ座ざすれば道もつなげてくれるだろ。そもそも、カナに頼るように発破かけたのがイシュタルだぞ」

　楽観的だろうか。まあさっき殺されかけたのに、のうのうと頼みごとをできるなんて、甘い考えなのかもしれないけどよ。カナはなんの話かわからない顔で、不思議そうに俺たちを見つめている。

「仮にイシュタル様が承諾しても、セットゥ・アルジャントリが納なつ得とくしません。あの男は、『主賓客イーター』以外に忠義を示しません。門前払いされてしまいます」

「俺が頭を下げる。それでもダメなら、リヴル。お前が死想図書館で紅茶とか、スコーンとかマフィンとか出してやれ。紅茶に関しちゃあの片眼鏡モノクル野郎より、お前の淹いれたヤツのほうが美う味まいに決まってる」

「イエスマイライター。お褒ほめいただき光栄です」

　あの偏へん屈くつな男、セットゥの説得も疲つかれそうだ。イシュタルといいセットゥといい、どいつもこいつも非協力的で嫌いやになる。これから一人ずつ頼みこまなきゃいけないのか？　嫌になるぜ。

　完全に独断。あとでイシュタルに叱しつ責せきされるのも覚悟の上。でも、安全だと言うならあそこ以外にはない。俺も夢の中で怪物に襲われたことがあったが、死想図書館に逃げ込んでしまえば安全だった。あの仮想空間は、手を出しづらい要よう塞さいなのだ。

　ここよりははるかに安全。なによりこの空腹少女に、少しでもなにか食べさせてやりたかったから。

「……なんか、おいてけぼりどすな」

　じぃぃぃっ。擬ぎ音おんにするならそんなところ。カナの半眼が肌に痛かった。

「イツキはん、浮気は感心しまへんえ。未み耶やはんという者がありながら、もう別のお人にも手を出したんどすか？　それもそないな服着せるなんて……不ふ潔けつどすえ」

「未耶ともリヴルともそんな関係じゃねえっての」

「私はイツキ様の奴ど隷れいです」

「お前も誤解を助長させるようなことを言うな！」

　今は深夜なんだから、デカい声を出させるんじゃねえっての。

　もう腹はくくった。

　エレシュキガルを助けるため。そして未耶を今度こそ守るために。俺はますます際どい綱つな渡わたりを続けるのか。確かに、内臓を分断されたあの再現を防ぐためならば、なにをするとも誓ったはずだが。

　そこに、誰かを巻きこむことは含んでいなかった。けれど。

「なあ、カナ。確かに頼みたいことはあるんだが──嫌なら、断ってくれても」

「それこそ嫌どす」

　でも、この少女が、そんな風に言うから。言ってくれるから。

「イツキはんは、いえ、イツキはんだけやない。未耶はんらもウチの命の恩人どす。きちんとそのご恩、返させていただきますえ」

　まっすぐ見つめてくるその瞳のおかげで、俺の覚悟は決した。

　だから、あとは俺の仕事。『筆記官ライター』として、きっちり死書を封印する。俺の周りの色んな奴やつら、きちんと助けるためにもな。

「わかった。話すぞ、カナ。俺たちはな────」




　全てを語った、わけではない。

　未み耶やの危機すら語ってはいない。ただ、ちょっとおかしな事件に巻きこまれていること。リヴルがその協力者であること。そして、その解決のためにカナの助けが必要であることなどを語って、最後に──協力してくれたのならば、安全な場所でたらふく食事させてやると約束した。

　エレシュキガルとかイシュタルとか、神様とか冥めい界かいとか、死想図書館とか死食レストランとか。本当のファンタジーは全くと言っていいほど語っていない。信じてもらえると思わなかった、ということもあるが。

（まだ、怖がってたのか、俺は）

　もしエレシュキガルを助けたら、カナを元の生活に戻れるように。カナはただの客なのだから、そんな心配は無用なのかもしれないが。それでも、あんな異次元の死の世界のことを、詳くわしく知る必要もないだろう。

　なら、最初から黙だまって、心当たりだけを聞いてしまえば良かったのに。死食レストランに連れて行くなどというお節介を、しなければ良かったのに。

　見過ごせなかった。複雑な家庭環境らしきカナを。これは同情だろうか。でも、なにかしてやりたくて。

　はは。バカだな俺は。なにかしたいなら金銀財宝でも渡してしまえば良かったのに。そんな力が俺にはないから、せめて腹いっぱいの食事を。なんの解決にならないことはわかっていて。

　カナは、俺に頼ってもらえたことが嬉うれしいと言っていた。俺が命の恩人だからと。確かに行き倒れた彼女を助けたのは間違いないのだが、どうしてあれほどに懐なつかれているのか、ちょっとわからない部分もある。だが、目当ての手帳は貸してもらえた。

　その後、まるで全てを見透かしていたように、俺たちはあの場で気を失った。イシュタルが死想図書館へと案内してくれたわけなのだが、もう少しやりようがあったのではないかと思う。乱暴すぎるだろ。

「六ろく道どう珍ちん皇のう寺じ」

　隣に立つリヴルが呟つぶやく。手にしているのは、もちろん寺じ社しや仏ぶつ閣かつの様々な情報が詰め込まれた、カナの手帳である。びっしりと文字が書き連ねられたそれから、リヴルはその寺を導き出した。

「東ひがし山やま区くにある臨りん済さい宗しゆうの寺院。本尊は薬やく師し如によ来らい。付近の道は六道が辻つじと呼ばれています。特に大きな寺院ではありませんが……近くには、臨済宗本山の建けん仁にん寺じがあります。臨済宗の開祖は栄えい西さい。つまり六道珍皇寺は、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』にとっては故郷の傍そばにある場所です」

　気絶した先の死想図書館では、カナを出迎えるためにセットゥが待っていた。事情は既すでにイシュタルから聞いていたらしい。自分はいつから『筆記官ライター』の従者になったのだとか、命令するならリヴルがいるではないかとか、嫌味と皮肉は矢のように浴びせてきたが、ひとしきり俺を罵ば倒とうした後は、カナを死食レストランまで案内してくれた。なんだかんだで料理は作ってくれるらしかった。

　イシュタルは、俺を無数の武具で脅おどしたくせに、意外と手回しが良い気がする。ここまでしてもらって死書を封印できませんでしたなどと言ったら、確実に磔はりつけだな俺。

「そして、これが最も重要なことですが──六ろく道どう珍ちん皇のう寺じには、地獄につながっているという井戸があります。平安時代、小野おのの篁たかむらがこの井戸を通って地獄に降りて、閻えん魔ま大王のもとで働いていたといいます」

　そうしてカナを死食レストランに送り届け、俺たちは現実世界まで戻ってきた。目当ては六道珍皇寺だが、まずは『朧おぼろ車ぐるま』の力を借りて、ここにきた。敵の位置がわかったのだ。あとは、決戦のための最後の下準備を。

　場所は、金きん閣かく寺じ。目の前に広がるのは、金の寺を鏡のように映す鏡きよう湖こ池ち。

「お前、その話知らなかったのか？　物知りなのに」

「はい、申し訳ありません。ですが言い訳をさせていただけるのならば、小野篁が閻魔に対して死者の蘇そ生せいを嘆たん願がんした物語は存じていました。ただ、それに由来する寺社が実在するとは知らなかったのです。あくまで、民間に流布する伝承の類なのでしょう。そうしたことまで事細かに、体系的に書いてある書物は少ないのです。そう言った意味では、このカナ様の手帳は質的にも量的にも、私の知識と根本的な部分で違うのです。書物からでは得られない部分が網もう羅らされている、といいますか」

「あー……女子高生のクチコミ情報みたいなものか？」

「おおよそそのような理解で良いかと思います。学術的な知識も確かに記されていますが、寺の住職や神社の神主から直接聞いたとしか思えないような話まで載のっています。さすがの私でも、そこまでは」

　ま、そりゃそうだよな。そもそも、リヴルが日本のことにやたら詳しいのがおかしいのだ。あの書籍の城、死想図書館の中では、日本の書物などごく一部。何な故ぜか全部日本語になってんだけど（おそらく女神様の不思議パワーかなにかのおかげ）、ほとんどの書物は外国のものだ。リヴルが知らなくても無理はない。極東の伝承にまで完全に精通しているほど、彼女は万能ではないということだろう。

　日の出までは、まだ時間がある。それまでに必ず追い詰める。そういう意味では、ここでアイツが協力を申し出てくれたのは、僥ぎよう倖こうではあったのだが。

「随ずい分ぶん、遅いな……」

「イツキ様、焦あせらずに。まだ具現化アツプロードしてから十五分も経たっていません──ほら、噂うわさをすれば」

　金閣寺の鏡湖池。澄んだ水面を押し上げて、それが姿を現してくる。

　巨大なタコの触手だ。月にてらてらと怪あやしげな粘液を光らせて、それは風ふう光こう明めい媚びな金閣寺の光景を、醜しゆう怪かいに彩る。普通、タコの足は八本だろうが、生あい憎にくコイツはそんな常識には収まらない。大小、数えきれないくらいの触手が、水面からあふれ出る。ただし、あくまで静かに。夢を司つかさどる者に相応ふさわしく。

「はぁーい♪　おっ、まっ、たっ、せっ♪　まったく、このコ全然言うこと聞いてくれないんだもぉーん。やっぱ『司祭たる悪夢クトウルフ』ともなると制御も大変だわぁ♪」

　そうして、そのベリーダンサーは触手の上で足を組む。無数の触手が寄せ集まり、あたかも彼女を支える玉座のごとくだった。粘液と吸きゆう盤ばんにまみれた玉座なんて、随ずい分ぶん悪趣味だが。

「おいおい、本物よりもかなりコンパクトにしたんだぞ？」

「それでも、よん♪　元が強力なのだもの。でーも、この私が来たからには、完かん璧ぺきに制御できるわ。もう京都に住んでいる皆さん、誰も彼も仲良く夢の中ってこと♪　あ、もちろん、見せている夢は安全無害なものよ♪」

　クトゥルフ神話。その由来となるタコに似た邪神『司祭たる悪夢クトウルフ』と、『邪神秘法書ネクロノミコン』。かつての敵だった彼女は、ぬるぬるした触手に褐かつ色しよくの指を這はわせる。

「いきなり手伝いたいなどと。どういう風の吹きまわしですか、『邪神秘法書ネクロノミコン』」

「えー、だってリヴルちゃんばっかりお兄さんと遊んでずっるぅーい♪　こうでもしないと図書館の外に出られないし♪　しっかりお仕事するから、そんな怖い顔しないでよぉ♪」

　カナをレストランまで送り届けたあと、俺たちの手伝いをしたいと声をかけてきたのが彼女だった。もちろん、『真白き本』を使えば確かに『邪神秘法書ネクロノミコン』の記述も利用できる。屈くつ指しの魔道書の力は強大、ではあるのだが。

　俺は、未み耶やを惨ざん殺さつした張本人に、力を貸してくれなどと、とても言えなかった。そんな俺の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、死書のほうから声をかけてきた。どういう意図があるんだか。
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「あん♪　ぬるぬるぅー♪」

　いや、案外なにも考えていないのかもしれなかった。

　金きん閣かく寺じの池に『司祭たる悪夢クトウルフ』を呼び出すなど、我ながら罰ばちあたりな所業だが、仕方がない。これから『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』との戦いが待っているのだ。無関係の人間を巻きこみたくない。万が一にも乱入者が現れないように、『邪神秘法書ネクロノミコン』から邪じや神しんを呼び出して、京の街を眠らせてもらったのだ。

『司祭たる悪夢クトウルフ』。Ｈ・Ｆ・ラブクラフトの著した『クトゥルフの呼び声』では、ほぼ全世界の人間に対して奇き怪かいな悪夢を見せた凶悪な邪神。だがまあ、『真白き本』で調整すれば、サイズも能力もある程度融ゆう通ずうがきく。

「事故とか、起こってないよな？」

「もちろんよん♪　『司祭たる悪夢クトウルフ』は眠らせた人間の身体をある程度動かせるもの。京都市民百四十七万人を無事にお家まで帰すのは大変だったけど、この私がやってできないことはないもの♪　きちんと遠えん隔かく操そう作さ、自動制御で、みんな安全に夢の中よん♪」

　一定範囲の人間を、全て夢の中に誘う邪神。その能力を考えれば、悪夢を見せてその全員を発狂させることもできるが、もちろんそんな悪党みたいな真ま似ねをする気はない。

　いつか、未み耶やの兄に化けていた邪神を利用してもよかったのだが──なまじ力が強大な分、俺では制御しきれないという懸け念ねんもあるのである。結局、『邪神秘法書ネクロノミコン』にはバックアップに徹てつしてもらうことにした。それでも十分強力だけどな。

　そして、もちろん京都市民を全て眠らせたのだ。この異変は『喫茶養生記』にも察知できるはず。さあ、わかってくれよ『喫茶養生記』。今度はこっちから仕掛け始めたんだって事をな。

「これから……えーと、ろくどーなんとかに行くのかしら、お兄さん♪」

「六ろく道どう珍ちん皇のう寺じな」

　どうでもいいが、タコの触手が『邪神秘法書ネクロノミコン』の腹とか太ももとかに絡みついてて結構目の毒なんだけど。ずる、びちゃ、ぬるり。粘液にまみれた触手が身体を這はいずって気持ち悪くないのかとも思うのだが、『邪神秘法書ネクロノミコン』本人は高級なリクライニングシートにでも座っているかのような表情をしていた。

「悪いな、協力してもらって」

「あら♪　私から言いだしたことだもの♪　お兄さんこそ良いの？　簡単に私の手借りるなんて♪」

「ああ、頼むぜ」

　ふふん♪　と邪神の書は妖よう艶えんに笑う。俺の言葉に噓うそはない。こうして『邪神秘法書ネクロノミコン』の力を借りていれば、いつか、彼女ともっと親しげに話せる日が来るだろうか。

　忘れることはできない。未耶の残ざん虐ぎやくに葬ったこの死書に対する感情を。できないが、そこに生まれた腫しゆ瘍ようのような違和感を、少しでも取り除くことはできるかもしれなくて。

「気をつけてね。人間なんて、指先一つで簡単に消え去る命しかもってないんだから♪」

　ラスボスのセリフで俺を送りだすなっつの。

「『邪神秘法書ネクロノミコン』。少しでも叛はん意いを見せればその時は」

「わぁーかってるって、もう♪　リヴルちゃんたらお堅いんだから♪　なんならこの触手でとろとろに柔らかくしてあげよっか♪　『筆記官ライター』のお兄さんも、触手に犯されたリヴルちゃんを見たら喜ぶわよお」

「イツキ様が望むのでしたら、今度時間のある時にでも」

「リヴル、ナチュラルになに言ってやがる」

　喜ぶどころか嘔おう吐としそうだ。『邪神秘法書ネクロノミコン』も妙みような誘いをかけるな。触しよく腕わんは不気味な蠕ぜん動どうを繰り返しつつ、ベリーダンサーのかなり際どいところまでその先端を忍び込ませる。この邪神の動きが、単なる『邪神秘法書ネクロノミコン』の趣味なのか、それともおぞましい邪神の意思なのか、俺ごときには判断がつかないが。

「イツキ様、そろそろ」

「私は私のお、し、ご、と♪　『筆記官ライター』のお兄さんは、存分に暴れてきちゃって、ね♪」

　お前の場合仕事というには楽しみ過ぎているような気もするんだけどな。触手と遊ぶのがそんなに快楽か。俺はゴメンだけど。だってほら、その粘液にまみれた触手が、邪神に取り込まれた未み耶やを頭に。

「……行ってくる」

「ねえ、『筆記官ライター』のお兄さん」

　俺の背に、『邪神秘法書ネクロノミコン』はなにを見たのだろうか。

　どこか寂さびしそうに、いつもの陽気な声を見せず、ずるぅっ。びちゃ。ねちょ。粘性の液体の奥に、褐かつ色しよく肌はだの彼女の声が溶け込む。

「あんまり、気負わないでね。人間一人にできることなんてたかが知れてるんだから。お兄さんが全部やらなきゃいけないなんて、そんなことは」

「土産みやげは八やツ橋はしでいいな？」

　やれやれ。お前といい『朧おぼろ車ぐるま』といい、心配し過ぎだっつーの。

『邪神秘法書ネクロノミコン』の言葉を半ば強引に断ち切って、俺は振り返りもせず、彼女に手を振った。ふん、気負うなって？　そりゃ無理だ。だってもう、俺の身内の命がかかってしまっているのだから。

　さあ待ってろよ『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』。泣いて謝っても許してやらねえからな。




（餓餓餓餓餓餓餓）

（餓餓）

（餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓）

　虫の羽音が充満する。いや、それは寄り集まった餓が鬼きの気配だ。その餓鬼とやらは俺には見えないんだが、隣に立つリヴルには、山ほどの餓鬼が見えているのだろうか。ほとんど人間ではある──と俺は思っているけれど、俊しゆん敏びんな動きや、化け物を捉とらえる瞳など、人間とは違う部分もやはり多い。

「ここか」

「はい。ここが六ろく道どうが辻つじと言われる場所です。冥めい界かいにつながっているという井戸は六道珍ちん皇のう寺じの裏手にあるようです。普段は非公開のようですね」

　俺のガイドブックには載のっていなかった。決して有名でないわけではないらしいが、すぐ近くに建けん仁にん寺じがあるせいで、この小さな寺社まで記すスペースがないのだ。薄めのガイドブックでは、地図の縮尺もどうしても小さくなってしまうから。

　だから見逃した。金こん野のカナの手帳を見るまで。

　境けい内だいには、誰もいない。しかし小さな寺とはいえ、さすが京都というべきか。本堂の他にも、いくつか建物があった。

「こちらから、餓鬼は現れているようです」

　リヴルには既すでに、『天あま之の尾お羽は張ばり』を具現化アツプロードさせている。彼女はその神剣を振り回して、集まってくる餓鬼を退治しているようなのだが、生あい憎にくと俺にはさっぱり見えないのである。でもそのおかげで、俺は餓鬼に憑つかれることもなく、安全を確保することができている。

　やがて境内の裏手が見えてくる。鬱うつ蒼そうとした繁しげみの奥に、その井戸がある。俺にはやはりなにも見えないのだが、きっとリヴルにはそこからあふれ出る餓鬼の群れが見えているに違いない。

「見つけました、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』！」

　そして、その井戸のすぐ傍そばにいたのが、僧そう侶りよ。

　袈け裟さをまとう瘦やせた男だった。袈裟といっても見慣れた黒色のものではなく、金や黄色の布がふんだんに使われた豪華そうなもの。知識のない俺から見ても、高位の僧だということはわかった。目は細い。山犬にも似たその顔立ちが、鬱蒼とした境内の裏手に相応ふさわしかった。一見すれば普通の坊さん。ただし。

　地面と、完全な平行の立ち位置にいなければな。

「…………てめえか」

　僧侶は宙に浮かんでいる。重力などないかのように、その身体は地面と平行になっていた。要は真横に浮かんでいるのである。それなのに僧侶の持つ湯ゆ吞のみから茶がこぼれることもない。立ち上る湯気は僧侶にとって正しい方向に、つまり俺から見て真横に立ち上っていた。気味の悪い光景。

「……茶は、養生の仙せん薬やくなり。生き返る心地である」

「てめえが、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』か。探したぜ、この下げ衆す野郎」

「無ぶ粋すいである。拙せつ僧そうが茶を嗜たしなむというに、邪じや魔まな闖ちん入にゆう者しやどもめ。死して骸むくろとなるか、図書館に逃げ帰れば良かったものを。抗するから、苦しむこととなる」

　山犬の目が俺たちを見る。しかしその瞬間に、リヴルが『天あま之の尾お羽は張ばり』を一いつ閃せんした。ふん、餓が鬼きが飛びかかってきたのか？　俺にはわからなかったが、なにも言わずに俺を守ってくれるリヴル・ブランシェは、今はなにより心強い。

「拙僧はここを離れるつもりはない。四季折々の景観の素晴らしさ、人の雅みやびなる心。他のどのような日本の地にも勝る。拙僧の茶を邪じや魔まするのであれば、容よう赦しやはしない」

　容赦しねえもなにも、お前の子飼いの餓鬼どもは、さっきからリヴルに斬きり伏せられてるぞ、見えねえがよ。

「『喫茶養生記』。念のため問いますが、戻る気は？」

「くどい。言葉でしか意思を計れぬ愚ぐ者しやめ。真理とは路ろ傍ぼうの石と同じというに、未いまだに書物などという偽いつわりの真理にすがる司書よ。その愚ぐ昧まいさ、仏の道には程遠い」

「仏道を説く者が、地じ獄ごくへの道をつなげるのですか？　それはどのような皮肉です『喫茶養生記』」

『天之尾羽張』は、何度も風を斬り倒す。餓餓餓餓餓餓餓餓餓と喚わめく餓鬼どもの気配は感じとれるが、それだけだ。リヴルの目に映っているらしい餓鬼は、俺には見えない。

「そう。時間はかかったが、この井戸の底は地獄につながっておる。阿あ修しゆ羅ら道どうを突き抜け、餓鬼道を貫かん通つうし、さらにその下層の地獄にな。この餓鬼どもが全て登ってくれば、次は救いのない罪人どもが這はいあがってくる。つながれば、貴様ら邪魔者が全て消え去る。が……それにはいささか遠い。もう一押し欲しいところよ」

「なるほど？　人道から地獄道までは、その間に三つもの別世界を含む。接続したからと言って、すぐに地獄の鬼が現れるわけではないということですか」

　だから、『羅ら喉ご阿修羅』を使った時間稼ぎをしていたわけか。なかなか周到な男である。この犬に似た顔の禅ぜん僧そう、侮あなどっていれば足元をすくわれる。

『喫茶養生記』が、ようやくその足を地に着けた。袈け裟さをなびかせて近づいてくる。

「……一つ問うぞ、らいたぁ」

「好きにしろ。どの道、お前もう捕まえるからよ」

「なにゆえ、今になってやってきた？　図書館の司書すら随ずい伴はんしているのならば、単なる学校行事ではあるまい。拙僧以外にも、重要な死書は山のように逃亡しているはず。なにゆえに今であり、なにゆえに拙僧であるか？　如何いかん」

「くだらねえ。エレシュキガルの病気良くするのに、お前が必要なだけだ」

『喫茶養生記』の顔つきは変わらなかった。あるいは、エレシュキガルの現状を訴えれば、『喫茶養生記』が使命感を持って、素直に封印に応じてくれる──なんて展開も考えたのだが。世の中そう上う手まくはいかないらしかった。

「拙せつ僧そうには関わりのないことよ」

「なら、未み耶やの分も含めてぶん殴ってから、持ち帰ってやるだけだ！　リヴル！」

「イエス、マイライター！」

　リヴルが駆ける。俺も『真白き本』を広げて、指示を書き込んだ。といっても、この状況で指示もなにもない。記す言葉はいたってシンプルだ。邪魔な餓が鬼きを切り捨てて、最短距離で『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』まで走れ。

「往生しやがれ、クソ坊主！」

　距離は、一いつ瞬しゆんで詰まる。元より身軽なリヴル・ブランシェ。いかにも動きにくそうな袈け裟さをまとう禅ぜん僧そうが、逃げられるはずもない。『天あま之の尾お羽は張ばり』は、その威い力りよくを発揮する横なぎの一撃を。

「瓢ひよう簞たんにて鯰なまずを捕らえるや、如何いかん！」

『喫茶養生記』が、剣をかわした。

　いや──回かい避ひというより、それは水を盾にしたように見えた。違う。水じゃない。それは茶だ。それが『天之尾羽張』にまるで生き物のように巻きついて、その威力を減算させていた。

『喫茶養生記』。彼が持つ湯ゆ吞のみから、大量の茶があふれ出していた。

「なっ…………!?」

　いや、違う。深い濁にごりをもつ緑色の溜たまりが、リヴルの周囲に形成されている。くそ、色からしても動きからしても、完全にファンタジーによく出てくるスライムじゃねえか。

「もう一押し、と言ったはず」

『喫茶養生記』の声が響ひびく。

　素早い動きだった。緑色の液体は、びゅるびゅるとその身をくねらせて、リヴルを絡め取る。足に、腕に、巻きついた粘性の液体は、そのままリヴルの身体を持ちあげて。

「イツ──────」

　俺の名を呼ぶ声は、途中から泡となって溶けた。彼女の顔にも、訳のわからない茶がまとわりついたのだ。

　俺が駆け寄る暇ひまもなく。

『喫茶養生記』の茶水は、リヴルを井戸──地じ獄ごくにつながっているという、六ろく道どう珍ちん皇のう寺じの井戸へ、投げ入れた。

「リ、ヴル」

（餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓）

（餓餓餓餓餓餓餓餓）

（餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓）

（餓）

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺。そのすぐ目の前で、液体はびゅるびゅると『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の持つ湯ゆ吞のみへと戻っていく。明らかに湯吞みに収まる量ではなかったというのに。『喫茶養生記』はそんなことなどどうでもいいとばかりに、湯吞みに口をつけ、その気持ちの悪い液体を喉のどに流した。

　牙きばをむき出して笑う様は、やはり僧そう侶りよなどより、犬という形容が相応ふさわしかった。
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　金こん野のカナの母親が残した中には、良いものと悪いものがそれぞれ一つずつあった。

　良いものは、カナにとってかけがえのないたくさんの兄弟。悪いものは、呆あきれるほどの額の借金。父を捨て、男とどこかに消えてしまった母を、けれど金野カナは恨んだりはしていない。その無責任を軽けい蔑べつこそすれ、人の世のこと、色恋のことだ。責めても仕方がない。長女であるカナは、それで悩んでいた母の姿も記憶にある。父と子を捨てたことは、今更どうでもいい。

　ただし、借金についてはまったく別。

　父は膨ぼう大だいな額の借金を返すために、朝夕問わず働かねばならなかった。もちろんその間、家事と幼い弟妹の面倒を見るのは長女であるカナの役目。嫌いやだ面倒だと投げ出すことはできなかった。当然だ、カナが投げ出せば、それだけで金野の家が立ちいかなくなってしまう。辛つらかったけれど、でも中学まではむしろ楽だった。家事だけやっていれば良かったから。

　高校に奨学金で入ったカナは、バイトを始めた。弟妹も成長し、家を空けることができるようになったから。少しでも家計の足しにするために、カナは家事をこなしながらも、バイトをしてお金を稼ぐようになった。それも家族のためと思えば、カナにとって辛いものではなかった。昨日は倒れてイツキや未み耶やに助けられたが、あんなことはむしろ今までで初めてだった。

　苦しくなかったといえば噓うそになるが、誰かに同情されるのは絶対にごめんだった。

　貧困が悔くやしいのは確かにあったが、だからといって悲観的になっていては本当にみじめになってしまう。カナはそんな風に思って、でも結局のところ、それが自身のことをみじめだと考えることのなによりの証しよう拠こであることも、カナにはわかっていた。

　一番辛かったのは、食事のこと。

　ただでさえ家族の多い中、食費には制限がある。必然、その量も質も低下している。カナは家族の中でも長女として、例えば足りないと泣く弟に自分の食事を差し出すこともあった。それはもちろんカナが進んでやったことだが、その胸の内に不満が蓄ちく積せきする。

　カナも、自分の食べる量が普通ではないということに気付いてはいた。

　きっかけは、学校の給食だ。給食費すら捻ねん出しゆつしなければいけないほど家計は逼ひつ迫ぱくしていたけれど、それでも学校給食は安くて量の多い、家計に優しい食事だった。だが、カナは決して満腹にはならなかった。他のクラスメイトたちがちっとも不満そうな顔をしていなかったのが、カナにとって自分がおかしいのだと気付いた瞬しゆん間かんだった。

　これでは足りない。

　もっともっと食べたい。

　そう思っていたのはカナだけなのだと、その時知ったのだ。

　貧困が理由だと、最初は思っていた。自分は普段から食べる量が少ないからだと。が、きっと違うのだ。どのような量の食事があろうとも、カナの胃袋が満足することはおそらくない。それは誰よりも、カナ自身が理解していた。包装紙やビニール袋はおろか、食器の皿や箸はしに対してまで食欲を感じる自分は、きっとどこかおかしいのだと思っていた。いずれにせよ、この貧困の檻おりから抜け出せなければ、胃の空腹はずっと続いていく。カナはもう諦あきらめていた。

　腹いっぱい豪華なものを食べる夢なんて、夢でしかない。

　父が生きているうちに借金が返せることはないだろう。弟妹たちが働くようになれば、家計も少しは楽になるだろうか。末の妹は大人の乱暴な取り立てが怖いと言っていた。弟妹たちの誰か一人くらいは大学に行かせてあげたいと思うが、そんな大金はどこにもない。自分も高校を卒業したらすぐに就職せねばならないだろう。この時世、高卒での就職は難しいと聞くが、それでも働かなくては自分の家は立ちいかない。

　家族のために身を粉こにするのは構わない。

　ただ、自分にはそれ以外に選択肢しがない。そのことが少しだけ哀しい。家族を捨てるつもりは毛頭ないが、それでも。自分にはなにか、生きていることを喜べるような楽しみはきっとないのだから。

　そう思っていた。

　だから、黒くろ間まイツキには感謝しないといけないのだ。命の恩人というだけでなく。

「カナ様。お代わりをお持ちしましょうか」

「……作った端はしから持ってきてほしいどす。全部食べますえ」

「ウィ。マドモアゼル」

　銀髪の執事らしき男が、嬉うれしそうな顔つきで厨ちゆう房ぼうへ戻る。名前はなんといったか。ああ、そんなことはどうでもいいのだ。彼の作ってくれる大量の料理が今の金こん野のカナの全てを満たす。

　ここは、食堂だった。

　ビロードの青い絨じゆう毯たんが敷き詰められた部屋。差し込む光は気味が悪いくらいの黄金。食堂のクロスは血の赤。燭しよく台だいには光がともり、カナの背後には油絵具で描かれたカナ自身の肖像。ああ、でもそんな付属品などどうでもいい。カナにとってなにより重要なのは。

　テーブルに盛られた山ほどの料理。肉も魚も野菜も果物も穀物も卵も、全てカナのもの。執事の彼にそう言われた時、カナはこの世界こそ極ごく楽らく浄じよう土どだと思った。

　手配してくれたイツキには感謝している。カナは彼に言われるがままに、彼女のもつ手帳を差し出しただけ。イツキを取り巻く難事は話してくれそうもなかったし、今はどうでもいい。

　銀髪の執事は、何な故ぜかイツキの前では不機嫌そうだった。最初は怖いと、カナは思った。だが、彼はカナをこのレストランまで案内すると、いきなり名前を書いてくれと言いだした。高そうな紙に、カナは言われるがままにサインを記した。そこに書いてある細かい字はわからなかったが、入店証かなにかのように思えた。

　そうすると、執事はころりと態度を変え、恭うやうやしい礼と共にこう言ったのだ。




「──ようこそ死し食しよくレストランに。お待ちしておりました、『主賓客イーター』」




　あとはもう、この食堂の虜とりこ。彼がカナの言うがままに、様々な料理を作ってくれた。

　キャビアにフォアグラにトリュフ、今まで一度も口にした事のない珍ちん味みが舌根をとろけさせる。ウニが食道を満たして、松まつ茸たけの香りが鼻び孔こうを散々に蹂じゆう躙りんしてくれた。サーモンのムニエルが胃袋に入りこみ、子羊のソテーがカナの体内でその命を躍おどらせる。

　食事とは命の強ごう奪だつ。生命力の吸収。

　全ての生命は他の生命を食らうことで生きていく。カナは目に見える極上の料理を食べ続け、崇すう高こうなる殺さつ戮りく者しやとして存在する。

　エスカルゴの蒸し焼きを片っ端から口にいれた。サラダの上に載のっているのはイルカの肉。どちらも美味だ。カタツムリは貝の仲間だし、イルカとて牛や豚と同じ哺乳類。どうして食べることを咎とがめるのだろう。食らうことは命を奪うことで、それはどのような生物にも同じこと。等しく残ざん酷こくで等しく公平だ。

　スズメの丸焼きを味わい、イナゴの煮つけの甘さに歓喜した。昆こん虫ちゆうの類から得られるタンパク質は貴重だ。見慣れない肉の中華料理があったが、食べてみればその正体がわかった。おそらくはカエルだ。両生類の中では比較的一般的な食用の生物。カナに好き嫌いはない。

　全て平等に食らい、平等に殺す。それこそ生きることへの執着であり、同時に生きていたものへの崇すう敬けいだ。

　味付けは最高だった。あの銀髪の執事は間違いなく一流だ。カナも長い間家事を続けていたが、だからこそわかる。どんな三つ星レストランでも、あれほどの料理人はいない。ジャンル問わず国を問わず、これほどの味を皿に載せて提供するなど、誰にもできることではない。

　だから自分のやることは、いただきますと呟つぶやき、見苦しくないよう丁てい寧ねいに食事を胃に収め、ごちそうさまと告げて次の皿に手を伸ばすこと。その一連の儀式において、命を奪われた者への感謝と謝罪を忘れないようにすることだ。カナとしてはなによりも丁寧に食べているつもりで、実際その作業に丁寧さは見えるのだが、しかし彼女特有の高速飲食は、それでもカナに常人の及ばない速さで食事をさせていた。

　ああ、ずっとこのレストランにいたい。永遠にここに座り、ただやってくる料理を食らい尽くせば。

「食べつくすだけの豚に成り果てましたか、金こん野のカナ」

　だから、気付かなかった。豪華な食事に我を忘れていたからこそ、細長いテーブルの対向に、白銀の鎧よろいを着こむ女がいたことに。カナの染めた金髪とは違う。内側から陽光のようにあふれ出る、長い金髪を誇っていた。

「誰……どす？」

　先ほどの、呆あきれるほど巨大な図書館にはいなかった。図書館にいたのはイツキと、従者だと言うメイド服の女性。それと確か、ベッドで苦しそうにうめく、小さな少女。

　カナの手帳を借りるのは、その女の子を助けるためだと言っていたような気がする。それは構わない。イツキの言う事ならきっと噓うそはないだろうから。

　だからこそ、この女は、誰だ？

「見苦しいですよ、金こん野のカナ。確かに食事は貴女あなたにとって譲れぬ絶対の事象ではありますが、それで忘我するのは本能に従う獣けものと同じです」

「どちら様どす？　ウチ、今忙しゅうて」

「私のことなど今は良いのです。忙しいとは、食べることにですか？　浅ましく過か剰じような食事を貪むさぼることに忙しいというのですか」

　カナは眉まゆをひそめる。こいつは、嫌いだ。

　好きになれない人物には今までの人生で何人も出会ったが、それはあくまで同じ舞台の上での好き嫌いだ。相手は人間であり、自分と同格だと判断した上での好悪である。

　だが、この白銀の鎧よろい女おんなは違う。むしろ彼女が自分のことを嫌っている。まるで人間が嫌いな虫を見る時のような空気をまとっている。だから好きになれない。そもそも人間を嫌いな非人間を、好きになれるはずもない。

　そう、この女は、人間ではない。人間を見下ろす類のモノだ。

「ウチ、好き嫌いはあらしまへんけど……」

「なんですか？」

「貴女みたいな人は嫌いですねん。だって、食えんお人みたいやし」

　小さな息を吐はく音が聞こえた。もしかしたら目の前の鎧の女が、笑ったのかもしれなかった。カナにはどうでもいいことだったが。

「正直で結構なことです。あの臆おく病びような男とは比べものにもなりません。金野カナ。私は貴女がそれほど嫌いではないですよ。だからこそ、忠告してさしあげます。私は女神イシュタル。その言葉は、すなわち神しん託たくです」

「いりまへん」

　神はたくさんいる。それこそカナの地元は神社と仏ぶつ閣かくの街。神様など姿の見えない隣人である。

　神は社の奥にひっそりと佇たたずんでいればいい。私が神であると大おお仰ぎように現れて、偉えらそうに演説をする神様などこちらから願い下げだった。

「セットゥ・アルジャントリにはすぐ、薬となる茶を作らせましょう。妹はしばらく経たてば、私が代行していた雑務も任せられるほど回復するでしょう。貴女のおかげです、感謝します。事前の報ほう酬しゆうとなりますが、お礼の品を」

　ごとり、とテーブルに載せられたものは、食べられないものだった。

　すなわち鉱物。宝石だろうか。さすがのカナでも宝石を食えば腹を壊すのは明白だ。きらきらと輝きを放つその鉱物より、カナの興味は目の前の食事にのみ注がれていて。

「受け取りなさい。貴女あなたの苦境の助けになります」

「……同情どすか」

「正当な仕事の報ほう酬しゆうです。あのくだらない男でも、示し唆さを与えれば見事に貴女を連れて来てくれました。なにも死書を封印するなどという回りくどい真ま似ねをしなくとも良いのです。貴女を連れて来てくれればそれで良かった。暗あん愚ぐで鈍にぶい『筆記官ライター』はまだ気付いていないようですが──金こん野のカナ。貴女は『主賓客イーター』。この冥めい府ふの食堂で全て食らい尽くす、黄たそ昏がれの上客です」

　イシュタルの戯ざれ言ごとを聞き流しながらも、カナは食事を続けていた。当然だ。これほどの馳ち走そうを前に、どんな事物も些さ事じでしかない。できるならば一生ここに。この果てることない殺さつ戮りくの城にいたい。「この大量の食事も、貴女が『主賓客イーター』だからこそ与えられるものです。貴女のおかげで、セットゥ・アルジャントリも自由に力を振るえます。おかげで、妹に良薬を作ってあげることができます。この報酬はその働きを考えれば、まだまだ足りないと思いますが」

　色とりどりの宝石を指して、なおも白銀の鎧よろいを着た女が繰り返す。だが、どうでもいいと思った。食べられないものは、今のカナには必要ない。

「一つ聞きます」

　煩わずらわしい、そう思った。食べられない宝石を与えるために来たのなら、消えてほしい。自分はもう、ただずっとここで、永遠の食事を。

「あの手帳は、なんなのですか？　あの男は、手帳に記載された情報を頼りに死書の居場所を割り出していました。ただの趣味にしては、あの情報量は異常に過ぎる。大体、食うことが全ての『主賓客イーター』の趣味が神社巡りなど。おかしくて笑いがこみあげてきます」

　どこか嘲あざけるような笑いで、女は問うた。その顔は答えを知っている者のそれだった。では何な故ぜ問うのだろう。神特有の傲ごう慢まんさがゆえか。

　ならば、とカナは思った。ならば自分も、傲然と答えてみせようではないか。

「食べるため」

「…………やはり」

「食べるためどす。神様は、仏様は、どんな味がするんやろ。食ったら美お味いしいんやろうか。この神様は、あの仏様は。そんな風に思っただけどす。気付いたら色々調べてましたわ。でも、そんなん、どの魚が食べられるか調べんのと同じで、ウチはただ、神様も仏様も、食べたら美味しいやろうなと思うただけどす」

　それがあの手帳。単なる食材メモ以上のものではないそれを見せてもらうためだけに、イツキは自分に協力を仰あおいできた。その報酬がこの食材の城というのならば、カナに文句などあろうはずもない。

「だから」

　神を名乗った女を睨にらみつける。

「ウチに用がないなら、消えてほしいどす」

「傲ごう慢まんな」

　風が吹いた。そう思った。

　けれどそれは鋼鉄の風だ。触れれば切れる刃の旋せん風ぷうだ。いつの間にだろう。武器を持っていなかったはずの自称神が、長大なスピアをその手にしていた。十メートルはありそうなテーブルの、端はしから端まで届く長い槍やり。

　菱ひし形がたの金属。抜き身の槍の先端が、カナの頸けい動どう脈みやくのすぐ隣にまで迫っていた。肩に乗せるように、冷たい鋼はがねが肌を粟あわ立だたせる。

「いつまで食事に熱中しているのですか。神を食らう？　その傲慢さで、貴女あなたはどれだけ命を食らいましたか？　その食らった命はどこへ行くのですか？　まさか貴女の享きよう楽らくのために、ただそれだけのために消費されるものだったというのですか」

「なにを……」

「私にとってはどうでもいいことなのですよ。秩ちつ序じよと中ちゆう庸ようの女神、私の在り方は鋼鉄の武具。私は人間に対しては、このような乱暴なやり方に出る事しかできない。この鋼が、私の秩序を維い持じするものなのですから。なんのために食事を取るのか、なんのために命を奪うのか、なんのために生きるのか。金こん野のカナ、貴女は自らの苦境にありながらも、それだけはわかっていたはずなのですが」

[image: ]

　ああ、変わらない。この女は、それこそ鋼はがねのごとくに表情が変わらない。

　この神にとっては、本当にどうでもいいことなのだ。この槍やりが自分の喉のどを貫つらぬいたところで、彼女は顔色一つ変えずにこの場を去るだろう。まさしく神に相応ふさわしい。下界への無関心と無む干かん渉しようと無表情。

　だがしかし、それでも、やはり神は神。

　彼女の長槍と叱しつ責せきは、カナがここに来て忘れていたことを思い出させてくれた。

「お望みならば、貴女あなたが食らった者たちの怨えん嗟さと憎悪、その耳に聞かせてあげてもいいですが。それで少しは目が覚めるのならば重ちよう畳じよう。あるいは気が触れたとしても、私にとっては」

「どうでもいい、どすか」

　本当は知っていた。神に言われるまでもない。

　飽食。それはとても魅力的な言葉で、カナにとってはある種の夢ですらあった。ある種の人間が金に、名めい誉よに、愛に溺おぼれることを夢見るように。カナにとって、自分が溺れたいものが、単に無数の食物であっただけのこと。

　でも、カナが持っていたのは、それだけではなかったのだ。

　忘れるなど片腹痛い。作った食事を誰と分けあっていたかなど、考えるまでもない愚ぐ問もんだというのに。一人で取る食事ほど不ま味ずいものはないというのに。だからこそ、この神はそれを思い出させるためにここまで来た。

「貴女の恩人。あの鬱うつ陶とうしい男の居場所はわかるはずです。扉はつないでおきましょう。あとは、お好きなように」

「おおきに。でも、やっぱりウチはあんさんが嫌いどす」

「構いませんよ。いずれ神は、人間に好かれようなどと思ってはいませんから」

　かたかたかたかたかたと、槍が魔法のように格納されてイシュタルの手に舞い戻った。中途で切り離せる折りたたみ式の槍であったのだと気付いた頃には、イシュタルは槍など持っていなかった。

　神は万能。その魔法のごとき所業のからくりを一々明かそうなどと、愚者の考えか。

　イシュタルはいなくなっていた。目の前の食事は未いまだ山のようにあれど、もうカナの食欲は絶えていた。いや、違う。食欲はある。だが、このレストランで、たった一人で黙もく々もくと食事を続ける気は、カナにはなかった。やはり、食卓は囲んでこそなのだ。

「カナ様」

　いつの間にか背後に、あの銀髪の執事が立っていた。片手を腰で折り曲げ、直立不動。片眼鏡モノクルの奥には、鷹たかを連想させる鋭い瞳が。

「イシュタル様の言葉などに耳を貸しませぬよう。私は『主賓客イーター』の、カナ様の従じゆう者しやでございます。ここでカナ様に永えい劫ごう食事を作り続けることこそ、我が喜びにして存在意義。カナ様がここを捨てられては、私とこのレストランは、再び主無き食堂として朽くちていかねばなりません。どうか」

「まだ……名前を聞いてへんかったどすなあ。執事はん」

　執事は、九十度。測ったような正確な一礼を示し。

「セットゥ・アルジャントリと申します。『七つの銀器』セットゥ・アルジャントリ。『主賓客イーター』の命に全て応えるカナ様の奴ど隷れいにございます」

「セットゥ。ウチ、行かなくてはならないんどす」

　直立のまま、セットゥがこちらを睨にらみつけた。いや、睨むというのは正確ではないか。どこか咎とがめるような視線。私を見捨てるのかと、ようやく得た主を得た従者を捨てるのかと問うていた。

　すぐにわかった。ああ、この男は、本当に自分のために存在しているのだと。自分の命令を必ず遂すい行こうする奴隷なのだと。

「ここを見捨てるつもりはないどすえ。けれど、一人で食べても美お味いしゅうない。それだけのことどす。ついてきてくれはりますな？」

「ウィ。マドモアゼル。全てカナ様の意のままに」

　血の光が降る、夕の晩ばん餐さん。死食レストラン。殺さつ戮りくの城。

　そこの主は、その施し設せつの残ざん虐ぎやくぶりに似つかわしくない、実に穏やかに微ほほ笑えむのだった。

「イツキはんの匂においは、こっちから…………さ、外でのお食事、楽しみましょか」




　カンダタ、カンダタ、糸を摑つかめ。

　カンダタ、カンダタ、糸を登れ。

　地じ獄ごくの罪人を救うのは、一匹の蜘く蛛もを救ったがゆえに。

　地獄から人一人を引き上げるために、細い糸が鋼はがねをも凌りよう駕がし、地獄の血の池まで垂らされる。

　カンダタ、カンダタ、救いを摑め。

　カンダタ、カンダタ、自分を救え。

　その排はい他たがお前の罪と、よくよく思い知るがいい。

（検けん索さく完了。芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけ『蜘蛛の糸』と、記述内容が一致しました）（『釈しや迦かの蜘蛛糸』、具現化アツプロードします）




「リヴルッ！」

『真白き本』へと書きこんだ救済策。芥川龍之介『蜘蛛の糸』から着想を得た救済の白い線は、俺の手からまっすぐに井戸の奥に吸い込まれていった。文字通りの頼みの綱。

　この井戸は地獄までつながっている。緑色の液体にその身をからめとられ、真っ逆さまに突き落とされたリヴルを救うには、この方法しか思いつかなかった。釈迦が罪人カンダタを救うために地獄へ垂らした一本の糸。これならば、リヴルも。

「健けな気げであるな。敵てき陣じんの只ただ中なかにあって、従者を救うために無防備さをさらすか」

「てめ……！」

　すぐ傍そばに立つのは、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』。底の見えぬ深い深い井戸に手を差し込んで、リヴルを助けようとしている俺。傍はたから見れば滑こつ稽けいな様だろう。くつくつと笑いながら、『喫茶養生記』は茶を啜すする。

　こいつ、自分の湯ゆ吞のみに入っている緑茶を使って、リヴルを捕ほ縛ばくした。

　さすが茶の本だけあって、茶なら自由自在に扱えるということだろうか。まるで使い魔かなにかだったけどな。大して利用価値があると思えないその能力に、しかし俺とリヴルはまんまとやられた。不意をつかれて。

　ああ、その陰湿さが、気に障さわる。

「リヴル！　おいっ、聞こえるかっ！」

　あらん限りの声で、俺はリヴルへと叫ぶ。頼むぜ、きちんと届いてくれよ。

　井戸の中に充じゆう塡てんされた闇やみに吸い込まれ、返事は聞こえない。くそ、地獄の底って何百キロ先にあるんだよ！　あるいは、まだ底に至らず、リヴルが落下し続けている。そんな可能性すら考えてしまった。

「糸を摑つかめっ！　今助けてやるからな！」

　イエス、マイライター。

　返ってくるはずの従者の応答はない。今は『真白き本』に書きこんだ『釈しや迦かの蜘く蛛も糸いと』の性能を信じるしかなかった。大丈夫、幻想を実現できる俺に、不可能なんてあるわけがない。

（っ!?　手ごたえ、がっ!?）

　糸が重くなった。リヴルが摑んだのだ。よし、このまま引き上げる！

　不気味なのは、『喫茶養生記』。

　今の俺は、垂らした糸を両手で手た繰ぐり寄せている。自分が井戸に落ちないよう、慎重に。しかし人間一人分の重量がかかっているのだから、力を抜かずに。こんな状態は、敵である『喫茶養生記』にしてみれば攻撃し放題のはずなのだ。

　だというのに、細い目の禅ぜん坊ぼう主ずはただこちらを見守るだけ。それどころか、周囲にいるはずの餓が鬼きも（餓餓餓餓っ餓餓餓餓餓っ）（餓餓、餓餓餓餓餓っ、餓餓餓餓餓餓！）騒々しいばかりで俺を狙ねらう様子がない。見えない以上断言はできないが、『喫茶養生記』が押しとどめているのだろうか。

　だとしたら、狙いはどこに。

「気に食わねえな。俺がリヴル引き上げるの、ぼうっと見ているだけか」

『喫茶養生記』は答えない。俺の事などどうでもいいとばかりに茶を啜って、一息ついていた。もしかしたらコイツは、自分の見たい景色しか見ていないのだろうか。目を閉じればそこにいつでも庵いおりがあり、だからこれほどまでのんびりと茶を飲んでいられるのか。

　現実に対して盲もう人じんと化し、自分の牢ろうにこもるのか。

「…………煩わずらわしいな。茶とは静かに楽しむもの」

「そうかい。んじゃ、そのままリヴルに斬きり裂かれろよ」

　糸は重いが、不思議と手が滑すべったりするということはない。皮ひ膚ふが傷つくということもない。当然だ、そんなイレギュラーが発生することはない。『釈しや迦かの蜘く蛛も糸いと』は俺の幻想から実現したものなのだから。

　俺がそのように書いたから、この糸は間違いなく地じ獄ごくからリヴルを引き上げる。

「はて」

　ふと、なにか思いついたように『喫茶養生記』がぽつりと。

「『蜘蛛の糸』は……かの物語の結末は、どのようなものだったか」

「なんだと？」

「糸が救いであると知り、それに頼ったのはカンダタ一人ではなかったはず。はて、一体どのような」

　芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけ『蜘蛛の糸』。この小説ももちろん、死し想そう図書館に所蔵されている。大体、小説なんてものは何度も何度も、改かい稿こうに推すい敲こうを重ねてから世に出るのだ。細かい助詞や単語についての修正も多た岐きに渡る。そうすれば、死想図書館に所蔵されているのは今残っている『蜘蛛の糸』と違う、芥川の真の意味での初稿。初めて最初から最後まで描かれた、その瞬間の原稿が死想図書館にある。

　しかし、初稿だからといって話が大幅に変わるわけではない。罪人カンダタは、釈迦の糸によって極ごく楽らく浄じよう土どへの道を得るが、最後には同じように糸を頼った亡者どもを蹴け落おとす。その無慈悲ぶりにより、糸は切れてしまい、カンダタは地獄へと戻ることになる。

　だが、それはあくまでカンダタの罪だ。この『釈迦の蜘蛛糸』が、地獄に落ちた者を救済できる能力を有していることについては疑う余地が──。

「ぐ……がっ!?」

　皮膚にかかる圧力が急に増した。なんだ!?　なんでいきなり!?

「な、なにを……した、『喫茶養生記』!?」

　急に重く。人間一人の重量じゃない。精神力を保っていないと思わず糸を手放しそうになってしまう。大丈夫だ、引き上げることはできる。これは『釈迦の蜘蛛糸』、俺が諦あきらめなければ必ず。

　問題は、何な故ぜ急に重量が増したのか、ということで。

「拙せつ僧そうは、なにもしていない」

「っざけんな！　ならどうして急に……！」

「貴殿の想像である。糸にしがみつくはカンダタのみならず。無数の地獄の亡者。それを想像したろう？　なればそれはその通りになる。架か空くうの幻想は現実と一つ。その意、貴殿にはよく理解できていよう？　らいたぁ」

　想像。その具現化。その通りになる。

　出典が『蜘く蛛もの糸いと』である以上、俺は糸にしがみつく大量の亡者を想像してはいけなかった。それはそのまま、現実と化してしまうから。リヴルを助けるイメージだけを持っていれば良かったのだ。それを、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』は利用した。

　やめろ。考えるな。リヴルの後についてくる大量の亡者を想像するな。

（くそ…………この、野郎……！）

　考えるな、など無理なこと。イメージを消し去ろうとすればするほど、その光景が強く強く頭に浮かび上がってくる。『喫茶養生記』の言葉の誘導に乗ってしまった時点で、俺の負け。

「てめ……初めから、このつもりでリヴルを……！」

「地獄に落ちたものを救うに、『蜘蛛の糸』以上の原典は存在しまい。ならばその糸は罪人のみならず、地獄の亡者も共に引き上げてくれる。感謝しようぞらいたぁ。地獄に道をつなげたは良いものの、そこから亡者が這はいあがるには短く見ても半刻はかかる。それを一瞬で引き上げてくれる『釈しや迦かの蜘く蛛も糸いと』を具現化してくれた。見事である、らいたぁ」

　まんまと──罠わなにかかった。

　餓が鬼きが襲おそって来ないのも当然だ。全て『喫茶養生記』の掌てのひらの上。他に助ける方法が浮かばなかったとはいえ、もっと賢かしこいやり方もあっただろうに。俺はリヴルを助けると同時に、自分の敵も増やしてしまうことになって。

「なめ、やがって……」

「どれ、あと一息だ。手伝ってやろう」

『喫茶養生記』が、俺が身動きできないことを良い事に、井戸の中へと手を差し込んだ。糸は少し軽くなる。その隙すきに俺は糸から手を離し、目の前のいけ好かない野郎をぶん殴ることも考えたが。

　ダメだ。俺が糸を離せばこのクソ坊主も離すに決まっている。リヴルを助けられないじゃないか。

「ほうれ」

　軽い声。

　まるで魚を釣つり上げるかのように、井戸から見慣れたメイド服が飛び出してきた。糸は彼女の身体に絡みつき、決して落とさないようにとその身体を固定している。ふん。絶対にリヴルを助けるという決意が、糸でリヴルを縛しばるという形になって現れたか。

　確かに、それなら落とさないだろうが。

「けほっ」

　投げ出される彼女の傍そばに駆け寄る。『真白き本』に記した文章に、上から斜線を描いて消去した。文章が消えると同時に、該がい当とうする『釈しや迦かの蜘く蛛も糸いと』も消失する。

「イツキ、様。申し訳ありません、お手数、を」

「んなことはいい。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を倒せるのはお前しかいないんだ。大丈夫か？」

「地じ獄ごくの瘴しよう気き、に。少し喉のどを、やられ。けほ」

　まだ少し咳せき込んでいたが、俺の隣にきちんと立つ。よし、それでこそリヴル。井戸に落ちてからも『天あま之の尾お羽は張ばり』は手放していなかったらしく、その点はさすがと言う他なかった。

　さて、敵は。

「…………来たな」

　井戸から伸びる、太い腕。気持ちの悪い黒い皮ひ膚ふ。

　ずるりと這はいあがってくるその巨体は、とても亡者のものとは思えなかった。『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』を再来を予感させる筋肉の隆起。この巨きよ軀くは命を失った者ではなく、命を刈かり取る者なのだと、すぐにわかった。阿修羅のごとく、争そう覇はの中に自他の命を賭かけあうのでもない。

　一方的な命の簒さん奪だつをおこなうのだ、処刑という形で。

「素晴らしい。亡者を送りかえすために、地獄の羅ら卒そつが現れたか」

『喫茶養生記』が、どこか感嘆の面おも持もちで呟つぶやいた。

　一匹は、すぐに現れる。凶暴な牛の顔を持った人間。ただしその大きさが並はずれており、腕には巨大な鉄てつ棍こんを持っている。もう一匹は、馬の顔を持っていて、井戸からゆっくりと現れた。その太い足で、彼の後に続くものを蹴けり落としているように見えた。

　彼らの後から這いあがってくる亡者を地獄に追い返しているのだと、すぐにわかった。

「イツキ様……こほっ。亡者を、ご想像なさいましたね」

「ああ」

「物語ならば、カンダタが亡者を蹴落としたために誰も地獄を脱することはできなかった。しかし、私が脱出してしまい、それに従って多くの亡者も逃げ出そうとした。必然、それを追いかける獄ごく卒そつが現れます。一度地獄に入れば、閻えん魔まの許しがなければ出ることはできないゆえです。閻魔の命を受けた『牛ご頭ず』と『馬め頭ず』。亡者を送りかえした獄卒が、我々の敵です。イツキ様」

　地獄の責め苦を罪人に与えるという、鬼。閻魔の一の部下。

　牛頭と馬頭。名は体を表すと言うがこいつらは特にそれが顕けん著ちよだ。牛の頭に馬の頭。二人一組で並び、同じように巨大な鉄の棍棒を構えている。亡者よりも圧倒的な迫力を見せつけていた。

　知性など欠片かけらもなさそうな顔つき。それがむしろ怖い。話の通じない、狂的なまでの暴ぼう虐ぎやく。それはもはや、災害に近い理不尽さを伴うのだから。

「お前を……狙ねらっているのか」

「はい。私が許しなく地獄から脱走したからです。あるいは『釈迦の蜘蛛糸』が、真に釈迦の手から放たれたものであれば、閻えん魔まも例外を認めたかもしれませんが」

「地獄は見たか。どうだった？」

「同じ冥めい界かいであるならば、私は死想図書館のほうが好みです。そもそも、この世に死の国は唯ゆい一いつ無二、エレシュキガル様の持つ静かな冥界のみ。牛ご頭ずも馬め頭ずも閻魔大王も、この井戸がつながっている地獄さえ、『筆記官ライター』の具現化アツプロードと同じ、幻想の実現です。幻想は死ぬことはなく、ただこの地に刻まれた伝承に回帰するのみです。イツキ様」

　ふん。つまり、遠慮なくやっていいってことだな。こいつらは幻。圧倒的な迫力をもっていても、『天あま之の尾お羽は張ばり』と同じ、幻想だ。

『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を睨にらみつける。ヤツにも、この展開は予想外だったのだろう。細い目からわずかに昂こう揚ようの感情が漏もれ出しているように見えた。そりゃそうだ、地獄の亡者呼び出すつもりが、獄ごく卒そつが来てしまったのだから。

　さらに。

（餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓っ）

（餓餓！）（餓餓餓餓餓餓っ！）

（餓餓餓餓）

（餓餓餓餓餓餓餓餓）

（餓餓餓餓餓餓餓餓餓ッ餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓餓ッ餓餓餓餓ッ餓ッ餓餓餓）

　うるさい餓が鬼きどもの群れ。こちらは俺が見えないのが厄やつ介かいだ。俺はその数の気配を感じるのみであるが、あるいはその姿を捉とらえることのできるリヴルには、大軍勢が見えているのかもしれない。決して烏う合ごうの衆ではない。対策しなければ、一区画の人間すべてを餓死させるほどの力があるのだから。

「隻せき手しゆ音おん声じよう。片手を打ち鳴らせば音がする。ではどのような音か。如何いかん」

『喫茶養生記』がなにか言う。意味などわからなかった。あるかどうかも定かではない。

「……知るか」

「解答は無である。らいたぁ、悟さとりには未いまだ遠い。貴殿の腕を落とせば、片腕の音しか聞けまい────やれ」

　それが、合図だった。いや、そもそも牛頭も馬頭も『喫茶養生記』の配下ではないのだから。合図に従ったというよりも、ただ隙すきを狙ねらって襲ってきた、それだけのことだろう。

「リヴル、やれるな？」

「損傷はイシュタル様によって修復済み。『天あま之の尾お羽は張ばり』の架イ空メ現ー実ジも安定。私に不備はありません。ご命令を、イツキ様」

　考えている暇ひまはなかった。『真白き本』を開いた俺は、その白いページにペンを走らせる。同時に、牛頭、馬頭へと突撃するリヴルの姿が見えた。

　未耶アイツは、楽しみにしてたんだ。

　明日、未み耶やが大満足の笑顔で帰れるように。騒がしいけど楽しかった修学旅行だと、ユズキに土産みやげ話をしてやれるように。もうエレシュキガルを助けるためじゃない。俺だって大事なものを傷つけられたのだ。

　お前はもう、完全に俺の敵だ、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』！

「ふう…………」

『喫茶養生記』は、まるで俗世の戦いくさに興味などないとばかり、一人井戸に腰掛け一息ついていた。その周りをものともしない身勝手ぶりが、どうしようもなく腹が立った。

　絶対、一発殴り飛ばしてやる。




　牛ご頭ずと馬め頭ず、その最大の脅きよう威いは、その連れん携けい。

　迫りくる餓が鬼きは、雷らい光こうのように閃ひらめく『天あま之の尾お羽は張ばり』に敵うはずもない。だが、獄ごく卒そつである牛頭、馬頭はやはり別格だった。

　武器は二匹とも同じ鉄てつ棍こんだが、その太さが違う。武器の差異はそのまま戦い方の違いだ。牛頭は大振りの攻撃が多く、動きも鈍いが、しかし全身の体重を十分に乗せた一撃は、鉄棍が大地に食い込むほどの威力を誇る。『牛頭』の大きい隙すきを補うのは、馬頭の速度だ。牛頭のものより細く軽い鉄棍を自在に振り回して、リヴルの陽動を一手に担になう。

　馬頭の手数と、牛頭の本命。それぞれの役割を把は握あくしきっているからこそ、できる連れん携けい。

　二匹の鬼が、唸うなる。家畜の頭部を持っているくせに、その声は肉食動物のそれだった。

（…………だけど、な！）

　二人一組で戦っているのは、俺たちも同じだ。

『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』には感謝すべきかもしれない。アイツのおかげで、俺の役割がなにか、なにをするべきか理解することができた。リヴルは決して一人で、『天之尾羽張』を振るっているわけではないのだから。

　敵の分析と看破、そして対策。全て俺が行わなければリヴルが負ける。逆にそれがわかっていれば、早々に牛頭、馬頭の動きを理解し、その分担を見つけることが可能になる。

「駆け抜けろ、リヴルっ！」

「イエス、マイライター」

　いかに馬頭が速くとも、それでもスピードにはリヴルに軍配が上がる。細身で軽い彼女が、筋肉の塊かたまりである『羅喉阿修羅』や牛頭馬頭と渡り合えるのは、彼女のスピードがあるからだ。

　馬頭による牽けん制せいの一撃をあっさり回かい避ひし、牛頭の大振りも避さけて小手を打つ。牛頭が手に刺さった剣先に呻うめいて、その太い鉄棍をがむしゃらに振り回すが、既すでにそこにリヴルはいなかった。

『天之尾羽張』。長い柄つかをもつその剣で、リヴルは舞い踊おどる。月のように描く太た刀ち筋すじは、おそらく彼女の周囲にいる餓鬼を撃退しているのだ。けれど軽やかなステップを踏んでくるりと回転するリヴル・ブランシェは、やはり剣舞を魅みせているようで。

　舞踏の武ぶ闘とう。音が同じなのは偶ぐう然ぜんではあるまい。

　また回る。たんたん、たんと靴音高く。再び一回転して馬め頭ずの肩口を浅く裂くと共に、周囲の餓が鬼きらをまとめて斬きり飛ばす。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の苦々しい顔が小気味良かった。

（餓餓餓餓っ）（餓餓餓餓餓餓餓餓餓っ！）

（餓餓っ）

（餓餓っ餓っ餓っ餓餓餓っ！）（餓餓餓餓っ餓餓餓）（餓餓餓餓餓餓餓！）

　音でわかる。餓鬼どもも警けい戒かいしている。目の前に、俺というわかりやすいエサがあるのに寄ってこないのは、どいつもこいつも派手に踊おどるリヴルに警戒しているからだ。

「リヴル、そのまま────」

　そのままいけ。『真白き本』に記そうとしたその言葉は、最後まで書けなかった。くそ、牛ご頭ずと馬頭の連れん携けいを、俺は少し甘く見ていたのかもしれない。

　牛頭が、その極太の腕で馬頭を摑つかみ。

　当たり前のように投げつけた。

「っ！」

　リヴルが横合いに跳んでかわす。あたかも砲ほう弾だんのような馬頭の突撃。カタパルトを連想する牛頭の腕から放たれた馬頭は、高く嘶いななきながらその鉄棍を振り下ろした。

　土が柔らかいせいだと信じたい。水に石でも投げ込んだように、高く土の飛沫しぶきが上がったのは。固い土をえぐり取ったとするなら、相棒を投げつけるこの攻撃はどれほどの威い力りよくか。

「リヴル、逃げろ！」

　飛んでくる土から顔をかばう。威力の高いあの砲撃は、しかし目め眩くらましだ。牛頭も馬頭もこの土飛沫に紛まぎれてリヴルに一撃を加える気に違いない。動物のくせに、その悪知恵には驚かされる。

　鈍い、音がした。

　忠告は遅かった。そう判断した時、俺の足元になにかが飛んできた。鉄棍による一撃をもらったリヴルだとすぐに気付いた。気のせいだろうか。血は後頭部から流れているような。おい、あの棘とげの生えた棍棒で後頭部なんて殴られたなら。

「……っツキ様……？　う、あっ……！」

　すぐに駆け寄った。やはり後頭部から出血している。

「咄とつ嗟さに回避しましたが……少々かすったようです……」

「バカ、直撃だったら即そく死しだ」

　かすっていようが重じゆう症しように違いない。頭ず蓋がい骨こつに異常がなければ奇き跡せきだ。本当ならすぐにでもイシュタルかエレシュキガルを頼りたいところだが。

　牛頭も馬頭も、それを許してくれるほど甘くはない。

「イツキ様……！」

　リヴルが『天あま之の尾お羽は張ばり』を構えた。待てよリヴル、お前今戦える状態じゃ──。

「っ!?」

　馬の顔を持つ鬼が、風のように俺のすぐ傍そばに現れた。くそ、俺まで狙ねらい始めたか。

　振り上げる鉄の棍こん棒ぼうは速い。軌き道どうは見えるが、けれどそれがなんだっていうんだ。戦闘訓練もしていない俺は馬め頭ずのスピードについていけるはずもないのだ。半ば反射的に構えた腕は、鉄てつ棍こんを防ぐ捨て身の盾たて。

　腕に、熱が走って。

「っがあぁあああぁぁぁああ!?」

　二の腕の真ん中に炸さく裂れつした鉄棍。相手は地じ獄ごくの鬼である。俺の利き腕を粉ふん砕さいするだけでは飽き足らずに、そのまま俺を吹き飛ばしてくれた。いや、この場合は、腕ごと頭ず蓋がいを粉砕しなかった馬頭の慈悲に感謝しなくてはならないのか。獄ごく卒そつにも慈悲があったのか、あるいは単なる偶ぐう然ぜんかは知らないがよ。

　吹き飛ばされた俺は、ボールのように地を跳ねる。くっそ、俺だって頭を怪け我がしてんのに！　粉砕された右腕と、後頭部の痛み。これだけボロボロで生きているなんて、俺は案外強運の持ち主だったのか。

（が……！　ちくしょう……!?　腕、が……!?）

　鉄棍が激突した部分が、おかしな曲がり方をしている。妙みような熱さが発生して、全身をめぐって俺の脳のう髄ずいをかき乱す。ああ、くそ、滅茶苦茶めちやくちや痛いてぇよざっけんな！

　見れば、リヴルも牛ご頭ずの鉄棍に吹き飛ばされていた。くそ、俺が指示できていないから、牛頭と馬頭の連携にリヴルが対応できないのだ。『真白き本』と羽ペンは？　腕を壊された時に落としたか!?

「く…………リヴル、おい、リヴル！」

　吹き飛ばされたリヴルは気を失っているのだろうか、返事はない。俺も無事な左腕を使ってよろよろと立ち上がるが、牛頭、馬頭は俺の事など見向きもしなかった。ああ、そうか。アイツらが出てきたのは、地獄からの脱走者を捕まえるため。一いつ瞬しゆんとはいえ地獄に入りこんだリヴル以外は、アイツらにとってどうでもいいのだ。

　さっきの馬頭だって、十分俺を殺す事が出来たのに。わざわざ手加減したのは、俺は別に地獄に連れていかなくてもいいから、ということか。

　最悪だ。

　この状況で俺が鬼どもに突とつ貫かんしていっても、結果は目に見えている。けれど、だからといって手をこまねいて見ていれば、リヴルは助けられない。リヴル無しで『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の封印などできるものか。

『喫茶養生記』は、もう事の推移などどうでもいいのだろう。なんの気配もしない暗い森の中、一人静かに茶を啜すすっていた。彼の周りだけ、闘とう争そうもなにもないかのように。

　腹の立つ。

　牛ご頭ずと馬め頭ずが、リヴルに近づいていく。もう急ぐ必要もないのか、その足取りはゆったりとしたものだった。せめて、リヴルを連れて逃げるか？　一いつ旦たん態勢を立て直すか？　いや、ここで逃げて日の出までに間に合う保証もないし、そもそも俺がそんなことのできる身体じゃない。

（どうすりゃ…………いいんだ！）

　リヴルが、地獄に叩たたき落とされ。未み耶やが、無数の餓が鬼きの餌え食じきとなる。痛みで朦もう朧ろうとする意識の中、そんな暗いヴィジョンしか、今は浮かばなくて。

　────餓鬼、だと？

（あれ……おかしく、ないか？）

　今、気がついた。いつからだ？

　一体いつから、あれだけ騒がしかった、餓鬼の気配がしなくなった？




「馬なら？」




　かつん、と靴くつ音おと。くちゃくちゃ、と咀そ嚼しやく音おん。

「桜さくら鍋なべ、馬刺し。他にもユッケに使ったりなど。馬は低カロリー低てい脂し肪ぼう低コレステロールながら栄養価は高く、タンパク質ビタミンカルシウム鉄分などが豊富。ソーセージなどにも利用されますが、やはり推すい奨しようは馬刺しでしょうか。私ならば、馬刺しにあう最高の日本酒をご用意できます」

「ウチは未成年。牛は？」

「いかようにも。ネック、肩ロース、リブロース、サーロイン、フィレ、ランプ、テール、スジ。内臓もタン、ハツ、マメ、レバー、ハラミ、シビレ、ミノ、ハチノス、センマイ、ギアラなど。焼肉、ビーフシチュー、ステーキ、カナ様のご随ずい意いにどうぞ。牛など、私が生まれてから、はて、一体何百匹解体したか忘れましたな」

「ビーフシチューが良いどす」

「ウィ、マドモアゼル」

　どちらも、知った声だった。まるで経きようを唱えるかのように、男の声が動物を分解していく。馬肉と牛肉の話は、どう考えても馬頭と牛頭に向けられていた。

「な、なんで、お前……！」

「命の恩人、助けに来るのは当然のこととちゃいますの？　イツキはん？」

　金こん野のカナ。

　六ろく道どう珍ちん皇のう寺じの裏に現れた彼女は、やはりどこかそこの知れない笑みをたたえていた。つーか、なんで制服姿だ。なにか嚙かんでるか？　なんだろう。咀嚼音からしてガムを食っているようにも見えた。

　そして金こん野のカナの後ろにいるのは、あのいけ好かない『七つの銀器』セットゥ・アルジャントリ。

「桜さくら肉にくも牛肉も、久しく食うてまへんえ。ああ、楽しみどす。あの位の大きさならいくらでも食べられますえ。オードブルは骨と筋ばっかりで、ちょおっと物足りなかったどすえ」

「…………オードブルって。お前」

「姿も見えまへんでしたし、全然食べた気になりまへん」

　こいつ、なに言ってるんだ？　いや、それより、早く遠ざけないと。危ないだろここにいたら。せっかく危険のないレストランまで案内してやったのに、セットゥ共々どうしてのこのこやってくるんだよ。

　訳のわからないことを言ってないで、早く逃げろよ。

「餓が鬼きくらいでは満足なさらないでしょうな。もともと空腹の亡ぼう霊れい。大した力は持ちませぬ。数だけは多かったようですが」

「セットゥ……お前、なに言って」

「まだわからぬか。夜の闇やみの静かに字ばかりを追うがゆえに、狂きよう騒そうの宴うたげを忘れたか」

　俺を見下す、セットゥの視線。ああ、なんか、すげえ嫌いやな予感がするんだけどよ。

「仰あおぎ見よ、『筆記官ライター』。ここにいらっしゃる金野カナ様こそ、『主賓客イーター』。食らう者と名付けられた、死食レストランの主である」

　セットゥが、勝ち誇った顔で笑む。ああ、それとよく似た顔を、俺は知っている。猟りよう犬けんに襲われていた時、俺を助けてくれたメイドの顔だ。表情こそ違うものの、ようやくあるべき主を得た従者の顔に似ていた。

「お前……ちょっと、待てよ……！」

「イツキはん、セットゥから全部聞きましたえ。今度はウチが、イツキはんや未み耶やはんを助ける番や。昨日のお礼、ウチはまだ全然できてないんやからな」

　巻きこみたくなかったのに。一番深いところまで、カナはもう聞いたというのか。

　彼女の目は、牛ご頭ずと馬め頭ず。二匹の異形に向けられていた。リヴルを捕らえようとしていた連中は、今はその意識を全てカナに向けている。どこか怯おびえたように唸うなる二匹の鬼は、そう、捕食される者の恐怖を滲にじませていて。

「生態系のピラミッド。捕食する者が上に行く。つまり、この世の全てを食らうものがもしいたならば、それは最強と成なりうる──やったっけ」

「はい、その通りです。泡うた沫かたの夢に力を持つ幻想の王『筆記官ライター』も、物質の存在に自らを委ねる神の模も倣ほう『製作者メイカー』も、俗世の欲望を束ね御ぎよし支配する殺さつ戮りくの皇帝『主賓客イーター』には敵いませぬ。所しよ詮せん、俗世は欲望と保身にまみれた無慈悲の世界ならば、そこで力をもつのは誰より欲の強い者。世界を胃に収める食欲を、カナ様、存分に見せてさしあげましょう」

「良い言葉どすな。セットゥ。欲の強い者が勝つ、か」

　ぺろ。カナの形の良い唇を、赤いナメクジのような舌が這はった。はは、おい、カナ、俺たちを助けに来てくれたんだよな？　本当に？　俺、『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』よりも牛ご頭ず、馬め頭ずよりも、お前のほうが怖いと思ってしまった。

　油断していたら。

　俺まで、解体されて鍋なべで煮込まれそうな。

　カナを危険にさらしてしまうとか、巻きこみたくないとか──そんな考えは、その舌した舐なめずり一つで全て吹っ飛んでしまった。俺が動けないのは怪け我がのせいじゃない。食われるものの恐怖ゆえだ。今動いたら丸飲みにされる。そんな確信のせいだ。

「始めますえセットゥ。ウチ、腹が減ってるんどす。どんどん食べますえ」

「ウィ、マドモアゼル！」

　片眼鏡モノクルの執事が一礼する。神も含め、あらゆる者を愚ぐ弄ろうしたセットゥ・アルジャントリ。しかしカナにしてみせたそれは、礼節に満ちていた。

　どこか違えど、やはりセットゥもリヴルと同じ、冥めい府ふの従者なのだ。




　カナが、セットゥの腕を摑つかんだ。なにをするつもりだと思ったら、セットゥがその姿を変えた。映画のフィルムのように、コマが切り替わる。一瞬前まで確かに人間だったはずなのに、次の瞬間にはセットゥはその姿を変えた。

　ナイフ、フォーク、スプーン。握った拳こぶし、その指の間に挟はさんでいたのは、三本の食器だった。この月の夜、闇やみに浮かぶ銀色は、自ら光を発しているかのように眩まぶしくて。

　セットゥ・アルジャントリ。リヴルと同じく、その本質は無機物か。

「七つの全部使うこともあらしまへんな。行きますえ」

　走るなんてことを、カナはしない。それはそうだ。これは戦せん闘とうではなく、食事なのだから。ゆっくりとした足取りで片手に三本の銀器を構える。もう片方の手には、いつの間にか赤い布を持っていた。見覚えがある。あれは死食レストランのテーブルにあった、赤い布。

　それをひらひらと広げた。マタドールの真ま似ね事ごとのようにも見えるが、事実それに先に反応したのは牛頭のほうだった。もっともそれは、赤い色に反応したのではないだろう。闘とう牛ぎゆうのような扱いを、牛頭が挑発と受け取ったのだ。

「では、ビーフシチューが先どすな」

　赤い布が閃ひらめく。目め眩くらましのそれ。牛頭にはほんの一いつ瞬しゆんしか通用しない子供だましだっただろう。しかし、カナには一瞬で良かったのだ。三本の銀食器で、テーブルクロスに隠かくれた牛頭へと突き刺す。

　それだけで十分だった。

「──────酒精火フランべ・強炎ウエルダン」

　爆ばく発はつ、が、起きた。

　テーブルクロス越しに、激しい熱が広がる。そうか、これは調理だったのか。ただただ、敵をカナが食らうための、料理の行程。吹きあがる一瞬の炎が、その奥の牛ご頭ずを焦こがす。俺のとこまで届く熱は、確かに、フライパンに酒をかけて吹きあがる炎フランベのようで。

　低い声で、牛頭が苦しみに呻うめいた。がむしゃらに、クロスに覆おおわれた視界の中、鋼鉄の棍こん棒ぼうを振り回すが。

「大匙スプーン・肉潰粉砕ミンチ」

　それもまた、一瞬。呟つぶやく声は、どこか優雅な笑みを含む。

　カナの手にあったスプーンが、一気に巨大化する。ナイフやフォークはそのままなのに、スプーンだけ。カナはそれをハンマーのように振り上げる。既すでにただのスプーンではなく、遠心力を伴う武器だった。そう、それは、牛頭の鉄てつ棍こんよりも、速い！

　脳天から振り下ろされたスプーンの背は、牛頭の頭を叩たたき潰つぶした。

「な…………んだ、と」

　戦場の闖ちん入にゆう者しやに今更気付いたか、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』。だが遅い。頭ず蓋がいを巨大な匙さじで潰された牛頭は、もはやぴくりとも動かない。片方はこれで、文字通り潰した。残るは馬のみ。

「弱い。ウチがここに来るまで、一体どれだけ食べてきたと思うとるんどすか？」

　命の奪取は力の奪取。
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　普通の人間ではもはやない動きに、俺は啞あ然ぜんとするしかない。けれどそれも、この場に山ほどいた餓が鬼きを食べたと言うのならば、説明がつく、のか？　食事というのは相手の力を奪って自分の生命力に変えることだから。

　ましてや、カナが食らったのは霊れい体たい。一匹一匹は力ない餓鬼だが、万と億と食らえば、それはそのまま彼女の力になるというなら。

『主賓客イーター』。食べることこそ彼女の本質。その片へん鱗りんを見た気がした。

「刺叉フオークと卓刀ナイフ・双銀乱舞テーブルマナー」

　カナがスプーンを投げ捨てた。銀の匙さじは、地に落ちる前に消えてなくなる。代わりに巨大化したのはフォークとナイフ。フォークは短めの槍やりのように、ナイフは片刃の剣のように。変則的な二刀流で構えた。

　相手は無論、馬め頭ずである。相方を一撃のもとに粉ふん砕さいされ、呆ぼう然ぜんとしていたらしい馬頭だが、もはや彼も理解したのだ。この、銀器を自在に扱う女は紛まぎれもない捕食者であり、全力で行かねば牛頭のように惨ざん殺さつされるのだと。

「む、さっきのノロマとは違うようどすな。セットゥ、手抜いたら怒りますえ！」

　きゅるるるるるる、という音。カナの腹から漏もれ出たそれは、俺の肌を粟あわ立だたせた。アイツは、やっぱり、どんな状況でも食うことしか考えていない。フォークとナイフで、加速する馬頭と渡り合っているが──それは、戦っているのではない。

　結局、彼女にとっては、この戦闘も料理にすぎない。食事のための準備にすぎなくて。もはや超人の動きを見せ、それでもカナはなお、これから食らう肉を見て笑う。

（どっちが敵かっつったら……なあ）

　腕の痛みも忘れて、俺はただ呆然とするばかりだった。

　さすがに、馬頭も警けい戒かいしているのだろう。その動きには先ほどにもまして攪かく乱らんや牽けん制せいが多い。カナの身体能力も向上しているとはいえ、あくまで多少だ。不意をついた牛頭を相手にするのとは違い、馬頭のテクニックに翻ほん弄ろうされているようにも見えた。

　まあそれでも、彼女の食器さばきに迷いなんてこれっぽっちもないんだが。

（俺……は、俺の、役目を……！）

　リヴルは気絶したまま。後頭部からの出血は、彼女の黒い髪を濡ぬらしているように見えた。生きてるよな。頼むぜ、俺の従者。カナの従者は、もう完全に調理器具として役目を果たしてるんだからよ。

　俺の物語を受け止める、白紙の本になってくれよ？

「む」

『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』がこちらに気付いた。だが遅い。スピーディーな馬頭とカナの戦いに見入っていたからだ。それとも、腕を粉砕された俺が動ける訳がないと油断したか？

　全力で走り、まずは羽ペンを拾う。それを口でくわえて、次は『真白き本』を目指す。さっさと拾って、リヴルを叩たたき起こしてやらないと。そうすりゃ、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』にとどめをさすことが──。

「させぬぞ、らいたぁ！」

『喫茶養生記』が、リヴルを井戸の底に落とした時のように、手にした湯ゆ吞のみから緑茶を溢あふれさせる。いや、違うのか？　生き物のようにうねる粘性の液体は、しかし透明だった。さっきの茶とは違うのか。

　水のようにも見えたそれは、俺に向かって。

「イツキはんっ！」

　馬頭の応戦をしていたカナが、こちらに飛びこんでくる。一足飛びで距離をつめ、俺と水の間に割り込んだ。いや、これは水じゃない。鼻をつくだるい匂においが、その正体を教えてくれる。

「酒杯ワイングラス・酒狂アルコホリツク！」

　焦あせったような、カナの声が響ひびく。

　カナが巨大なナイフを投げ捨て、代わりに手にするのは大きめのワイングラス。銀で作られたそれは、襲いかかる水流をそのまま受け止める。そう、匂いでわかった、この液体は、酒だ。透明な日本酒。

「うっ……く！」

　かざしたワイングラスから、日本酒が溢れる。受け止めきれていないのだとわかった。『喫茶養生記』の湯吞みからは、呆あきれるくらいの酒が飛び出してくる。

　この強烈な酒の匂い、覚えがあるぞ。

「なんで……なんでお前が『八塩折之酒やしおりのさけ』を持ってんだ！　『喫茶養生記』！」

「なんのことはない。新しく呼び出した餓が鬼きに運ばせただけのこと。らいたぁが訪れた時のための保険よ。餓鬼を酩めい酊ていさせた手腕は見事だが、利用されるとは思わなかったか？　茶を扱うように酒も可能だった。やってみるものよ」

　くそっ。『喫茶養生記』なら茶だけ飲んでろっつの。

　カナが『八塩折之酒』を抑えている今がチャンスだ。羽ペンを拾うために俺は走る。馬頭が俺に気付くが、それはカナが長大なフォークを投げつけて足止めしてくれた。世話になりっぱなしだ。

（よし、取れたっ）

　落ちていた『真白き本』を拾う。くっそ、片手では本を開くことすらままならない。骨がぶっ壊れた右腕は使えない。俺は『真白き本』を地面において、無事な左腕で文字を書き込むが──利き腕ではない左腕では、まともな字を書くことすらままならない。いや、それでも。




　起きろ、リヴル（不エ具ラ合ーが発生しました）（記述内容の読み取りができません）（正確な書式で再度記述してください）起きろ、リヴル（不エ具ラ合ーが発生しました）（記述内容の読み取りができません）（正確な書式で再度記述してください）起きろ、リヴル（不エ具ラ合ーが発生しました）（記述内容の読み取りができません）（正確な書式で再度記述してください）起きろ、リヴル（不エ具ラ合ーが発生しました）（記述内容の読み取りができません）（正確な書式で再度記述してください）




「くそっ！」

　字が汚いから読めませんってか！　今までの人生、読めない字なんて書いたことねえんだよ！　右腕が無事だったならこんな屈くつ辱じよくも有り得ないと言うのに。起きろ、リヴルと書きこむだけで彼女は動くのに。

「っ!?　イツキはん！」

　カナが声をあげた。何事だと思ったら、馬め頭ずがこちらに走ってくる。フォークの足止めは一瞬だったらしい。どうやらアイツにも、俺がリヴルを操っていることはわかったらしい。

　このままでは、やられる。

「ち、く、しょうがああああぁ！」

　字を記すことを諦あきらめた俺は。

　羽ペンの先を、思いっきり『真白き本』に突き立てた。白いページの破れる音。おい、これで目が覚めなかったら俺はここで終わるぞ、リヴル！




「────イエス、マイライター」




　がぢん、と金属音。いくら馬頭の鉄てつ棍こんだろうと、神剣『天あま之の尾お羽は張ばり』を打ち砕くことはできなかったらしい。そりゃそうだ。古こ事じ記きの神剣、そう簡単に破られてたまるか。

「…………よく寝れたか、リヴル」

「大変申し訳ありません。ですが、身体を貫く電撃のごとき痛みで目が覚めました。私を叱しつ咤たするイツキ様の激げき励れい、確かに受け止めました」

　相変わらずのマゾ発言結構だが、その前にやることがあるだろうが。

「行け！　敵はあと馬頭だけだ、お前なら楽勝だろ！」

「イエス、マイライター！」

『天之尾羽張』を構えて、リヴルが走る。馬頭が咆ほう哮こうしたが、無表情の従者にその威い嚇かくは届かない。鉄棍と、『天之尾羽張』が幾いく重えにも交こう錯さする。一対一でも、すぐに勝負はつかないか？

（そうだ、カナっ……！）

　酒を抑えていてくれた、カナは？

　すぐさま振り向くと、へたりこんでいた。すぐ傍そばにはセットゥがいる。さっきまで銀食器だったはずの片眼鏡モノクルの従者は、片かた膝ひざをついてカナを抱き上げていた。すぐさま駆け寄って。

「おい、おいカナっ！」

「いひゅひひゃん……ひゅひ、はへんへ……」

　舌が回っていなかった。どう見たって酔っている。

「おい、まさかお前、飲んだのか!?」

「愚ぐ鈍どんめが。飲まされたに決まっていましょう。私の化かしたワイングラスではあの酒量を全て受け止められなかった。溢あふれた分を、無理矢理口へと流しこまれたのです。口に含んだのはわずかですが、大蛇眠らせる『八塩折之酒やしおりのさけ』を飲んだのです。無事というわけにはいきますまい」

　そう言うセットゥ・アルジャントリの片眼鏡モノクルは、油断なく目の前の『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を映し出している。山犬に似た顔立ちの僧そう侶りよは、見下すような表情を浮かべていた。

「急性アルコール中毒の症状が出るのは早くて三十分。それまでカナ様がこの泥でい酔すい状態であれば、命の危険もございます」

　また、守れないのか？

　赤い顔で腰を落とす金こん野のカナと、腹から二つに分割された矢や口ぐち未み耶やの姿が重なって。あの時の悪夢を繰り返すのか？　取り返しのつかない失敗を繰り返して、俺は今度こそ、失ってはいけないものを失うのか。

　一度、失っているのに。

「ぼさっとするな、『筆記官ライター』！」

　セットゥの鋭い声が、突き刺さった。執事の手には、いつの間にか鋭い出で刃ば包丁が握られていた。あたかも剣のように、執事はそれを振る。

「三十分がリミットだと言ったのもわからないのですか、幻想の筆者。戦せん闘とうは得手ではありませぬが、カナ様を傷つけたこの屑くず坊ぼう主ず、許すわけにはいかない。貴様の役目は一体なんなのか、忘れたのですか『筆記官ライター』。そこで一人で戦っている紙屑を、いつまで放っておくつもりなので？」

　皮肉は変わらないなあ、こいつは。

　そうだ。まだ失ってない。諦あきらめんのは早いだろ。主を傷つけられて、その従者が怒っている。だったら『喫茶養生記』はこいつに任せればいい。

「ああ、腕が殺され役立たずでしたな。それではそこで見ているといい」

　一言多いんだよ、お前は。

　利きき腕が使えないから、なんだ。リヴルが一人では戦えないことは、俺が一番よく知っているはずじゃないか。だったら、やることは一つだ。

「……任せたぞ、セットゥ」

「吐はき気がいたします。カナ様以外の命令など」

　出刃包丁を構えて、銀髪の執事は振り返ることなく応答する。まったく、扱いづらそうな従者だぜ。俺たちの邪じや魔ま、すんなよ。

「待たせたな──リヴル！」

　利き腕はぶっ壊れたまんま。羽ペンで文字を書くこともできない。それでも、リヴルを一人で戦わせてはいけない。俺たちは、一人ずつで戦っているわけではない。一対の主従なのだから。

　文章の書けない『筆記官ライター』がすることは、ただ一つだ。

「そいつを倒せ、リヴル！」

「イエス、マイライター！」




　長なが柄えの直剣が翻ひるがえる。深く踏み込み、伸ばした腕の先で刃が躍おどる。給仕服の従者は踊おどるように、駆け抜けるように、鋭い剣けん閃せんを幾度も放つ。

　対するは獣じゆう頭とうの獄ごく卒そつ。細い鉄てつ棍こんを自在に用い、時には剣を受け、時には殴り、時には突く。攻防一体の自在な攻撃を放つ。相方がいなくても、馬め頭ずは十分にリヴルと渡りあっていた。

「っ、ふっ！」

　小細工はない。

　脇わきに構えた『天あま之の尾お羽は張ばり』でもって、リヴルは馬頭の心臓を狙ねらう。回転させた鉄棍がその刃を弾はじこうとする。

「遅い！」

　だがそれはフェイントだ。素早く引き戻した『天之尾羽張』は、くるりと弧こを描いて狙いをずらす。無防備な馬頭の首が、落とされる。

「っ!?」

　馬頭が吼ほえた。馬のくせに、肉食獣のごとき声で。

　金属の音が響ひびく。細長い馬頭の鉄棍が、分割された。少なくとも、俺にはそう見えた。

「！　おい、リヴルっ！」

　鉄棍が鞭むちのようにしなる。複雑な軌き道どうを描くそれは、あっさりと首を狙う『天之尾羽張』を弾き飛ばした。鉄棍の中に鎖が仕込まれていたのだ。じゃららと金属同士が音を奏でて、鉄棍がリヴルを狙う。

「問題、ありません！」

　リヴルは、そう言うが──。

　多くの関節を持ち、遠心力を利用する棍つえの動きは簡単に見きれるものではない。リヴルは『天之尾羽張』で応戦するが、棍は振り切られた『天之尾羽張』をかわすように動き、時には回りこみ、剣の防御をかいくぐってリヴルを攻撃する。連結部があるから、そういうことができるのだ。

「が、っ!?」

　棍の先端が、リヴルの顔面に激突した。幸い顔をそらしてダメージは減退させたようだが──陶器のように白い肌が、赤く染まっている。

　なにか、できないか。

　見ているだけなんて、俺は嫌いやだった。『真白き本』があっても、右腕の骨を折られた俺にできることはたかが知れている。でも、それでも、俺が『筆記官ライター』として、従者になにかしてやれることは。

　羽ペンは、ある。

　動くか？　自分の右腕に問いかける。激痛と共に返ってきた答えはイエス。ならば。

「この、馬野郎が！」

　牛ご頭ずと馬め頭ず。こいつらは連れん携けいする知恵があった。俺を警けい戒かいもしていた。ならば、通用するはずだ。

　俺は左手で本を広げる。右手には、羽ペンを。痛みで顔が歪ゆがむが知ったことか！　今は羽ペンをしっかりと摑つかんでいればいい！　ああ、こんな腕じゃ持ってるだけで精一杯さ！　字が書けるはずもない。だが、この状態で、羽ペンの先を『真白き本』に押しつければ。

　馬頭には、一体どう見える？

「リヴル！」

　そう、馬頭にしてみれば、いましも俺が『真白き本』に指示を書きこんで、命令を下そうとしているように思えたはずだ。だから、獄ごく卒そつの瞳がこちらを向く。俺を警戒する。

「イエス、マイライター」

　その一いつ瞬しゆん、ほんのわずかの隙すきを、リヴルが逃すはずもない。

　再び、『天あま之の尾お羽は張ばり』を構える。馬頭が鉄てつ棍こんを振りかざすが、もう遅かった。リヴルのほうが速い。そう、スピードでは互角なのだ。ならば、馬頭が隙を見せたその一瞬の分、リヴルが先手を取れる。

「これで終わりです、獄卒は地獄へと還かえりなさい！」

　馬頭の胸、心臓のある位置を、『天之尾羽張』が狙ねらう。馬頭が反応するが、もう遅い。

　肉と骨を貫つらぬく音。あやまたずに、胸部を鋼はがねが貫かん通つうする。貫いた刃から落ちる滴しずくが、月明かりでいやに綺き麗れいに見えた。

　赤い血が、銀の鋼に、よく映えていた。




（さて……）

　俺の仕事は、まだある。

　立ち上がり、痛みでがしがしがしと俺の体幹を襲おそう右腕を押さえる。つーか、この腕どうしよう。エレシュキガル治してくれんのかな。放置とか言わねえよなどこぞの白銀女神じゃねえし。

「よう」

　井戸の近くの『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』に声をかける。俗世に縁遠い禅ぜん坊ぼう主ずは、さっきまでセットゥと対たい峙じしていた。湯ゆ吞のみを使って、セットゥと戦っていたようだが、今では湯吞みは地に落ちている。戦意喪そう失しつは明らかだった。

「遅い。たかが獄ごく卒そつごときに」

　死書を抑えてくれていたセットゥは侮ぶ蔑べつの視線とともに、手にしていた出で刃ば包丁を投げ捨てる。すぐさま座りこむカナの元へ走る。あんなやつでも、やはりカナには従順なのだ。

『喫茶養生記』は、今では呆ぼう然ぜんと突っ立っている。獄卒が負けたのが信じられない、と言った顔で俺に声をかけた。

「らいたぁか。何な故ぜ、何故だ。どうして放っておいてくれなかったのだ。拙せつ僧そうは、この懐かしい京都でただ茶を飲みたかっただけ。そのささやかな望みすら、死書であるがゆえに許されぬのか。そんな理不尽があっていいのか」

『邪神秘法書ネクロノミコン』も、理不尽に怒っていた。アイツは特に本の中ではまだ百歳ちょっとの新参者で、だからこそ狭苦しい死想図書館に閉じ込められるのを良しとしていなかった様子がある。しかし、八百年も経たつ老書のお前までそんなことを言うのか、『喫茶養生記』。

「別に、良かったんだぜ？　死想図書館にお前を封じ込めなくても」

「なに？」

「俺の目的は、エレシュキガルの悪くなった容体を治ち療りようすること。欲しいのはレシピだった。例えばお前が一時的にでも協力してくれれば、ちょっと死食レストランまで行って用事を済ませて、あとは京都に戻しても良かったんだ。エレシュキガルがなんか言うかもしれないが、お前は別に悪さらしい悪さもしないし、病気が良くなればお前のおかげなんだから、わがままくらい聞いてくれるさ」

　そう、死書を封印する最大の理由は、『彼らが現実の世界に影えい響きようを及ぼそうと働きかけるから』だ。だが、『喫茶養生記』はそんなことを望まない。むしろ密ひそかに密かに自分の居場所にいることを望んだのだから、放置しておいたって別に良かったはずだ。

「ならば、何故だ!?　何故放っておいてくれぬ！　六ろく道どうへの道を開いてなお、拙僧を諦あきらめなかったその理由はなんだ!?　あの娘、いぃたぁがおれば、神の病やまいも良くなるのだろうが！　拙僧を意地でも捕まえる、その理由は！」

「決まってんだろ」

　ああ、でもこいつには言わないとわからないのかもしれなかった。庵いおりに引きこもる禅僧。外のことなどわかろうともしない。例えば俺を殺すために放った餓が鬼きが、俺以外の人間も危険にさらしていることとか。

　使い慣れない左腕の拳こぶしを握る。拳の作り方は母直伝。一発殴るって、決めたしな。

「未み耶やに、俺のクラスメイトに、そしてカナにも手ェ出しただろうが。その落とし前だよ、馬ば鹿か野郎」

「…………なるほど。あの娘に懸け想そうしておるか、らいたぁ」

「そんなんじゃねえ」

　そう、そんなんじゃないのだ。俺と未み耶やは、既すでに終わっているのだから。それでも俺は綱つな渡わたりを続けなくちゃいけない。失敗すれば全部崩ほう壊かいする、その綱渡りをリヴルと。

　でも、今回は。

「今回は、未耶を助けられたよ。ぎりぎり上う手まくいった。けれど、それでも一発殴らねえと気が済まないんだ」

　腰を落として、左腕で『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の顔面に拳こぶしを貫いた。堅い感触。禅ぜん僧そうは抵抗らしい抵抗もせずに、その一撃を受け止めた。ああ、痛い。

　誰かを殴った痛みは、そのまま俺にも跳ね返ってきていた。




「お疲つかれ様ですイツキ様。素晴らしいご活躍でした」

「はは、俺もお前も、ボロボロだけどな。悪かった、お前の本体に穴開けちまって」

「いえ、緊急事態でしたので止やむを得ません。私の身体を貫く羽ペンの感触、思わず背が震え、ああこれが絶頂というものかと」

「お前、あの『邪神秘法書バカ』から妙みような影響受けていないだろうな」

　日に日にリヴルがボケ担当になっていって疲れる。どこまで冗じよう談だんだ？　全部本気だとか言い出したらお前も殴る。
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　落ちていた和わ綴とじの本を拾い上げる。薄い本に、上質の和紙が使われていて、中々風情のある死書だった。この中には、死書がなにを考えていたかが記してある。俺がそれを読むことで、死書をエレシュキガルの力ではなく、俺自身の力で再封印するらしい。仕組みはともかく、そんなルールになっているようだった。

　和本の中を開けば、書いてあったのはただ一言。『茶が飲みたい』。これが『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の唯ゆい一いつの思いか。は、これから存分に飲めよ。死想図書館に畳たたみくらいは用意してやるからよ。

「六ろく道どうを開いた張本人が消滅しました。地じ獄ごく道どうほか、他の六道へつながった扉が閉じられます。強引につなげたため、戻るのも一いつ瞬しゆんです。イツキ様には見えないかもしれませんが、今まさに、井戸へ餓が鬼きどもが吸い込まれております」

　ああ、聞こえる。カナが全部食ったはずの餓鬼の声。どこか恨うらみがましいそれ。でも、俺はそのどこか悲ひ愴そうな声を見下すことができなかった。だって、すぐ近くに餓鬼に仲間入りしそうなヤツがいるんだからよ。

　いつでも餓うえ、なんでも食らう。けど俺を助けてくれた、京都の友人が。

「セットゥ。カナは」

　倒れ伏したままのカナを見る。顔はまだ赤く、すぐ傍そばのセットゥに対して二、三なにか言っていた。うーむ、泥でい酔すいしているだけで大丈夫そうに見えるんだが。しかしセットゥが急性アルコール中毒とか言っていたしな。

「すぐさま帰って休ませるべきでしょうな。元々、カナ様も酒にお強いようで。『八塩折之酒やしおりのさけ』を飲んでも命に関わるほどの症状は出ていないようです」

「……そうか」

　未み耶やと一緒に、こっちも助けられたか。だったら俺に文句はないさ。

「さっきからなんか言ってるな？　なんだって？」

「よく聞き取れませんが、牛ご頭ずと馬め頭ずの肉を食べたいから持ち帰れとおっしゃっているようです」

「おい、セットゥ。そいつ一発殴っとけ」

　片眼鏡モノクルの執事は目を伏して聞こえないふりだった。カナなら『八塩折之酒』をいくら飲んでも大丈夫なんではなかろうか。

「リヴル。図書館に帰るぞ。カナ運ぶの手伝って……ああ、お前怪け我が人にんか。いいや、俺がやる」

「イツキ様。ですが、イツキ様もお怪我を」

「いい。お前のほうが重い。こっちは片腕だけだしなんとかなる。まずはお前、治さないとな」

「……イエス、マイライター。お手数をおかけします」

　夜明けにはまだ少しある。修学旅行の最終日。未耶や敬けい一いち郎ろう、小こ牧まきは何事もなかったかのように最後の自由行動を堪たん能のうするに違いない。結局徹てつ夜やかよ。全力で走りまわったのに、今度は未み耶やの土産みやげ買いに振り回されるのが目に見えていた。

　まあ、その光景を守りたかったんだから、文句は言わないさ。

　ユズキに母親。リヴルとエレシュキガル。『邪神秘法書ネクロノミコン』をはじめとする死書たちに、あ、あとイシュタルか。なんだかんだで迷惑かけたし、いけ好かないけど手ぶらというわけにもいかないだろう。

　土産買わなきゃいけないヤツが多すぎて、さて、金は足りるかね。
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　後始末は色々大変だった。

　まず死し想そう図書館に帰り、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を本ほん棚だなに収める。文句たらたらのこの禅ぜん僧そうが機嫌を直すのはいつになることやら。結局カナに頼ってしまったことで、こいつの活用する機会もなくなったわけだしな。

　エレシュキガルは復活していた。カナが『主賓客イーター』だったおかげである。つーか、今から考えればイシュタルは絶対にそれを知っていて、だからこそ俺がカナを頼るように忠告したのだろう。最悪だ。

　まだ風か邪ぜひき女神は咳せきでこほこほやっていた。カナとセットゥのおかげで薬茶は飲んだはずなのだが、やはり完治は無理だったらしい。顔も赤かったが、口調なんかは元に戻っていたので、とりあえず一安心というところか。風邪がしっかり治るなら、初めからエレシュキガルはセットゥに頼っているはずだしな。

　病やみ上がりの状態（というか厳げん密みつにはまだ療養中）だというのに、後頭部から出血していたリヴルや、穴の開いてしまった『真白き本』を治ち療りようしてくれた。ついでにベッドを空けて、泥でい酔すいしたカナも寝かせてくれた。傍そばには銀の執事が控えていたし、問題はないだろう。

　エレシュキガルは相変わらず尊大な態度ではあったが、弱っているより千倍喧けん嘩かしがいがあるので俺はむしろほっとした。リヴルの怪け我がを三十分そこらで完全に修復したのは、さすが神様か。

　ただし、俺の怪我に関しては別。

「すまぬのイツキ。人間の怪我を治療するのは、神の秩ちつ序じよに反するのじゃよ。悪いがそのままでいてもらう他ないのう」

「おい、待てよ。俺、お前のために頑がん張ばったんだけど」

「うむ、それはとても嬉うれしいぞ。けれどダメなのじゃ。神のルールが融ゆう通ずうきかぬことはお主も知っておろう。死んだ者を蘇よみがえらせるのはルール違反なら、怪我の治療もルール違反じゃ。リヴルは微び妙みように人間とは違うから対象外じゃが、お主はダメじゃ。姉者に殺されたくなかったら大人しく従っておくれ？」

　イシュタルの名前を出されては引き下がるしかなかった。

　代わりに、エレシュキガルがやってくれたのは、『痛み止め』の魔法と、『周りの人間にイツキが怪我をしていると思われない』という、随ずい分ぶん回りくどい幻術だった。修学旅行最終日はそれで乗りきって、後々リヴルからギブスとか包帯とかによるきちんとした治療を受けろとのことだった。

　修学旅行最終日は、楽しかったさ。

　朝、ホテルに戻れば、未み耶やたちはまだ寝ていた。というか餓が鬼きがいなくなっても『司祭たる悪夢クトウルフ』による催さい眠みん効果は続いていたのである。すぐさま『真白き本』に書きこんで、『邪神秘法書ネクロノミコン』による具現化アツプロードを解除。あとで聞いた話では、その日は京都中で学生や会社員の遅刻者が続出したらしい。はて不思議なこともあるもんだ。

　未耶が敬けい一いち郎ろうや小こ牧まきと同じ部屋に寝ていたことに関しては、昨夜は調子に乗って酒を飲んで酔い潰つぶれた、ということにしておいた。記憶の定かではないらしい未耶たちだったが、部屋に転がっている缶チューハイ（もちろん俺の細工）で、その虚構の過去を納得したらしい。実際、ホテルにはまだ『八塩折之酒やしおりのさけ』の匂においが残ってたしな。

「んー、頭いたー……。これが噂うわさの二日酔い……。むう、委員長であるあたしが進んで飲酒なんて……あう。しかも全然覚えてないときたぜー……はあ、委員長失格かなー……」

　そしてその噓うそで、一人だけ本気で落ちこんでいた。罪悪感があったので、噓まみれのフォローを重ねてみる。

「お前、グレープ味の炭酸しか飲んでなかったぞ」

「え、うそ、マジ？　炭酸で酔ったのあたし？」

「あとその場のテンションもあったんじゃねーの」

　噓の上塗り。軽いフォローとはいえ、噓をついても胸の中の申し訳なさは消えなかった。当然だが。

　ちなみに敬一郎も小牧も、同じ部屋で寝ていたことを酒のせいだということで納得してくれた。目を覚ましてから俺の説明を聞くと、それぞれ頷うなずいてくれた。うーむ、小牧がしきりに『な、な、なにもなかったよね、よね!?』としきりに聞いてきたのが泣けてくる。やっぱり敬一郎と修学旅行の思い出的なものが欲しかったのか、それとも実は敬一郎と深い関係になるのが嫌いやなのか。どちらにしても切ない。

　まあ、餓鬼の大群のせいで気絶していたわけなので、酒の勢いで一線を越えるようなことは起こるわけがないのだが。

　その日は未耶たちに連れられて、お土産みやげを買いまくった。敬一郎のバカがふざけて俺の後頭部をはたいたり、未耶がばきばきに骨折した俺の右腕を平気で引っ張ったりするたびに俺は苦く悶もんの叫びをあげたのだが、そんな拷ごう問もんがなければエレシュキガルの『痛み止め』のおかげで表面上は普通にふるまえていた。明らかに右腕が曲がるはずのない部分で曲がっているのに、未耶たちがなにも触れないのを見て、改めてエレシュキガルの神通力を思い知らされる。

　そんなこんなで修学旅行は大成功である。それはなにより、未耶の顔を見ればよくわかる。一番楽しみにしていたこいつが、誰より楽しそうだったから。

　知らなくていい。

　俺が一晩、それを守るために奔ほん走そうしたことなんて。未耶に恩着せがましく教えようなどと思わない。

　俺が戦ったのは、あくまで『筆記官ライター』の職務で、エレシュキガルのためだから。未練なんかないはずなんだ。だって俺は、最初から、未み耶やのことなんて好きではないはずなんだから。

　だから、後悔するとすれば一つだけ。

　そう、その、たった一つだけだ。




　数日後。俺はいつかのように、エレシュキガルの狭苦しい部屋にいた。

「…………余の部屋は、お主が弱音を吐はく場所ではないんじゃがの」

「うるせえ。それよりお前、風か邪ぜはまだ完治してないのかよ。ころころ良くなったり悪くなったり、それ本当に風邪なんだろうな」

「うむ。土産みやげは美お味いしいの」

　話を聞けよ。それイシュタルの分も入ってるんだよ。京土産の八やツ橋はし全部お前一人で食う気かよ。ベッドの上ではむはむと菓子を食うエレシュキガルの姿は可か愛わいいと言えなくもないのだが、彼女は本を読みながらなのでどうにも行儀が悪い。

　エレシュキガルの読んでいる赤い背表紙の文庫本はどこかで見覚えがある気がしないでもないが、それは俺が関知してはいけないことなのだろう。ずっと寝ていたはずのエレシュキガルが何なに故ゆえ詳しよう細さいを聞かずに事の顚てん末まつを知っているのか、俺の感情の揺ゆれまで知っているのか。それらのことも知らないほうが良いに違いない。

「カナを巻きこんだこと、傷つけてしまったこと、後悔しておるのか？」

「…………だって、あれは」

「姉者は、余を助けるための最短手段が、『主賓客イーター』を覚かく醒せいさせることだと判断したのじゃ。お主はそれに利用されただけのこと。お主が気に病やむ必要はないと思うがのう」

　それは、確かにそうなのかもしれないがよ。

　でも、やはり思うのだ。あそこで俺がカナに頼りさえしなければ、カナはこの冥めい府ふの呪じゆ縛ばくに囚とらわれることもなかっただろう。牛ご頭ずや馬め頭ずと戦わなくても良かったし、『八塩折之酒やしおりのさけ』を飲まなくても済んだはずだ。知ってしまったから、『七つの銀器』を構えて、わざわざ危険に身を投じるようなことを。

「余は感謝しておるぞイツキ。カナは良い娘じゃ。お主は腕を折ってまで余のために戦ってくれた。姉者はどう言うかわからぬが、余はそれがとてもとても嬉うれしい。神など、恨まれて憎まれるのが仕事。ましてそれが死の神となればなおさらじゃからな」

「命はってまで助けてくれるヤツは、そうはいないってか？」

　うん、とエレシュキガルは頷うなずく。ちなみに俺の右手はギブスで固定されている。転んだという説明でユズキや未耶を納得させるのに何時間かかったかは考えたくない。治るのがいつになる事やら。

　まあもっとも、左腕で文字を書く訓練になると思えば良い機会だ。今現在、女教師リヴル先生の授業はもっぱら左手で文字を書く練習となっている。これが意外と難しくて、なかなか右手の高速筆記のようにはいかないのである。

「イツキ、お主、カナと出会ったのが偶ぐう然ぜんと思ってはおらぬか？」

「あん？」

「偶然ではないのじゃ。いや、偶然は偶然なのじゃが、そこに神の意図が働いておる。『主賓客イーター』、『製作者メイカー』そして『演奏家プレイヤー』、『筆記官ライター』。全てそれぞれがそれぞれの助けとなるよう、余が調整をしておいた。おかしいとは思わぬか？　ただ一度会っただけのお主に、どうしてカナがあそこまで懐いておる？　そもそも広い日本の中、たまたま『筆記官ライター』と『主賓客イーター』が出会うことなどあると思うかの？　そういう偶然が『起こりやすくなる』ように、余があらかじめ設定しておいたのじゃ。いざという時に、助けあえるようにの？」

　弄もてあそばれていた、なんて思わない。

　それが神の職務だと、俺は理解していたはずだ。だからエレシュキガルを怒ることなどない。俺が死想図書館に来て、戦うようになったのだって、決して偶然じゃない。必然に必然を重ねた神の意思。あるいはそれは、運命だという言葉が最も適切だといえるのかもしれない。

　けれど。それは。

「カナは知っているのか」

「もちろん。お主に言ったように、カナにも言うてある。お主が迷いながらも結局カナに頼ったのも、全て死の施し設せつの主の相互関係ゆえじゃ。お主が後悔することなどない。遅かれ早かれ、カナは死し食しよくレストランの『主賓客イーター』となり、お主の助けとなってくれたはずじゃ。後悔するのはおかしくはないかの？」

　でも、そんな裏事情は聞きたくはなかったかもしれないな。

　この世は神様が全部決めていて、俺たちはそのルールに従っているのだということはわかっていたはずだった。でも、こうも全部掌てのひらの上で舞い踊おどっていると思うと、どうにも腹の立つ。エレシュキガルに当たる気は、ねえけど。でもさ。

「悔しいかの？」

　見透かしたように、神は言った。

「ああ、ちょっとな」

「それもおかしいことじゃ。余は一々お主らにああせよこうせよと指示を出しているわけではないぞ？　ただ、最初にお主らのある程度の方向性を決めたのみ。『高速筆記』も『無差別飲食』も、あくまで最初に与えた能力であるだけのこと。それを活用するのはお主ら次第じゃ」

「…………」

「リヴルを考えてみればわかりやすかろ。リヴルは、とてもとても従順なお主の奴ど隷れい。余が作った時、全て『筆記官ライター』に従うように調整した。では、イツキ。お主はリヴルの忠誠も疑うのか？　余が与えたものだから、本物の忠誠ではないと退けるのかの？　けれど確かに、リヴルの忠義はリヴルから顕あらわれ、お主に向けられておるものじゃぞ」

『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』に向かった時、リヴルは俺の命令に逆らってまで俺を助けようとした。

　それは、噓うそか？　神に与えられたから紛まがい物だというのか？

　俺だって、そうだ。未耶を助け、エレシュキガルのために『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を封印したいと、俺は決意した。それはエレシュキガルやイシュタルにとって都合の良い感情だったに違いない。あるいは女神たちが、俺になんらかの細工をした可能性もあるだろう。できるならなんでもできる連中だから。

　だから、疑うのか？　自分の感情を？

「悪かった」

「よいよい。さっきも言ったであろ？　余は女神ぞ？　可能なら、余のために盾たてとなる百人の奴ど隷れいも作れるわ。余が嬉うれしかったのは、イツキ、お主がそうではなかったからなのじゃ」

「……神様も、大変だな」

　カナを巻きこんだこと、後悔しないわけじゃない。

　でも、カナだって理不尽な運命にただ流されるだけじゃなかったはずだ。アイツはアイツの考えと欲望があって、それに従って行動しただけ。神の忠告や従者の懇こん願がんもあっただろうが、それでもカナが決めたことなら、俺にどうこう言う権利はないはずだ。

　俺を助けたいと思ってくれたのなら、俺はそれを甘んじて受けるべきだ。

「腹減った。一枚くれ」

「む。嫌いやじゃ。これは余のヤツハシじゃ。日本の菓子など滅多に食えぬからの。一つもやらん」

　神様のくせに超絶ドケチだった。

「お前、風か邪ぜじゃなかったらぶん殴ってるぞ」

「余はか弱い病人なのじゃ。男ならば少しは寛かん容ようなところを見せてみぬか」

　お前こそ、神様ならもっと器うつわのデカイところを見せてみろっつーの。口ばかり達者で、でもいざとなれば弱気になるこの面めん倒どう臭くさいツンデレを、どうしたらもっと素直な性格にできるだろうか。

　────いや、無理だな。だって、神様は食えないものだしな。




「よいではないかよいではないか」

「あーれー、おだいかんさまー」

「なにしてるんだそこのバカ二人」

　死想図書館に戻ると、『邪神秘法書ネクロノミコン』とリヴルが遊んでいた。リヴルは例のコスプレ悪あく癖へきを発揮して着物姿である。『邪神秘法書ネクロノミコン』はいつものベリーダンサー。帯をほどいてお代官ごっこをやっていたようだが、リヴルの巻いている帯が長すぎるために服はほとんどはだけていなかった。つーか帯のくるくるでリヴルがほとんど独こ楽まのようである。

「お帰りなさいませイツキ様。ふつつか者ですがこれからもよろしくお願いいたします」

「お前は日本文化を勘かん違ちがいしている」

　それは従者ではなく嫁の挨あい拶さつだっての。奥を見れば『邪神秘法書ネクロノミコン』がにやにやと笑っている。この阿呆あほうなコントをリヴルにやらせている張本人が発覚したので、あとで絶対シメてやろうと決めた。

「『筆記官ライター』のお兄さん、お土産みやげありがとねん♪　嬉うれしいわぁー♪」

「働いてもらったしな。でもリヴルで遊んだからには覚悟できてんだろうなお前」

　きゃーん、怖ーい♪　とか言いながらさっさと褐かつ色しよくの死書が逃げていった。土産に買ってやった鈴がりんりんと音を鳴らす。あれで彼女が踊おどれば、鈴の音に合わせてさぞ涼しげだろう。

　その先にいるのは僧形の禅ぜん坊ぼう主ず。あれだけ京都京都と執着していたのに、死想図書館に畳たたみ一枚敷いてやったらすっかりそこに居着いて茶を啜すすっていた。諦あきらめたのか、それとも案外気に入ったのか。どちらにしても、もうヤツに逃げ出す気はなさそうである。

「さて……と」

　さっきからむしゃむしゃ聞こえる音の理由は、まあ想像がついていた。俺は東京に戻ったけれど、彼女は当然まだ京都にいる。苦しい家庭環境は相変わらずだろうが、イシュタルからもらったという宝石のおかげで借金は大分楽になったらしい。それでも全て神に頼らなかったのは、彼女なりの意地か。あくまでエレシュキガルを助けた報ほう酬しゆうであり、自分が納得したぶん以上はもらわないというのが、義理堅い彼女らしかった。

「イツキ様。私は今回のことで自分の力不足を痛感いたしました。これからはカナ様からもお話をうかがい、日本のことも学んでいこうと思います」

「だったらまずその着物を脱げ────いや、違う。そういう意味じゃない。メイド服に着替えてこい」

「イエス、マイライター」

　その場で着物を脱いで裸になろうとしたリヴルを慌あわてて押しとどめる。恥はじらいとか慎み深さとか、大和やまと撫子なでしこに本来必須であるはずのそれらが全くないのはどうなんだ。そこから学んでもらわないと、リヴルに日本の侘わび寂さびなんて理解できそうにないと思った。

　さて。そして、名前の出たカナだがよ。

「よう、人の机占領してなにやってんだ」

　そこは俺のデスクだ、今日も左腕で文字の練習するんだからどいてくれねえかな。

「おやイツキはん。いつも言うてますやろ。一人で食事取るの寂しいんですのや。イツキはんは全然レストランのほうに来てくれまへんし」

「所しよ詮せん、妄もう想そう家かごときに真の美食を知って頂こうなどと無む駄だなことです、カナ様」

　毒舌執事ももれなくくっついていた。あーうぜえ。なにかにつけて俺をけなすし、リヴルいじめるからこいつはいらないんだけどなあ。

　ていうかレストランに行っても出てくるのがゲテモノばかりなんて楽しみようがないのである。ブルーチーズとドジョウの躍おどり食いとか、なんでそういうクセのあるものばっか出てくるんだろうか、死食レストランは。

　んー、いや、マシなのか？　『知恵の木の実』とかが出てきたって食えねえしな。

「未み耶やはんは元気どすか？」

「ああ、まあまあだな」

　元気過ぎるくらい元気だけど。本来遠方の友人である俺とカナは、こうして夢の中で会うことはできる。だが、未耶とカナでは無理だ。未耶はたまにカナと電話でのやり取りはしているらしいが、実際に顔を合わせることはない。

　それとも、これも。カナと未耶の仲が良いのも、エレシュキガルの設定、とやらなのだろうか。そういう風に決まっているのだろうか。

「悪かったな、巻きこんで」

「ウチがしたくてしたんどすえ」

　短い返答だった。それが全て物語っていた。こいつは、後悔なんて何一つしていない。ただただ、自分の内からあふれ出る感情と欲望に従っただけなのだ。

　欲望の主。殺さつ戮りくの皇帝。それが『主賓客イーター』だから。

「……でもよ」

「イツキはんのばーか」

「がっ!?」

　半眼でいきなり罵ば倒とうしやがった。そんな風に言われる筋合いはねえぞ！

「男のくせになにをうじうじ悩んどるんどすか。ウチがやりたかったんどす。ここに連れて来てくれたことも感謝しとるんどすえ。それなのに、恩を売ってくれた張本人がそんな様子じゃ、せっかくのセットゥの料理が不ま味ずうなりますわ。それでも申し訳ない思うならこないだの牛と馬持ってきておくれやす」

　俺はそんなに顔に出やすいタイプなのだろうか。心外である。

「これからも、嫌いやだと言われても手伝いますえ。逃げた本を追いかけるの、大変なんですやろ。ウチが、誰かのためにできることが一つ増えた。こんな嬉うれしいことあらしまへんわ。死食レストランにさえ来たなら、食べ物には困りまへんし。ちょっとなら家に持って帰ってもええと、あのちっこい神様に言うてもろうてますしな」

　家族想いで結構なことだった。

　その決意。彼女の、軸じくがきちんとした生き方は、ぜひとも見習いたいものである。俺のデスクで当然のように食事を貪むさぼっているのも、それは当然と言えば当然なのかもしれなかった。簒さん奪だつこそが彼女の役。全てを捕食し奪い取り自らの糧かてとなす。

　そうして、でも奪うだけではなくて、彼女は例えば家族のために身を粉こにして働いたり、未耶のために命をかけて鬼と戦ったり。

　俺のために駆けつけてくれたり、してくれていた。

　だったら、そうだ。後悔するのは確かに違うのだ。今回、俺のやったことは正しかったのだと断言するつもりはないが、けれど間違ってはいなかった。それだけは確実に言えると思った。

「イツキはん、食べますえ？」

「つーか、お前何食ってんの？」

　見たところ焼いた肉に見えるんだけど。

「ヘビは美お味いしいどすえ？」

「今すぐ帰れこのゲテモノ食いが」

　でも、あれだ。このふざけた食欲ばっかりは、どうしても慣れそうにはなかった。つーか俺のデスクでそんなもん食うんじゃねえっつーの。










　　　あとがき




（BGM「人生美び味み礼らい讃さん」by ALI PROJECT）




　金髪ツインテールがツンデレなんて誰が決めた？




　食らい尽くせこの世の全て。ニコニコもアリプロも大好き折おり口ぐち良よし乃のです。お久しぶりでございます。リヴル二巻、お届けいたしました。

　えー、予定していた空腹少女、金こん野のカナちゃんの登場です。

　実はこの子、大変な厄やつ介かいなキャラでありまして、食事や敵だけならばまだしも、ラストに大立ち回りをやらかしてくれました。そう、イツキやリヴルの『出番を食う』大活躍をしてしまったのです。おいおい、いくら『主賓客イーター』だからってそりゃ食い過ぎだろ。あとがきだから話しますが、ええ、はい、そりゃすごかったですよ。完全に最強キャラでしたもん、カナちゃん。

　編集さんと打ち合わせして、カナちゃん弱体化計画が進行。どうにか今の形に落ち着きました。そんな、あらゆる意味で食い意地のはったカナちゃんですが、これからもよろしくして下さればと思います。




　この本の発売が九月。気付けばデビューからいつの間にやら一年たっていました。

　九く罰ばつの一巻を出してから早いものです。九罰も出してリヴルも出して、合計冊数が六冊です。ん？　一冊多い？　まあよい。

　がむしゃらに突っ走って来たような気がします。この後もがむしゃらに突っ走っていくような気がします。

　弾だん丸がんみたいな人生送っていますが、今後も誠心誠意書かせていただきますので、どうかよろしくお願いいたします。




　では、最後にこの本にかかわってくださった方に感謝を。

　編集Ｍさんはスタンド使いです。多分、二十四時間寝ずに戦えるとか、そんなスタンド持っている気がします。いや、ジョジョよく知らないんですけどね。誰か、かっこいいスタンド名つけてあげてください。

　絵師のＫｅＧケージさんのイラストは今回も満まん載さいです。ラフ届くたびにニヤニヤ見てますがキモいとか思わないでねっ☆　ちなみに触手と戯たわむれる『邪神秘法書ネクロノミコン』はボクのリクエストです。本当にありがとうございました。

　そのほか、何気なくいつも格好のネタをくれる家族、とある企画に参加された作家様がた（皆様と同じ名前で書けたという光栄は忘れません）、今回も細かいところまで修正をしてくださった校正さま、そしてなりよりもこの本を買ってくださった皆様へ、最大限の感謝を。




　それでは次巻、黄金の昼下がりにお会いしましょう。

　なに？　次はリヴルがバニーガールになるって？
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折おり口ぐち良よし乃の

京都には二回しか行ったことのない21歳。あー、業務連絡業務連絡。一巻を読んで厨二病と思った人間は前に出なさい。先生怒らないから。嘘だけど。著者近影は私の机の上に広げたネタ帳です。Ａ５サイズのノートが一番使いやすい。
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イラスト／ＫｅＧ

蜜柑の国出身、彩の国で絶賛引きこもり中。仕事中つくづく嫌になる自分のネガティブ思考。でもこのおかげで頑張れてるような気もする今日この頃。
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死し想そう図と書しょ館かんのリヴル・ブランシェⅡ








折おり口ぐち良よし乃の
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